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３　遺構外出土遺物
　当該遺跡から出土した縄文時代のものと考えられる土器は₁，₇₁₉点、石器は₃₈₂点を数える。土器につ
いては長泉事務所における接合作業を経た結果、点数は著しく変化している。土器及び石器の出土分布
図でも理解できるように、土器及び石器とも１区及び２区に集中する。

（１）　土器・土製品
第Ⅰ群：早期（第136・140図　第34表　写真図版55）
　縄文時代早期の土器を第Ⅰ群とした。この早期代と思しき土器は量的に隣接する富沢内野山Ⅰ西遺跡
と比較して甚少である。胎土中に繊維を含む。

１類（撚糸文土器）
　₈₃は口縁部のみの破片資料である。口唇部を丸く仕上げ、口唇部直下から撚糸を網目状に施したもの
か。１類に該当する遺物は₈₃の１点のみである。

２類（条痕文土器）
　₈₄・₈₆を２類とした。₈₄は口唇部のみの破片資料である。外面には条痕が施されている。₈₆は胴部の
みの破片資料である。内外面共に横位の条痕が施されている。

３類（神ノ木式）
　神ノ木式土器と推定された土器群を３類とした。₈₅は底部のみの破片資料である。内面に条痕が施さ
れている。

第Ⅱ群：中期初頭（第137・140図　第34表　写真図版55）
　縄文時代中期初頭の土器を第Ⅱ群とした。出土位置は１区ＡＴ₃₈グリッド付近に集中する。₈₇は直線
的に立ち上がり、口縁部は「く」の字状に屈折させ、口唇部は平坦に仕上げている。外面は縄文を施し
た後に、逆「Ⅴ」字状に棒状工具で沈線文を複数施す。その間隙に波状文も見られる。また口唇部直下
にも横位に波状文を施している。₈₈は₈₇と同一個体か。

第Ⅲ群：中期前半～中葉（第138～144図　第35表　写真図版55～57）
　縄文時代中期前半代から中期中葉の土器を集成した。この遺跡の最盛期にあたる時期の遺物で、土器
群の主体を占める。１～５類に分類される。

１類（狢沢式）
　₈₉を１類とした。やや斜位の低い隆帯の脇に、先端が角状をなす棒状工具で連続刺突した角押文が施
されている。その脇には三角押文か。

２類（新道式）
　₉₁～₉₃を２類とした。₉₁は口縁部のみの破片資料である。口縁部に渦巻き状のモチーフが貼り付けら
れている。そのモチーフとその脇の口唇部には刻目が施されているが、ナデにより消えかかっている。
口唇部直下には細い粘土紐を貼り付け、三角形の区画をなす。さらに三角押文を施した上で、内部に円
形モチーフを抱くような三叉文を配置している。₉₂・₉₃は₉₁のように、脇に三角押文を施した隆帯等が
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第140図　縄文土器第Ⅰ群〜第Ⅲ群１〜３類
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見える。

３類（藤内式）
　₉₀・₉₄～₁₃₅は３類とした。出土位置はＡＳ・ＡＴ₃₈・₃₉グリッドに濃い分布を示す。また４区、富
沢内野山Ⅰ西遺跡１区にも散布が認められる。₉₀は口縁部のみの破片資料で、平坦な口唇部を持ち、器
面調整の最後にミガキで丁寧に仕上げられている。口唇部直下に三角押文を施している。その下位には
楕円形状の区画か。三角押文で縁取られた区画内には縄文が充填されている。
　₉₄～₉₉は幅の狭いキャタピラ文が施された資料で、そのうち₉₄～₉₇は胴部のみの破片資料である。粘
土紐を貼り付けて低平な隆線に仕上げ、脇にキャタピラ文を施している。楕円形の区画を設けたものか。
₉₈は隆線で円形の区画を設けている。区画内隆線脇にキャタピラ文を施し、最後に横位の角押文か。₉₉
は脇を細かな三角押文とキャタピラ文が施された低平な隆線が見える。隆線より上位には三角押文で円
形の文様が施される。円形中心部は細かな竹管状の工具で円形刺突文が施されている。
　₁₀₀～₁₀₃は幅の広いキャタピラ文が施された資料である。₁₀₀は底部のみの破片資料である。平坦な
底部から胴部を直立させている。胴部下端部に隆帯で楕円形に区画し、内部にキャタピラ文と波状文を
施している。₁₀₁は口縁部のみの破片資料である。この口縁部は直線的で、口唇部端部外面側にキャタ
ピラ文を施している。口唇部直下には粘土紐を「く」の字状に貼り付け、ナデ調整して低い隆帯に仕上
げている。隆帯の脇はキャタピラ文と三角押文が施されている。「く」の字状の区画の隙間に波状の沈
線文が充填されている。₁₀₂・₁₀₃は胴部のみの破片資料である。隆線や低い隆帯が大きく蛇行する。そ
れらの脇にはキャタピラ文が施されている。区画内には前者は波状文、後者には三角押文が施されてい
る。₁₀₂の隆線には刻目文が施されている。
　₁₀₄～₁₀₈は縄文が施された資料である。そのうち₁₀₄・₁₀₅は文様から同一個体と考えられる。隆帯及
び低平な隆帯で三角形の区画を成したものか。区画内には縄文を施したうえに、三叉文を施している。
その脇には竹管状の工具で円形刺突文を施す。₁₀₆はやや斜位に隆帯を設けている。隆帯で区切られた
区画内に縄文が施されている。₁₀₇・₁₀₈は環状を呈する低平な隆帯に縄文が施されている。両者の隆帯
とも指頭による磨り消しで仕上げられたものか。₁₀₉は胴部中位付近の破片資料か。横位に粘土紐を貼
り付け、低い隆帯となし、その上部にキャタピラ文を楕円に施す。その内部に波状文を施している。隆
帯より下位には縦位に条線文を施した後に、隆帯脇に沈線文を施している。
　₁₁₀～₁₁₂は半截竹管状の工具を用いた隆帯により区画が設けられた資料である。₁₁₀は楕円形、₁₁₁・
₁₁₂は四角形に区画され、₁₁₀・₁₁₁は区画内に縄文を充填し、区画中央に横位の沈線文を施す。₁₁₂は区
画内に斜位の条線文を充填する。
　₁₁₃～₁₁₅は半截竹管状の工具を多用し、縦位方向の文様が卓越した資料である。₁₁₃・₁₁₄は胴部の破
片資料である。縦位に半截竹管状の工具により平行沈線を施している。前者はキャタピラ文、交互刺突
文が施されている。₁₁₄は角押文か。₁₁₅は底部から胴部下位が残存した資料である。平坦な底部から胴
部をやや内湾気味に立ち上げている。縦位に半截竹管状の工具で平行沈線文を施し、長三角形状の区画
内、沈線文毎の間隙に沈線文で充填する。低平な隆帯には刻目か。
　₁₁₆～₁₁₈は隆帯等により狭長な長方形に区画された資料である。パネル文か。₁₁₆は内湾した口縁部
のみの破片資料である。波状に巡らせた隆帯には連続して小刻みに爪形文が施されている。半截竹管状
の工具による平行沈線で、狭長な長方形の区画を設けている。区画内にはキャタピラ文と波状の沈線文
が充填されている。₁₁₇・₁₁₈は胴部のみの破片資料である。半截竹管状の工具による沈線文で長方形の
区画をなし、区画内にキャタピラ文と三角押文を施している。
　₁₁₉・₁₂₀は隆帯等による区画がなされていない資料である。₁₁₉は口唇部を強く外方に引き出した口
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見える。

３類（藤内式）
　₉₀・₉₄～₁₃₅は３類とした。出土位置はＡＳ・ＡＴ₃₈・₃₉グリッドに濃い分布を示す。また４区、富
沢内野山Ⅰ西遺跡１区にも散布が認められる。₉₀は口縁部のみの破片資料で、平坦な口唇部を持ち、器
面調整の最後にミガキで丁寧に仕上げられている。口唇部直下に三角押文を施している。その下位には
楕円形状の区画か。三角押文で縁取られた区画内には縄文が充填されている。
　₉₄～₉₉は幅の狭いキャタピラ文が施された資料で、そのうち₉₄～₉₇は胴部のみの破片資料である。粘
土紐を貼り付けて低平な隆線に仕上げ、脇にキャタピラ文を施している。楕円形の区画を設けたものか。
₉₈は隆線で円形の区画を設けている。区画内隆線脇にキャタピラ文を施し、最後に横位の角押文か。₉₉
は脇を細かな三角押文とキャタピラ文が施された低平な隆線が見える。隆線より上位には三角押文で円
形の文様が施される。円形中心部は細かな竹管状の工具で円形刺突文が施されている。
　₁₀₀～₁₀₃は幅の広いキャタピラ文が施された資料である。₁₀₀は底部のみの破片資料である。平坦な
底部から胴部を直立させている。胴部下端部に隆帯で楕円形に区画し、内部にキャタピラ文と波状文を
施している。₁₀₁は口縁部のみの破片資料である。この口縁部は直線的で、口唇部端部外面側にキャタ
ピラ文を施している。口唇部直下には粘土紐を「く」の字状に貼り付け、ナデ調整して低い隆帯に仕上
げている。隆帯の脇はキャタピラ文と三角押文が施されている。「く」の字状の区画の隙間に波状の沈
線文が充填されている。₁₀₂・₁₀₃は胴部のみの破片資料である。隆線や低い隆帯が大きく蛇行する。そ
れらの脇にはキャタピラ文が施されている。区画内には前者は波状文、後者には三角押文が施されてい
る。₁₀₂の隆線には刻目文が施されている。
　₁₀₄～₁₀₈は縄文が施された資料である。そのうち₁₀₄・₁₀₅は文様から同一個体と考えられる。隆帯及
び低平な隆帯で三角形の区画を成したものか。区画内には縄文を施したうえに、三叉文を施している。
その脇には竹管状の工具で円形刺突文を施す。₁₀₆はやや斜位に隆帯を設けている。隆帯で区切られた
区画内に縄文が施されている。₁₀₇・₁₀₈は環状を呈する低平な隆帯に縄文が施されている。両者の隆帯
とも指頭による磨り消しで仕上げられたものか。₁₀₉は胴部中位付近の破片資料か。横位に粘土紐を貼
り付け、低い隆帯となし、その上部にキャタピラ文を楕円に施す。その内部に波状文を施している。隆
帯より下位には縦位に条線文を施した後に、隆帯脇に沈線文を施している。
　₁₁₀～₁₁₂は半截竹管状の工具を用いた隆帯により区画が設けられた資料である。₁₁₀は楕円形、₁₁₁・
₁₁₂は四角形に区画され、₁₁₀・₁₁₁は区画内に縄文を充填し、区画中央に横位の沈線文を施す。₁₁₂は区
画内に斜位の条線文を充填する。
　₁₁₃～₁₁₅は半截竹管状の工具を多用し、縦位方向の文様が卓越した資料である。₁₁₃・₁₁₄は胴部の破
片資料である。縦位に半截竹管状の工具により平行沈線を施している。前者はキャタピラ文、交互刺突
文が施されている。₁₁₄は角押文か。₁₁₅は底部から胴部下位が残存した資料である。平坦な底部から胴
部をやや内湾気味に立ち上げている。縦位に半截竹管状の工具で平行沈線文を施し、長三角形状の区画
内、沈線文毎の間隙に沈線文で充填する。低平な隆帯には刻目か。
　₁₁₆～₁₁₈は隆帯等により狭長な長方形に区画された資料である。パネル文か。₁₁₆は内湾した口縁部
のみの破片資料である。波状に巡らせた隆帯には連続して小刻みに爪形文が施されている。半截竹管状
の工具による平行沈線で、狭長な長方形の区画を設けている。区画内にはキャタピラ文と波状の沈線文
が充填されている。₁₁₇・₁₁₈は胴部のみの破片資料である。半截竹管状の工具による沈線文で長方形の
区画をなし、区画内にキャタピラ文と三角押文を施している。
　₁₁₉・₁₂₀は隆帯等による区画がなされていない資料である。₁₁₉は口唇部を強く外方に引き出した口
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第142図　縄文土器第Ⅲ群〜第Ⅵ群
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第142図　縄文土器第Ⅲ群〜第Ⅵ群
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縁部である。口唇部直下に幅の広いキャタピラ文、その下位に三角押文が施されている。キャタピラ文
と三角押文の接点が微隆起線状の効果を生んでいる。
　₁₂₁～₁₂₅は主に縄文を施した口縁部のみの破片資料である。₁₂₅以外は口唇部は平坦に仕上げている。
₁₂₁は波状口縁の波底部付近か。口唇部直下に沈線文を施し、その下位に縄文を施す。縄文を施した後、
波状文を施している。₁₂₂・₁₂₃は口唇部直下より縄文を施し、後者は三角押文を波状に施す。₁₂₄は微
かに内湾する口縁部で、口唇部を強く押して平坦に仕上げている。口唇部直下はナデのみ。口唇部より
約₁．₅㎝の位置に横位の波状文を施し、下位の縄文を区画する。₁₂₅は波状口縁の波頂部から波底部にか
けての資料か。折り曲げ、肥厚させた口唇部外面を隆帯となし、刻目文を施している。
　₁₂₆～₁₃₅は胴部のみの破片資料である。三角押文、キャタピラ文、円形刺突文等の文様が施されてい
る。

４類（井戸尻式）
　₁₃₆～₁₅₂を４類とした。出土位置は１区・２－１区・４区に比較的多く分布する。特にＡⅤ・ＡＷ
₃₅・₃₆グリッド付近は濃い分布を示す。
　₁₃₆は口縁部から胴部下位付近まで残存した資料である。残存状況から胴部下位は算盤玉状に膨れて
いたものと推定される。膨れた胴部下位が胴部中位付近で括れ、また胴部は直線的に立ち上がり、直立
気味に屈折、口縁部はやや外反する。口唇部は平坦に仕上げている。口縁部で文様は特に見られず、胴
部上位は粘土紐を貼り付けて隆帯としている。中には粘土紐を編上げて隆帯としたものもある。隆帯で
区画された部位には棒状工具で渦巻き文や楕円文等が施されている。下半部は条線文を施す。
　₁₃₇～₁₄₀は条線文を施した資料である。₁₃₇は波状口縁の波頂部から波底部にかけての破片資料か。
波頂部は本来、突起を２個付けたものか。口唇部は断面を「Ｔ」字状に仕上げ、外面側は刻目文を施す。
口唇部に沿って半截竹管状の工具を用いた隆帯を２条施し、その下位に横位条線文を施す。₁₃₈～₁₄₀は
縦位の条線文が施されている。₁₄₁は外反する口縁部か。口唇部は内面側縁部を強く鋭く、外面側縁部
を弱くかつ太めに引き出す。口唇部直下には斜位に隆帯を貼り付け、刻目文を施している。その間隙に
渦巻き状のモチーフが描かれている。
　₁₄₂～₁₄₄は三角形の区画内に三叉文が施された資料である。胴部から口縁部へ直線的に立ち上げてい
る。口唇部は平坦に仕上げている。口唇部直下より半截竹管状の工具による平行沈線文で三角形の区画
をなし、区画内にキャタピラ文を施す。区画内中央に三叉文が施されている。
　₁₄₅は口縁部から胴部上位が残存した資料である。口縁部には装飾突起が付けられていたが失われ、
内面側の透かし穴のみ残存する。装飾突起の下位には眼鏡状の突起が設けられている。その突起の左右
に間隔をおいて渦巻き状のモチーフが配置されている。同一個体の破片が多く出土しているが、残存状
態が悪く、復原できなかった。
　₁₄₆は口縁部から胴部上位まで残存した資料である。胴部から口縁部まで直線的に立ち上がり、口唇
部は平坦に仕上げている。口唇部から約５㎝の位置に低平で幅広な隆帯を横位に巡らせている。また口
唇部から横位の隆帯へ３本の低平な隆帯を垂下、接続させている。接続部には鼻状の突起を設けている。
横位の隆帯には細く鋭い棒状の工具で刺突文を施している。また隆帯の脇は指頭によるものか沈線を施
す。横位の隆帯より下位にも何らかのモチーフが描かれ、刺突文が施されている。₁₄₇・₁₄₈は内湾する
口縁部のみの破片資料である。₁₄₇は渦巻き状に隆帯が貼り付けられている。隆帯は細い竹管状の工具
による刺突文が施されている。₁₄₈は粘土紐を貼り付けているが、大きく褶曲させている。₁₄₉・₁₅₂は
胴部のみの破片資料である。両者とも横位の隆帯と鋸歯状の隆帯を貼り、前者の横位隆帯には刻目が施
されている。₁₅₀は口縁部から胴部上位にかけて残存した資料である。口縁部まで直線的に立ち上げ、
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縁部である。口唇部直下に幅の広いキャタピラ文、その下位に三角押文が施されている。キャタピラ文
と三角押文の接点が微隆起線状の効果を生んでいる。
　₁₂₁～₁₂₅は主に縄文を施した口縁部のみの破片資料である。₁₂₅以外は口唇部は平坦に仕上げている。
₁₂₁は波状口縁の波底部付近か。口唇部直下に沈線文を施し、その下位に縄文を施す。縄文を施した後、
波状文を施している。₁₂₂・₁₂₃は口唇部直下より縄文を施し、後者は三角押文を波状に施す。₁₂₄は微
かに内湾する口縁部で、口唇部を強く押して平坦に仕上げている。口唇部直下はナデのみ。口唇部より
約₁．₅㎝の位置に横位の波状文を施し、下位の縄文を区画する。₁₂₅は波状口縁の波頂部から波底部にか
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部は平坦に仕上げている。口唇部から約５㎝の位置に低平で幅広な隆帯を横位に巡らせている。また口
唇部から横位の隆帯へ３本の低平な隆帯を垂下、接続させている。接続部には鼻状の突起を設けている。
横位の隆帯には細く鋭い棒状の工具で刺突文を施している。また隆帯の脇は指頭によるものか沈線を施
す。横位の隆帯より下位にも何らかのモチーフが描かれ、刺突文が施されている。₁₄₇・₁₄₈は内湾する
口縁部のみの破片資料である。₁₄₇は渦巻き状に隆帯が貼り付けられている。隆帯は細い竹管状の工具
による刺突文が施されている。₁₄₈は粘土紐を貼り付けているが、大きく褶曲させている。₁₄₉・₁₅₂は
胴部のみの破片資料である。両者とも横位の隆帯と鋸歯状の隆帯を貼り、前者の横位隆帯には刻目が施
されている。₁₅₀は口縁部から胴部上位にかけて残存した資料である。口縁部まで直線的に立ち上げ、
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第149図　縄文土器第Ⅶ群〜第Ⅷ群・土製品
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口唇部は平坦に仕上げている。口唇部から約₄．₅㎝の位置に段が設けられ、それより下位に縄文を施し
ている。₁₅₁は胴部下位が残存した資料で、₁₃₆と同様算盤玉状に膨らんだ胴部下位である。横位に隆帯
を貼り付けた後に、２本の隆帯を縦位に接続する。隆帯には刻目文が施されている。

５類（その他）
　₁₅₃～₁₅₉は５類に分類した。主に縄文のみ施文された資料で型式名が判然としない。₁₅₃～₁₅₆は口縁
部、₁₅₇～₁₅₉は胴部のみの破片資料である。₁₅₇は縄文を施した後に、半截竹管状の工具で施文か。

第Ⅳ群：縄文時代中期前半（第142・145図　第34表　写真図版58）
　第Ⅲ群と時期としては重複するが、縄文時代中期前半代の東海系と思しき土器群を抽出・集成して第
Ⅳ群に分類した。出土位置は１区でもＡＵ₃₈グリッドより南東に限定される。
　₁₆₀～₁₆₇は第Ⅳ群に分類した土器である。そのうち₁₆₀・₁₆₁は口縁部のみの破片資料である。₁₆₀は
口唇部付近を軽く外反させる。丸く仕上げられた口唇部には刻目文が観察されるが、調整最終時のナデ
により消えかかっている。口唇部直下には半截竹管状の工具による横位の沈線文が施され、沈線文同士
の間隙に刺突文が施されている。₁₆₁は口唇部の突起付近か。特異な形状を呈する。内外面共に刺突文
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口唇部は平坦に仕上げている。口唇部から約₄．₅㎝の位置に段が設けられ、それより下位に縄文を施し
ている。₁₅₁は胴部下位が残存した資料で、₁₃₆と同様算盤玉状に膨らんだ胴部下位である。横位に隆帯
を貼り付けた後に、２本の隆帯を縦位に接続する。隆帯には刻目文が施されている。

５類（その他）
　₁₅₃～₁₅₉は５類に分類した。主に縄文のみ施文された資料で型式名が判然としない。₁₅₃～₁₅₆は口縁
部、₁₅₇～₁₅₉は胴部のみの破片資料である。₁₅₇は縄文を施した後に、半截竹管状の工具で施文か。

第Ⅳ群：縄文時代中期前半（第142・145図　第34表　写真図版58）
　第Ⅲ群と時期としては重複するが、縄文時代中期前半代の東海系と思しき土器群を抽出・集成して第
Ⅳ群に分類した。出土位置は１区でもＡＵ₃₈グリッドより南東に限定される。
　₁₆₀～₁₆₇は第Ⅳ群に分類した土器である。そのうち₁₆₀・₁₆₁は口縁部のみの破片資料である。₁₆₀は
口唇部付近を軽く外反させる。丸く仕上げられた口唇部には刻目文が観察されるが、調整最終時のナデ
により消えかかっている。口唇部直下には半截竹管状の工具による横位の沈線文が施され、沈線文同士
の間隙に刺突文が施されている。₁₆₁は口唇部の突起付近か。特異な形状を呈する。内外面共に刺突文
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が施されている。₁₆₂～₁₆₇は胴部のみの破片資料である。そのうち₁₆₂～₁₆₄・₁₆₆は粘土紐を貼り付けて、
隆帯を設けている。₁₆₂は隆帯直下に刺突文と平行沈線文、₁₆₃は鍔状に迫り出した隆帯の上位に、浅い
刺突文が施されている。₁₆₄は半截竹管状の工具で縦位に沈線文を施した後に、横位に沈線文を施す。
隆帯は破片下端部に辛うじて残存する。₁₆₆は横位の隆帯の上位に刺突文が施される。また隆帯より上
位はやや斜位の平行沈線文を施した後に、横位の沈線文を施している。₁₆₅は半截竹管状の工具による
沈線文が施されている。₁₆₇は半截竹管状の工具で連弧状の沈線文を横位に施した後に、縦位の沈線文
を施す。連弧状の沈線文の下位に微かに瘤状の隆起が２箇所認められる。

第Ⅴ群：縄文時代中期後半（第142・146図　第34表　写真図版58）
　縄文時代中期後半の土器を集成して第Ⅴ群とした。判明した型式等から１～２類に分類した。

１類（曽利式）
　₁₆₈～₁₇₀は１類とした。いずれも胴部のみの破片資料で、隆帯を貼り付けている。₁₆₉は縦位に２本
の粘土紐を貼り付けて隆帯となし、刻目を施している。隆帯に並行して半截竹管状の工具により、沈線
文を施している。

２類（加曽利式）
　₁₇₁は２類とした。沈線文を施した後に縄文を施している。底部には編物等の圧痕は見られない。

第Ⅵ群：縄文時代中期（第142・147図　第34表　写真図版58）
　縄文時代中期代と考えられるが、型式名等判然としない資料を集成した。出土位置はＡＹ₃₃グリッド
杭付近、ＡＷ₃₅・₃₆グリッド付近、ＡＸ₃₈・₃₉グリッド付近、ＡＵ₃₈・₃₉グリッド以南に濃い分布が見
られる。₁₇₂は口縁部のみの破片資料である。直線的に立ち上げ、口唇部は平坦に仕上げたものか。口
唇部から約₂．₅㎝の位置に粘土紐を貼り付け、鍔状に仕上げている。またその上位に３ヶ所ほど穿孔が
なされている。小破片のため判然としないが、所謂有孔鍔付土器とも考えられる。

第Ⅶ群：縄文時代後期（第148・149図　第34表　写真図版58・59）
　縄文時代後期代と考えられる土器を集成した。文様等から１～３類に分類した。後期代と思しき資料
はＡＴ₃₈グリッド以南に比較的多く散布する。

１類（三十稲葉式か）
　₁₇₃～₁₇₆は１類とした。三十稲葉式と並行期の土器か。₁₇₃・₁₇₄は口縁部のみの破片資料である。大
きく内側へ屈折した口縁部で、口唇部直下には押引波状文を、その直下に縦位の沈線文を連続して施す。
屈折部には竹管状の工具による円形刺突文が施されている。内面は粘土紐の輪積み痕が磨り消されずに
残っている。₁₇₅・₁₇₆は胴部のみの破片資料である。いずれも細く断面の丸い棒状工具で、短い沈線文
を一面に施している。また₁₇₆は内湾する胴部への施文のため、やや刺突気味に工具が器面にあてがわ
れている。上位、内側へ屈折する箇所には同じ工具で刺突文を施している。器厚の薄さや胎土、施文か
ら₁₇₃～₁₇₆は同一個体の可能性がある。

２類（堀之内式）
　₁₇₈～₁₈₀は２類とした。₁₇₈は緩やかな波状を呈する口縁部か。胴部と口縁部の境界は段をなす。緩
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が施されている。₁₆₂～₁₆₇は胴部のみの破片資料である。そのうち₁₆₂～₁₆₄・₁₆₆は粘土紐を貼り付けて、
隆帯を設けている。₁₆₂は隆帯直下に刺突文と平行沈線文、₁₆₃は鍔状に迫り出した隆帯の上位に、浅い
刺突文が施されている。₁₆₄は半截竹管状の工具で縦位に沈線文を施した後に、横位に沈線文を施す。
隆帯は破片下端部に辛うじて残存する。₁₆₆は横位の隆帯の上位に刺突文が施される。また隆帯より上
位はやや斜位の平行沈線文を施した後に、横位の沈線文を施している。₁₆₅は半截竹管状の工具による
沈線文が施されている。₁₆₇は半截竹管状の工具で連弧状の沈線文を横位に施した後に、縦位の沈線文
を施す。連弧状の沈線文の下位に微かに瘤状の隆起が２箇所認められる。

第Ⅴ群：縄文時代中期後半（第142・146図　第34表　写真図版58）
　縄文時代中期後半の土器を集成して第Ⅴ群とした。判明した型式等から１～２類に分類した。

１類（曽利式）
　₁₆₈～₁₇₀は１類とした。いずれも胴部のみの破片資料で、隆帯を貼り付けている。₁₆₉は縦位に２本
の粘土紐を貼り付けて隆帯となし、刻目を施している。隆帯に並行して半截竹管状の工具により、沈線
文を施している。

２類（加曽利式）
　₁₇₁は２類とした。沈線文を施した後に縄文を施している。底部には編物等の圧痕は見られない。

第Ⅵ群：縄文時代中期（第142・147図　第34表　写真図版58）
　縄文時代中期代と考えられるが、型式名等判然としない資料を集成した。出土位置はＡＹ₃₃グリッド
杭付近、ＡＷ₃₅・₃₆グリッド付近、ＡＸ₃₈・₃₉グリッド付近、ＡＵ₃₈・₃₉グリッド以南に濃い分布が見
られる。₁₇₂は口縁部のみの破片資料である。直線的に立ち上げ、口唇部は平坦に仕上げたものか。口
唇部から約₂．₅㎝の位置に粘土紐を貼り付け、鍔状に仕上げている。またその上位に３ヶ所ほど穿孔が
なされている。小破片のため判然としないが、所謂有孔鍔付土器とも考えられる。

第Ⅶ群：縄文時代後期（第148・149図　第34表　写真図版58・59）
　縄文時代後期代と考えられる土器を集成した。文様等から１～３類に分類した。後期代と思しき資料
はＡＴ₃₈グリッド以南に比較的多く散布する。

１類（三十稲葉式か）
　₁₇₃～₁₇₆は１類とした。三十稲葉式と並行期の土器か。₁₇₃・₁₇₄は口縁部のみの破片資料である。大
きく内側へ屈折した口縁部で、口唇部直下には押引波状文を、その直下に縦位の沈線文を連続して施す。
屈折部には竹管状の工具による円形刺突文が施されている。内面は粘土紐の輪積み痕が磨り消されずに
残っている。₁₇₅・₁₇₆は胴部のみの破片資料である。いずれも細く断面の丸い棒状工具で、短い沈線文
を一面に施している。また₁₇₆は内湾する胴部への施文のため、やや刺突気味に工具が器面にあてがわ
れている。上位、内側へ屈折する箇所には同じ工具で刺突文を施している。器厚の薄さや胎土、施文か
ら₁₇₃～₁₇₆は同一個体の可能性がある。

２類（堀之内式）
　₁₇₈～₁₈₀は２類とした。₁₇₈は緩やかな波状を呈する口縁部か。胴部と口縁部の境界は段をなす。緩

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）



⊖ 183 ⊖

やかな波頂部直下に棒状工具で渦巻き文を施す。段より下位には縄文を施している。₁₇₉は胴部のみの
破片資料である。平行沈線文を施した後に、縄文を充填したものか。₁₈₀は口縁部のみの破片資料である。
緩やかに外反させ、口唇部は丸く仕上げている。口唇部直下に沈線文を施す。口唇部から下位約４㎝の
位置に、複数の横位沈線文を施す。沈線文の間隙に半截竹管状の工具で刺突文を施す。

３類（その他）
　₁₇₇は３類とした。胴部は底部下位付近でやや膨らみ、中位付近で括れる。括れから胴部は直線的に
立ち上げる。口縁部には更に粘土紐を貼り、指頭でナデつけて浅い窪みを連続して付ける。窪み毎の境
界には指頭のナデにより隆起し、装飾効果を生んでいる。窪みには横位の沈線文が施されているが、最
後にナデ調整を施したためか、消えかけた沈線文もある。胴部外面は横位のナデ調整の痕跡が観察され、
さらに胴部下半部はミガキの痕跡も微かに残る。内面にもミガキの痕跡が残る。

第Ⅷ群：型式不明（第149図　第34表　写真図版59）
　型式・時期不明の資料について第Ⅷ群として集成した。

１類（縄文を基調として施文）
　主に縄文以外の特徴が見出せない₁₈₁～₁₈₅は１類とした。₁₈₄は半截竹管状の工具で平行沈線を描き、
間隙に縄文を充填している。器厚が薄く、胎土中の金雲母が特徴か。

２類（刺突文他）
　₁₈₆は器厚が薄く、口唇部直下にヘラ状の工具で刺突文を施している。その下位には櫛状工具により
複合鋸歯状の文様を施している。施文順序として刺突文が後である。

土製品（第149図　第34表　写真図版59）
　₁₈₇～₁₉₂は土製円盤である。土器の細片の周囲を磨り削り、小さな円盤状に仕上げたものである。遺
構外から６点出土し、当該遺跡全体では₁₂点出土している。
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やかな波頂部直下に棒状工具で渦巻き文を施す。段より下位には縄文を施している。₁₇₉は胴部のみの
破片資料である。平行沈線文を施した後に、縄文を充填したものか。₁₈₀は口縁部のみの破片資料である。
緩やかに外反させ、口唇部は丸く仕上げている。口唇部直下に沈線文を施す。口唇部から下位約４㎝の
位置に、複数の横位沈線文を施す。沈線文の間隙に半截竹管状の工具で刺突文を施す。

３類（その他）
　₁₇₇は３類とした。胴部は底部下位付近でやや膨らみ、中位付近で括れる。括れから胴部は直線的に
立ち上げる。口縁部には更に粘土紐を貼り、指頭でナデつけて浅い窪みを連続して付ける。窪み毎の境
界には指頭のナデにより隆起し、装飾効果を生んでいる。窪みには横位の沈線文が施されているが、最
後にナデ調整を施したためか、消えかけた沈線文もある。胴部外面は横位のナデ調整の痕跡が観察され、
さらに胴部下半部はミガキの痕跡も微かに残る。内面にもミガキの痕跡が残る。

第Ⅷ群：型式不明（第149図　第34表　写真図版59）
　型式・時期不明の資料について第Ⅷ群として集成した。

１類（縄文を基調として施文）
　主に縄文以外の特徴が見出せない₁₈₁～₁₈₅は１類とした。₁₈₄は半截竹管状の工具で平行沈線を描き、
間隙に縄文を充填している。器厚が薄く、胎土中の金雲母が特徴か。

２類（刺突文他）
　₁₈₆は器厚が薄く、口唇部直下にヘラ状の工具で刺突文を施している。その下位には櫛状工具により
複合鋸歯状の文様を施している。施文順序として刺突文が後である。

土製品（第149図　第34表　写真図版59）
　₁₈₇～₁₉₂は土製円盤である。土器の細片の周囲を磨り削り、小さな円盤状に仕上げたものである。遺
構外から６点出土し、当該遺跡全体では₁₂点出土している。
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第34表　縄文時代遺構外出土土器観察表①

挿図
番号

写真
図版
番号

分類 グリ
ッド

色調（Hue） 文様調整等 繊維 胎土
群 類

83 55 Ⅰ 1 AX-39 7.5YR5/4 網目状の撚糸文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

84 55 Ⅰ 2 AZ-31 7.5YR4/6 波状口縁。口唇部に刻目。条痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

85 55 Ⅰ 3 AU-38 7.5YR5/2 内外面に指頭痕。内面に条痕。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

86 55 Ⅰ 2 AU-38 7.5YR4/6 内外面に条痕。刺突。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

87 55 Ⅱ AT-38 7.5YR4/3 棒状工具による沈線。波状文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

88 55 Ⅱ AT-38 7.5YR4/3 棒状工具による沈線。波状文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

89 56 Ⅲ 1 AW-38 7.5YR6/6 隆帯貼り付け。角押文。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

90 56 Ⅲ 3 AW-35 7.5YR4/6 三角押文。縄文。ミガキ。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

91 56 Ⅲ 2 AT-38 7.5YR5/4
波状口縁。渦巻き状突帯。口唇部に刻目。隆帯貼り付け。三角押文。
玉抱き三叉文。内外面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母

92 56 Ⅲ 2 AS-38 5YR5/4 隆帯貼り付け。三角押文。半截竹管状工具による沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

93 56 Ⅲ 2 AS-38 5YR5/4 隆帯貼り付け。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

94 56 Ⅲ 3 AT-39 5YR6/6 隆線貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

95 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 石英、輝石、白色岩片

96 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

97 56 Ⅲ 3 AX-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

98 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

99 56 Ⅲ 3 AS-39 7.5YR6/6
隆線貼り付け。キャタピラ文。三角押文。竹管状工具による円形
刺突。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

100 55 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 底部。隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

101 56 Ⅲ 3 AV-36 7.5YR5/4
口縁部。隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。沈線。内外面
にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

102 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。波状文。刻目。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

103 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

104 56 Ⅲ 3 AW-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。三叉文。沈線。円形刺突。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

105 56 Ⅲ 3 AV-38 5YR4/6 沈線。円形刺突。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

106 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

107 56 Ⅲ 3 AU-38 5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。縄文。磨消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

108 56 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。縄文。磨消し。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

109 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR6/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。条線。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

110 56 Ⅲ 3 - 7.5YR4/2 隆帯貼り付け。縄文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

111 56 Ⅲ 3 - 7.5YR4/3 隆帯貼り付け。縄文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

112 56 Ⅲ 3 AW-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。条線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

113 56 Ⅲ 3 AX-39 5YR4/6
半截竹管状工具による平行沈線。キャタピラ文。交互刺突文。内
面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

114 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 半截竹管状工具による平行沈線。角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

115 55 Ⅲ 3 AV-37 7.5YR4/6 隆帯貼り付け。刻目。半截竹管状工具による平行沈線。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

116 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR6/6
隆帯貼り付け。連続爪形文。半截竹管状工具による平行沈線。キ
ャタピラ文と沈線。（パネル文）

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

117 56 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR6/6 半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文と三角押文。（パネル文） 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

118 56 Ⅲ 3 AT-39 7.5YR6/6 半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文と三角押文。（パネル文） 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

119 56 Ⅲ 3 AQ-36 10YR5/3 キャタピラ文。三角押文。棒状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

120 Ⅲ 3 AS-39 5YR6/6 口唇部直下に刻目。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

121 56 Ⅲ 3 AU-38 7.5YR4/4 波状口縁。沈線。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

122 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 口縁部。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

123 56 Ⅲ 3 AX-38 7.5YR4/3 口縁部。三角押文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

124 56 Ⅲ 3 AQ-37 5YR4/4 口縁部。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

125 57 Ⅲ 3 AT-39 5YR4/4 折り返し口縁。口唇部直下に刻目。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

126 57 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

127 57 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

128 57 Ⅲ 3 AU-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。竹管状工具による円形刺突。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

129 57 Ⅲ 3 AV-38 7.5YR3/3 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

130 57 Ⅲ 3 AU-38 5YR3/2 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

131 57 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

132 57 Ⅲ 3 AT-38 10YR5/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

133 57 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/6 沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

134 57 Ⅲ 3 AS-39 7.5YR6/4 沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

135 57 Ⅲ 3 AT-39 7.5YR6/4 隆帯貼り付け。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

136 55 Ⅲ 4 AX-39 5YR6/6 隆帯貼り付け。棒状工具による渦巻き文・楕円文。沈線。条線。 無 白色粒子多、石英、白色岩片

137 57 Ⅲ 4 AT-39 5YR3/6 波状口縁。口唇部外面に刻目。隆帯貼り付け。条線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

138 57 Ⅲ 4 AX-39 5YR4/6 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による条線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

139 57 Ⅲ 4 AX-39 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による条線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

140 57 Ⅲ 4 AY-38 7.5YR4/2 隆帯貼り付け。刻目。半截竹管状工具による条線。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

141 57 Ⅲ 4 AY-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目。渦巻き文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

142 57 Ⅲ 4 AX-39 5YR4/3 半截竹管状工具による平行沈線。キャタピラ文。三叉文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

143 57 Ⅲ 4 AV-36 5YR4/6 隆帯貼り付け。平行沈線。キャタピラ文。三叉文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

144 57 Ⅲ 4 AV-36 5YR4/6 沈線。キャタピラ文。三叉文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

145 55 Ⅲ 4 AW-37 7.5YR5/6 眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。 無 白色粒子、雲母

146 57 Ⅲ 4 AW-35 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母

147 57 Ⅲ 4 AW-35 10YR5/4 口唇部にミガキ。隆帯貼り付け。竹管状工具による刺突。 無 白色粒子、石英、白色岩片、岩片

148 57 Ⅲ 4 AW-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。内外面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片
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83 55 Ⅰ 1 AX-39 7.5YR5/4 網目状の撚糸文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

84 55 Ⅰ 2 AZ-31 7.5YR4/6 波状口縁。口唇部に刻目。条痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

85 55 Ⅰ 3 AU-38 7.5YR5/2 内外面に指頭痕。内面に条痕。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

86 55 Ⅰ 2 AU-38 7.5YR4/6 内外面に条痕。刺突。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

87 55 Ⅱ AT-38 7.5YR4/3 棒状工具による沈線。波状文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

88 55 Ⅱ AT-38 7.5YR4/3 棒状工具による沈線。波状文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

89 56 Ⅲ 1 AW-38 7.5YR6/6 隆帯貼り付け。角押文。三角押文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

90 56 Ⅲ 3 AW-35 7.5YR4/6 三角押文。縄文。ミガキ。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

91 56 Ⅲ 2 AT-38 7.5YR5/4
波状口縁。渦巻き状突帯。口唇部に刻目。隆帯貼り付け。三角押文。
玉抱き三叉文。内外面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母

92 56 Ⅲ 2 AS-38 5YR5/4 隆帯貼り付け。三角押文。半截竹管状工具による沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

93 56 Ⅲ 2 AS-38 5YR5/4 隆帯貼り付け。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

94 56 Ⅲ 3 AT-39 5YR6/6 隆線貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

95 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 石英、輝石、白色岩片

96 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

97 56 Ⅲ 3 AX-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

98 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

99 56 Ⅲ 3 AS-39 7.5YR6/6
隆線貼り付け。キャタピラ文。三角押文。竹管状工具による円形
刺突。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

100 55 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 底部。隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

101 56 Ⅲ 3 AV-36 7.5YR5/4
口縁部。隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。沈線。内外面
にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

102 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/4 隆線貼り付け。キャタピラ文。波状文。刻目。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

103 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

104 56 Ⅲ 3 AW-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。三叉文。沈線。円形刺突。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

105 56 Ⅲ 3 AV-38 5YR4/6 沈線。円形刺突。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母多、輝石、白色岩片

106 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

107 56 Ⅲ 3 AU-38 5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。縄文。磨消し。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

108 56 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。縄文。磨消し。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

109 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR6/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。波状文。条線。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

110 56 Ⅲ 3 - 7.5YR4/2 隆帯貼り付け。縄文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

111 56 Ⅲ 3 - 7.5YR4/3 隆帯貼り付け。縄文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

112 56 Ⅲ 3 AW-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。条線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

113 56 Ⅲ 3 AX-39 5YR4/6
半截竹管状工具による平行沈線。キャタピラ文。交互刺突文。内
面にナデ。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

114 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR5/6 半截竹管状工具による平行沈線。角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

115 55 Ⅲ 3 AV-37 7.5YR4/6 隆帯貼り付け。刻目。半截竹管状工具による平行沈線。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

116 56 Ⅲ 3 AT-38 5YR6/6
隆帯貼り付け。連続爪形文。半截竹管状工具による平行沈線。キ
ャタピラ文と沈線。（パネル文）

無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

117 56 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR6/6 半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文と三角押文。（パネル文） 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

118 56 Ⅲ 3 AT-39 7.5YR6/6 半截竹管状工具による沈線。キャタピラ文と三角押文。（パネル文） 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

119 56 Ⅲ 3 AQ-36 10YR5/3 キャタピラ文。三角押文。棒状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

120 Ⅲ 3 AS-39 5YR6/6 口唇部直下に刻目。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

121 56 Ⅲ 3 AU-38 7.5YR4/4 波状口縁。沈線。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

122 56 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/4 口縁部。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

123 56 Ⅲ 3 AX-38 7.5YR4/3 口縁部。三角押文。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

124 56 Ⅲ 3 AQ-37 5YR4/4 口縁部。波状文。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

125 57 Ⅲ 3 AT-39 5YR4/4 折り返し口縁。口唇部直下に刻目。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

126 57 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

127 57 Ⅲ 3 AT-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

128 57 Ⅲ 3 AU-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。竹管状工具による円形刺突。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

129 57 Ⅲ 3 AV-38 7.5YR3/3 隆帯貼り付け。キャタピラ文と三角押文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

130 57 Ⅲ 3 AU-38 5YR3/2 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

131 57 Ⅲ 3 AT-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

132 57 Ⅲ 3 AT-38 10YR5/4 隆帯貼り付け。キャタピラ文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

133 57 Ⅲ 3 AS-39 5YR4/6 沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

134 57 Ⅲ 3 AS-39 7.5YR6/4 沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

135 57 Ⅲ 3 AT-39 7.5YR6/4 隆帯貼り付け。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

136 55 Ⅲ 4 AX-39 5YR6/6 隆帯貼り付け。棒状工具による渦巻き文・楕円文。沈線。条線。 無 白色粒子多、石英、白色岩片

137 57 Ⅲ 4 AT-39 5YR3/6 波状口縁。口唇部外面に刻目。隆帯貼り付け。条線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

138 57 Ⅲ 4 AX-39 5YR4/6 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による条線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

139 57 Ⅲ 4 AX-39 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。半截竹管状工具による条線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

140 57 Ⅲ 4 AY-38 7.5YR4/2 隆帯貼り付け。刻目。半截竹管状工具による条線。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

141 57 Ⅲ 4 AY-38 7.5YR4/4 隆帯貼り付け。刻目。渦巻き文。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

142 57 Ⅲ 4 AX-39 5YR4/3 半截竹管状工具による平行沈線。キャタピラ文。三叉文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

143 57 Ⅲ 4 AV-36 5YR4/6 隆帯貼り付け。平行沈線。キャタピラ文。三叉文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

144 57 Ⅲ 4 AV-36 5YR4/6 沈線。キャタピラ文。三叉文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

145 55 Ⅲ 4 AW-37 7.5YR5/6 眼鏡状突起。隆帯貼り付け。沈線。 無 白色粒子、雲母

146 57 Ⅲ 4 AW-35 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母

147 57 Ⅲ 4 AW-35 10YR5/4 口唇部にミガキ。隆帯貼り付け。竹管状工具による刺突。 無 白色粒子、石英、白色岩片、岩片

148 57 Ⅲ 4 AW-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。内外面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
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149 57 Ⅲ 4 AX-39 7.5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目。内面に擦痕。 無 白色粒子多、石英、雲母多、白色岩片

150 57 Ⅲ 4 AW-36 5YR4/4 口縁部。縄文。内外面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

151 55 Ⅲ 4 AW-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

152 57 Ⅲ 4 AU-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

153 57 Ⅲ 5 AS-39 5YR4/2 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

154 57 Ⅲ 5 AU-38 7.5YR4/3 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

155 57 Ⅲ 5 AT-38 5YR6/6 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石

156 57 Ⅲ 5 AT-38 5YR4/4 口縁部。縄文。指頭痕。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

157 57 Ⅲ 5 AU-39 5YR4/6 半截竹管状工具による沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

158 57 Ⅲ 5 AT-38 7.5YR5/4 内外面に指頭痕。内面にナデ。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

159 57 Ⅲ 5 AS-39 5YR6/6 縄文。内面に擦痕。 無 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

160 58 Ⅳ AS-39 5YR4/1 口唇部に刻目文。ナデ。沈線。刺突。 無 白色粒子、赤色粒子少、石英、輝石

161 58 Ⅳ AS-39 2.5YR7/3 口唇部に刻目文。内外面に刺突。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

162 58 Ⅳ AT-39 10YR7/4 隆帯貼り付け。平行沈線。刺突。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

163 58 Ⅳ AU-38 10YR6/3 隆帯貼り付け。刺突。 有 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、石英

164 58 Ⅳ AS-38 5YR5/3 隆帯貼り付け。沈線。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

165 58 Ⅳ AT-39 7.5YR6/3 半截竹管状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

166 58 Ⅳ AT-38 10YR6/1 隆帯貼り付け。沈線。刺突。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

167 58 Ⅳ AT-38 7.5YR5/4 半截竹管状工具による沈線。内外面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

168 58 Ⅴ 1 AT-38 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、白色岩片

169 58 Ⅴ 1 AW-37 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目文。半截竹管状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英

170 58 Ⅴ 1 AW-37 5YR4/6 隆帯貼り付け。沈線。条線。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、白色岩片

171 58 Ⅴ 2 AV-36 5YR5/6 底部。沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

172 58 Ⅵ AT-38 5YR4/4 口縁部。隆帯貼り付け。穿孔。有孔鍔付土器。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、白色岩片

173 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 押引波状文。沈線。円形刺突。 無 白色粒子、石英多、雲母

174 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 押引波状文。沈線。円形刺突。 無 白色粒子、石英多、雲母

175 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 棒状工具による沈線。 無 白色粒子、石英多、雲母

176 59 Ⅶ 1 AX-39 7.5YR5/6 棒状工具による沈線。刺突。 無 白色粒子多、石英、雲母

177 58 Ⅶ 3 AW-34 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。内外面にナデとミガキ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

178 59 Ⅶ 2 AT-39 7.5YR6/6 波状口縁。棒状工具による渦巻き文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

179 59 Ⅶ 2 AX-33 7.5YR5/4 平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

180 59 Ⅶ 2 AR-39 10YR4/1 沈線。半截竹管状工具による刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

181 59 Ⅷ 1 AY-32 5YR5/4 口縁部。縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、雲母

182 59 Ⅷ 1 AY-32 7.5YR4/3 縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

183 59 Ⅷ 1 AV-37 5YR6/6 縄文。内面に擦痕。 無 白色粒子多、輝石多、白色岩片

184 59 Ⅷ 1 AT-38 7.5YR5/4 半截竹管状工具による平行沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多

185 59 Ⅷ 1 AW-36 7.5YR4/6 底部。底に編物圧痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

186 59 Ⅷ 2 AW-38 5YR6/8 口唇部直下にヘラ状工具による刺突。複合鋸歯文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、雲母

187 59 Ⅷ - 5YR4/6 土製円盤。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

188 59 Ⅷ AU-39 5YR4/4 土製円盤。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

189 59 Ⅷ AU-38 5YR4/4 土製円盤。隆帯貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

190 59 Ⅷ AV-36 5YR3/1 土製円盤。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英多、輝石多、白色岩片

191 59 Ⅷ AT-38 5YR4/4 土製円盤。沈線。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片

192 59 Ⅷ AT-38 5YR4/6 土製円盤。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片
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149 57 Ⅲ 4 AX-39 7.5YR5/6 隆帯貼り付け。刻目。内面に擦痕。 無 白色粒子多、石英、雲母多、白色岩片

150 57 Ⅲ 4 AW-36 5YR4/4 口縁部。縄文。内外面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

151 55 Ⅲ 4 AW-38 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

152 57 Ⅲ 4 AU-38 5YR4/6 隆帯貼り付け。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

153 57 Ⅲ 5 AS-39 5YR4/2 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

154 57 Ⅲ 5 AU-38 7.5YR4/3 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

155 57 Ⅲ 5 AT-38 5YR6/6 口縁部。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石

156 57 Ⅲ 5 AT-38 5YR4/4 口縁部。縄文。指頭痕。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

157 57 Ⅲ 5 AU-39 5YR4/6 半截竹管状工具による沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

158 57 Ⅲ 5 AT-38 7.5YR5/4 内外面に指頭痕。内面にナデ。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

159 57 Ⅲ 5 AS-39 5YR6/6 縄文。内面に擦痕。 無 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

160 58 Ⅳ AS-39 5YR4/1 口唇部に刻目文。ナデ。沈線。刺突。 無 白色粒子、赤色粒子少、石英、輝石

161 58 Ⅳ AS-39 2.5YR7/3 口唇部に刻目文。内外面に刺突。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

162 58 Ⅳ AT-39 10YR7/4 隆帯貼り付け。平行沈線。刺突。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

163 58 Ⅳ AU-38 10YR6/3 隆帯貼り付け。刺突。 有 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、石英

164 58 Ⅳ AS-38 5YR5/3 隆帯貼り付け。沈線。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

165 58 Ⅳ AT-39 7.5YR6/3 半截竹管状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

166 58 Ⅳ AT-38 10YR6/1 隆帯貼り付け。沈線。刺突。内面に指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

167 58 Ⅳ AT-38 7.5YR5/4 半截竹管状工具による沈線。内外面にナデ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

168 58 Ⅴ 1 AT-38 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、白色岩片

169 58 Ⅴ 1 AW-37 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。刻目文。半截竹管状工具による沈線。内面にナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英

170 58 Ⅴ 1 AW-37 5YR4/6 隆帯貼り付け。沈線。条線。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、白色岩片

171 58 Ⅴ 2 AV-36 5YR5/6 底部。沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

172 58 Ⅵ AT-38 5YR4/4 口縁部。隆帯貼り付け。穿孔。有孔鍔付土器。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、白色岩片

173 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 押引波状文。沈線。円形刺突。 無 白色粒子、石英多、雲母

174 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 押引波状文。沈線。円形刺突。 無 白色粒子、石英多、雲母

175 59 Ⅶ 1 AX-39 5YR5/6 棒状工具による沈線。 無 白色粒子、石英多、雲母

176 59 Ⅶ 1 AX-39 7.5YR5/6 棒状工具による沈線。刺突。 無 白色粒子多、石英、雲母

177 58 Ⅶ 3 AW-34 5YR5/6 隆帯貼り付け。沈線。内外面にナデとミガキ。 無 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

178 59 Ⅶ 2 AT-39 7.5YR6/6 波状口縁。棒状工具による渦巻き文。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

179 59 Ⅶ 2 AX-33 7.5YR5/4 平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

180 59 Ⅶ 2 AR-39 10YR4/1 沈線。半截竹管状工具による刺突。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

181 59 Ⅷ 1 AY-32 5YR5/4 口縁部。縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、雲母

182 59 Ⅷ 1 AY-32 7.5YR4/3 縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

183 59 Ⅷ 1 AV-37 5YR6/6 縄文。内面に擦痕。 無 白色粒子多、輝石多、白色岩片

184 59 Ⅷ 1 AT-38 7.5YR5/4 半截竹管状工具による平行沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多

185 59 Ⅷ 1 AW-36 7.5YR4/6 底部。底に編物圧痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

186 59 Ⅷ 2 AW-38 5YR6/8 口唇部直下にヘラ状工具による刺突。複合鋸歯文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、雲母

187 59 Ⅷ - 5YR4/6 土製円盤。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片多

188 59 Ⅷ AU-39 5YR4/4 土製円盤。キャタピラ文。三角押文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

189 59 Ⅷ AU-38 5YR4/4 土製円盤。隆帯貼り付け。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

190 59 Ⅷ AV-36 5YR3/1 土製円盤。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英多、輝石多、白色岩片

191 59 Ⅷ AT-38 5YR4/4 土製円盤。沈線。縄文。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片

192 59 Ⅷ AT-38 5YR4/6 土製円盤。キャタピラ文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母多、輝石、白色岩片
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（２）　石器
尖頭器類（第119・120図　第29表　写真図版50）
　尖頭器及び尖頭器の未製品と考えられる資料は２点出土している。これらは縄文時代草創期に位置付
けられる。３は４区ＡＹ₃₈グリッド、調査区北壁際にて出土している。石材は箱根畑宿産黒曜石である。
未製品と考えられ、側縁の一部に調整が施されている。４はＡＷ₃₅グリッドから出土した。石材はホル
ンフェルスである。先端部が折損している。風化のため剥離痕が不明瞭である。有舌尖頭器である。

石鏃（第150・155図　第35・36表　写真図版60）
　₁₉₃～₂₀₁は石鏃である。出土しているのは全て打製石鏃の無茎鏃である。１～４区まで散発的に出土
し、いずれかの位置で集中する傾向は特に窺うことは出来ない。石材は全て黒曜石である。
　₁₉₃・₁₉₄は抉りが深く入るため、長脚鏃とも呼称されるタイプである。両者とも諏訪星ヶ台産黒曜石
を石材とし、片方の脚部が折損している。
　₁₉₅～₂₀₁は抉りが浅いタイプである。₁₉₅は全体として正三角形を呈する。諏訪星ヶ台産黒曜石を石
材とする。₁₉₆・₁₉₇は二等辺三角形を呈するタイプで、前者の片方の側縁には微細な剥離調整は見られ
ない。₁₉₈は鏃身部が正三角形に近いが、片方側縁の整形がやや歪である。₁₉₉～₂₀₁はいずれも折損が
見受けられる。

スクレイパー類（第152・155図　第35・36表　写真図版60）
　₂₀₂～₂₀₄はスクレイパー類に分類した。これらは１区及び４区でのみ出土している。
　₂₀₂・₂₀₃は削器である。₂₀₂は緑色凝灰岩を石材とし、片面は自然面が残置する。側縁部は刃部とし
て加工されている。上半部は折損したものか。₂₀₃は珪質頁岩を石材とする。縦長剝片を利用したものか。
側縁部に剥離調整を施し、刃部に仕上げている。₂₀₄はホルンフェルスを石材とする。抉入削器か。片
側の側縁部に抉り状に刃部が加工されている。

石匙（第153・155図　第35・36表　写真図版60）
　₂₀₅は石匙である。石材はホルンフェルスである。片面には自然面が残置する。横長剝片を利用した
もので、両面両側縁から剥離調整を施し、つまみを作り出している。

楔形石器（第151・158図　第35・36表　写真図版60）
　₂₀₆・₂₀₇は楔形石器である。両者とも黒曜石を石材とし、前者は天城柏峠産、後者は神津島恩馳島産
である。₂₀₆は自然面が残置している。遺跡全体では₁₆点出土し、５点が１区からの出土である。

打製石斧（第156・158・159図　第35・36表　写真図版61）
　₂₀₈～₂₁₆は打製石斧である。遺跡全体では₂₂点出土、そのうち６点が１区で、土３地点確認調査テス
トピットＡＳ₃₉から出土した２点も勘案すれば、石斧の大半は遺跡南半域で多く出土したことになる。
　₂₀₈～₂₁₂はいずれも側縁部が並行するタイプで短冊形を呈する打製石斧である。₂₀₈は角閃石片岩を
石材とする。基端部付近が窄まり、主面の一部に自然面が残置する。刃部は折損している。₂₀₉は細粒
安山岩を石材とする。基端部は平坦に仕上げている。刃部は折損している。₂₁₀は緑色凝灰岩を石材と
する。完形で、側縁部３箇所に敲打痕の集中部が観察される。柄との緊縛痕は認められない。₂₁₁・₂₁₂
は共に頁岩を石材とする。₂₁₁は自然面が残置し、基端部が折損している。₂₁₂は小型の打製石斧である。
刃部の平面形はやや鋭角で、僅かに使用痕、側縁部には敲打痕が観察される。
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194　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

193　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

197　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

198　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

199　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

202　削器
     緑色凝灰岩

204　抉入削器
     ホルンフェルス

205　石匙
     ホルンフェルス

203　削器
     珪質頁岩

195　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

196　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

200　石鏃
     黒曜石　和田鷹山

201　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

第155図　石鏃・石鏃未製品・スクレイパー類・石匙

0 3cm4/5
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193　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

197　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

198　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

199　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

202　削器
     緑色凝灰岩

204　抉入削器
     ホルンフェルス

205　石匙
     ホルンフェルス

203　削器
     珪質頁岩

195　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

196　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

200　石鏃
     黒曜石　和田鷹山

201　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

第155図　石鏃・石鏃未製品・スクレイパー類・石匙

0 3cm4/5
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206　楔形石器
     黒曜石　天城柏峠

207　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

208　打製石斧
     角閃石片岩

209　打製石斧
     細粒安山岩

211　打製石斧
     頁岩

210　打製石斧
     緑色凝灰岩

212　打製石斧
     頁岩

0 3cm4/5

0 3cm1/2

第158図　楔形石器・打製石斧
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206　楔形石器
     黒曜石　天城柏峠

207　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

208　打製石斧
     角閃石片岩

209　打製石斧
     細粒安山岩

211　打製石斧
     頁岩

210　打製石斧
     緑色凝灰岩

212　打製石斧
     頁岩

0 3cm4/5

0 3cm1/2

第158図　楔形石器・打製石斧
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213　打製石斧
     細粒安山岩

215　打製石斧
     頁岩

214　打製石斧
     頁岩

216　打製石斧
     細粒砂岩

217　磨製石斧
     緑色凝灰岩

第159図  打製石斧・磨製石斧

0 3cm1/2
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213　打製石斧
     細粒安山岩

215　打製石斧
     頁岩

214　打製石斧
     頁岩

216　打製石斧
     細粒砂岩

217　磨製石斧
     緑色凝灰岩

第159図  打製石斧・磨製石斧

0 3cm1/2
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第160図　磨敲石類

218　磨敲石
　　 輝石安山岩

219　磨敲石　輝石安山岩

220　磨石
　　 多孔質安山岩

221　敲石　玄武岩

⊖ 193 ⊖

　₂₁₃～₂₁₆は撥形を呈する打製石斧である。₂₁₃は刃部のみの破片資料だが、残存状況から撥形石斧と
分類した。片側には自然面が残置し、刃部・側縁部には剥離調整がなされている。また折損後の再加工
に由来する剥離が観察される。石材は細粒安山岩である。₂₁₄・₂₁₅は頁岩を石材としている。両者とも
基部中位で割れている。₂₁₆は細粒砂岩を石材とする。器面の一部に使用による摩耗痕が観察される。

磨製石斧（第156・159図　第35・36表）
　₂₁₇は磨製石斧である。緑色凝灰岩を石材とする。この磨製石斧の断面形は円～楕円形を呈している
点から乳棒状磨製石斧に分類される。刃部は折損している。折損後に再加工、及び敲石に転用されたこ
とに由来するものか、折損面に研磨痕及び敲打痕が観察される。基端面にも敲打痕が観察されるが、製
作時のものか転用後のものか判然としない。

磨敲石類（第157・160図　第35・36表　写真図版60）
　₂₁₈～₂₂₁は磨敲石類である。出土位置は１区を中心に分布する。
　₂₁₈・₂₁₉は磨敲石である。両者とも両主面は磨り面で、側縁部を中心に敲打痕が観察される。前者は
平面が円形、後者は楕円形を呈する扁平な礫を利用している。₂₂₀は磨石である。多孔質安山岩を石材
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とする。扁平で平面が長楕円形を呈する礫を利用している。₂₂₁は敲石である。玄武岩を石材とする。
扁平で平面が楕円形の礫を利用し、主面及び上下基端部に敲打痕が見られる。

第35表　縄文時代石器組成表
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製
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打
製
石
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片
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剝
片
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用
痕
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片

剝
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砕
片
・
パ
ウ
ダ
ー

礫
器

磨
敲
石

磨
石

敲
石

計

黒
曜
石

天城柏峠 AGKT 3 2 5

箱根畑宿 HNHJ 1 1

神津島恩馳島 KZOB 2 1 13 3 4 13 3 39

諏訪星ヶ台 SWHD 9 1 1 1 1 1 1 15

和田鷹山 WDTY 1 1

産地不明 5 6 112 53 176

黒曜石計 15 1 1 16 9 11 126 58 237

玄武岩 Ba 3 3 3 9

多孔質玄武岩 VBa 1 1

ガラス質黒色安山岩 GAn 1 4 1 6

細粒安山岩 FAn 1 3 13 17

輝石安山岩 An（Py） 1 4 10 2 17

角閃石安山岩 An（Ho） 1 1 2

多孔質安山岩 VAn 2 2

流紋岩 Rhy 1 1

細粒班レイ岩 FG 1 1

結晶片岩 CSC 1 1 2

角閃石片岩 AS 1 1

白雲母片岩 MS 1 1

緑色片岩 GS 2 2 4

石英片岩 QS 3 1 4

ホルンフェルス Hor 1 1 1 1 1 5 12 2 24

菫青石ホルンフェルス Hor（Co） 2 2

細粒凝灰岩 FT 1 3 4

緑色凝灰岩 GT 1 1 1 14 17

頁岩 Sh 4 16 2 22

珪質頁岩 SSh 1 1

細粒砂岩 FSS 1 2 3

中粒砂岩 MSS 1 2 1 4

計 17 1 1 2 2 1 1 4 16 20 1 4 9 11 198 64 1 8 15 6 382

第36表　縄文時代遺構外出土石器計測表

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

193 60 252 FB AV-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） （1.7） 0.4 0.9 

194 60 2706 FB AX-33 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （2.0） 1.5 0.3 0.5 

195 60 3200 FB AW-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） 1.4 0.4 0.5 

196 60 1507 AN AS-38 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.7 0.6 1.7 

197 60 2853 FB AW-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.8 1.3 0.4 0.5 

198 60 735 AN AS-39 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 1.5 0.4 0.6 

199 60 1779 AN AU-39 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （2.0） 1.9 0.5 1.4 

200 60 3116 FB AY-31 石鏃 黒曜石 和田鷹山 （1.5） （1.1） 0.3 0.5 

201 60 3112 FB AV-38 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.3） （1.3） 0.3 0.4 

202 60 2284 FB AT-39 削器 緑色凝灰岩 （3.5） 6.0 1.0 26.7 

203 60 3138 FB AV-37 削器 珪質頁岩 4.3 2.0 0.7 9.5 

204 60 578 AN AT-39 抉入削器 ホルンフェルス 4.2 2.7 1.0 13.3 

205 60 452 AN AT-38 石匙 ホルンフェルス 7.4 6.5 2.2 87.3 

206 60 366 NSC AT-38 楔形石器 黒曜石 天城柏峠 3.2 1.7 1.0 5.7 

207 60 518 AN AT-38 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 2.0 0.9 3.7 

208 61 436 AN AT-38 打製石斧 角閃石片岩 11.6 5.5 1.6 163.3 

209 61 2836 YLM AV-37 打製石斧 細粒安山岩 （9.2） 4.9 1.3 91.8 

210 61 2643 FB AY-33 打製石斧 緑色凝灰岩 14.6 4.3 2.5 222.0 

211 61 3005 AN AX-39 打製石斧 頁岩 （9.9） 4.2 1.2 74.9 

212 61 2226 FB AU-39 打製石斧 頁岩 8.6 2.7 1.2 35.1 

213 61 989 AN AT-38 打製石斧 細粒安山岩 （6.5） 8.8 2.0 178.2 

214 61 1374 AN AT-38 打製石斧 頁岩 9.3 6.6 2.0 151.8 

215 61 1207 FB AS-39 打製石斧 頁岩 8.4 4.5 1.8 89.2 

216 61 1206 FB AS-39 打製石斧 細粒砂岩 9.2 4.3 1.5 78.7 

217 3093 FB AW-38 磨製石斧 緑色凝灰岩 11.6 5.0 4.3 375.9 

218 60 3025 AN AX-38 磨敲石 輝石安山岩 8.1 8.4 4.9 525.7 

219 60 672 AN AT-39 磨敲石 輝石安山岩 11.6 8.3 5.4 684.7 

220 60 584 AN AT-39 磨石 多孔質安山岩 10.9 6.0 3.1 279.7 

221 60 2147 FB AU-39 敲石 玄武岩 13.3 9.3 5.6 909.8 
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とする。扁平で平面が長楕円形を呈する礫を利用している。₂₂₁は敲石である。玄武岩を石材とする。
扁平で平面が楕円形の礫を利用し、主面及び上下基端部に敲打痕が見られる。
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玄武岩 Ba 3 3 3 9

多孔質玄武岩 VBa 1 1

ガラス質黒色安山岩 GAn 1 4 1 6

細粒安山岩 FAn 1 3 13 17

輝石安山岩 An（Py） 1 4 10 2 17

角閃石安山岩 An（Ho） 1 1 2

多孔質安山岩 VAn 2 2

流紋岩 Rhy 1 1

細粒班レイ岩 FG 1 1

結晶片岩 CSC 1 1 2

角閃石片岩 AS 1 1

白雲母片岩 MS 1 1

緑色片岩 GS 2 2 4

石英片岩 QS 3 1 4

ホルンフェルス Hor 1 1 1 1 1 5 12 2 24

菫青石ホルンフェルス Hor（Co） 2 2

細粒凝灰岩 FT 1 3 4

緑色凝灰岩 GT 1 1 1 14 17

頁岩 Sh 4 16 2 22

珪質頁岩 SSh 1 1

細粒砂岩 FSS 1 2 3

中粒砂岩 MSS 1 2 1 4

計 17 1 1 2 2 1 1 4 16 20 1 4 9 11 198 64 1 8 15 6 382

第36表　縄文時代遺構外出土石器計測表

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

193 60 252 FB AV-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （3.0） （1.7） 0.4 0.9

194 60 2706 FB AX-33 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （2.0） 1.5 0.3 0.5

195 60 3200 FB AW-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） 1.4 0.4 0.5

196 60 1507 AN AS-38 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 1.7 0.6 1.7

197 60 2853 FB AW-37 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.8 1.3 0.4 0.5

198 60 735 AN AS-39 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 1.5 0.4 0.6

199 60 1779 AN AU-39 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （2.0） 1.9 0.5 1.4

200 60 3116 FB AY-31 石鏃 黒曜石 和田鷹山 （1.5） （1.1） 0.3 0.5

201 60 3112 FB AV-38 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.3） （1.3） 0.3 0.4

202 60 2284 FB AT-39 削器 緑色凝灰岩 （3.5） 6.0 1.0 26.7

203 60 3138 FB AV-37 削器 珪質頁岩 4.3 2.0 0.7 9.5

204 60 578 AN AT-39 抉入削器 ホルンフェルス 4.2 2.7 1.0 13.3

205 60 452 AN AT-38 石匙 ホルンフェルス 7.4 6.5 2.2 87.3

206 60 366 NSC AT-38 楔形石器 黒曜石 天城柏峠 3.2 1.7 1.0 5.7

207 60 518 AN AT-38 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 2.5 2.0 0.9 3.7

208 61 436 AN AT-38 打製石斧 角閃石片岩 11.6 5.5 1.6 163.3

209 61 2836 YLM AV-37 打製石斧 細粒安山岩 （9.2） 4.9 1.3 91.8

210 61 2643 FB AY-33 打製石斧 緑色凝灰岩 14.6 4.3 2.5 222.0

211 61 3005 AN AX-39 打製石斧 頁岩 （9.9） 4.2 1.2 74.9

212 61 2226 FB AU-39 打製石斧 頁岩 8.6 2.7 1.2 35.1

213 61 989 AN AT-38 打製石斧 細粒安山岩 （6.5） 8.8 2.0 178.2

214 61 1374 AN AT-38 打製石斧 頁岩 9.3 6.6 2.0 151.8

215 61 1207 FB AS-39 打製石斧 頁岩 8.4 4.5 1.8 89.2

216 61 1206 FB AS-39 打製石斧 細粒砂岩 9.2 4.3 1.5 78.7

217 3093 FB AW-38 磨製石斧 緑色凝灰岩 11.6 5.0 4.3 375.9

218 60 3025 AN AX-38 磨敲石 輝石安山岩 8.1 8.4 4.9 525.7

219 60 672 AN AT-39 磨敲石 輝石安山岩 11.6 8.3 5.4 684.7

220 60 584 AN AT-39 磨石 多孔質安山岩 10.9 6.0 3.1 279.7

221 60 2147 FB AU-39 敲石 玄武岩 13.3 9.3 5.6 909.8

第３章　富沢内野山Ⅲ北遺跡（ＣＲ36地点）
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第４節　中近世以降の遺構

１　概要
　富沢内野山Ⅲ北遺跡の調査では、中近世以降に位置付けられる遺構が1区において確認された。遺構
は溝・土坑である。土坑は円形土坑であり、中近世以降に位置付けられるのが一般的である。また円形
土坑に切られるように溝状遺構が確認されているので、円形土坑が設置される以前に溝状遺構が機能し
ていたものと考えられる。

２　遺構
（１）　溝状遺構（第161・162図　第37表）
　当該遺跡において溝状遺構は６条、殆どが１区内の新期スコリア層上面にて確認されている。そのう
ち１・４・５号溝状遺構の３条がほぼ並行し、同じ方向へ延びる。
　1号溝状遺構は１区ＡＴ・ＡＵ₃₈グリッドに位置する。１区の南東から北西に縦断し、直線的に延び
る溝状遺構である。検出された遺構の計測値では長さ₁₃．₆ｍ、最大幅₀．₈ｍである。深さは₀．₁ｍ程度で
ある。この溝状遺構には硬化域が認められる点から道として機能したものと考えられる。１号溝状遺構
は２・３号溝状遺構と接し、３号溝状遺構とは交差する。新旧関係では２号・１号・３号溝状遺構の順
か。この１号溝状遺構と並走するのが４・５号溝状遺構である。前者は長さ₅．₄₂ｍ、最大幅₀．₆₄ｍを測
る。深さは₀．₁ｍ程度である。後者の長さは₅．₆₂ｍ、最大幅₀．₅ｍを測る。深さは₀．₁ｍ程度である。４・
５号溝状遺構とも硬化域が認められ、道として機能した可能性がある。
　６号溝状遺構は１区南端付近に位置する。溝状遺構は北西方向に延びるため、１・４・５号溝状遺構
との関連性が窺えるが、硬化域が検出されたとの現地所見が見当たらないため、断定は出来ない。₁₄号
土坑と重複しており、時期的に土坑より先行する。
　２号溝状遺構は１区調査区北西隅部に位置する。長さは₁．₆ｍ、最大幅は₀．₄₉ｍ、深さは₀．₁ｍ程度を
測る。この溝状遺構は１号溝状遺構から分岐するように北北西の方向へ延びる。また１号溝状遺構と交
差する３号溝状遺構は長さ₅．₈ｍ、最大幅は₀．₄₈ｍを測る。深さは₀．₀₈ｍ程度である。この溝状遺構は
北東方向へ延びる。溝の西端は円形土坑である₁₂号土坑と重複し、時期的に土坑より先行する。

（２）　土坑（第162・163図　第37表）
　当該遺跡から弥生時代以降のものと考えられる土坑が３基確認されている。いずれの土坑も平面は円
形を呈しており、所謂「円形土坑」と考えられる。いずれの土坑も新期スコリア層上面で検出され、径
は₀．₉₄～₁．₁₇ｍを測る。深さは検出面から₀．₂₀～₀．₃₃ｍであり、平坦な底面を持つ。

第37表　中近世遺構計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

12号土坑 SF04 AU-38 NSC 1.06 1.04 0.20 

13号土坑 SF20 AT-38 NSC 1.00 0.94 0.29 

14号土坑 SF05 AS-38 NSC 1.17 1.00 0.33 

１号溝 SD02 AT-38 NSC 13.59 0.80 0.10 

２号溝 SD07 AU-37 NSC 1.60 0.49 0.10 

３号溝 SD03 AT-38 NSC 5.79 0.48 0.08 

４号溝 SD06 AT-38 NSC 5.42 0.64 0.13 

５号溝 SD04 AT-38 NSC 5.62 0.50 0.09 

６号溝 SD05 AS-38 NSC 3.55 0.44 0.10 
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第４節　中近世以降の遺構
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第４章　富沢内野山Ⅳ西遺跡（ＣＲ36地点）
第１節　基本層序と土層の堆積状況

　富沢内野山Ⅳ西遺跡は裾野市富沢内野山地先・桃園地先に位置する。前章で触れた富沢内野山Ⅲ北遺
跡の北側に隣接する遺跡である。当該遺跡が該当する調査区はＣＲ₃₆地点の内、３－１区・３－２区・
５区・７－２区・７－１区（一部）である。
　この富沢内野山Ⅳ西遺跡は愛鷹山東麓の樹枝状に発達した尾根上に位置するが、第２章に述べた富沢
内野山Ⅰ西遺跡（土３地点）が位置する谷尻から東縁部にかけての尾根が、現時点で確認されている遺跡
の範囲である。この遺跡一帯は平坦地であり富沢内野山Ⅲ北遺跡を隔てる地理的要因は無いものの、富
沢内野山Ⅲ北遺跡にて検出された遺構群は、富沢内野山Ⅰ西遺跡１・２区が位置する支谷の谷尻付近を
指向するものと捉えられ、富沢内野山Ⅲ北遺跡及び当該遺跡の境界部となるＣＲ₃₆地点７区付近は遺
構・遺物が散発的となり、両遺跡における生活領域の辺縁部にあたるものと考えられる。遺跡西側に内
野山Ⅱ遺跡が位置するが詳細は不明であるため、富沢内野山Ⅳ西遺跡との関連も不明である。
　第₁₆₄図は当該遺跡で最も基本的な層序を示しているものと考えられた、テストピット₁₈北壁の土層
図である。他の遺跡と同様、愛鷹箱根基本層序を基調とし、現地で分層及び土層説明がなされている。
　１層は表土で腐食土である。遺跡付近の地目は多くが畑であり、耕作土に該当する。
　２～４層は新期スコリアを含む層で、第２章第１節で触れた富沢内野山Ⅰ西遺跡の基本層序３層に該
当する。新期スコリアを含む層である２層の色調はにぶい黄褐色である。いつの降灰か定かではない。
３層も新期スコリアを含む層である。層中に砂沢スコリアらしき堆積が認められたと現地所見にある。
このテストピット₁₈ではフラットな堆積は認められない。４層は暗灰黄色土層で、新期スコリアを含む
層である。２層同様由来は判然としない。一方、隣接する富沢内野山Ⅲ北遺跡２区付近では、カワゴ平
パミス（ＫＧＰ）を含む層が認められ、同じ尾根上の遺跡であるがスコリア堆積層の状況は一様でない。
　５層は現地調査において愛鷹箱根基本層序でいう暗褐色土層に該当する層と位置付けている。暗褐色
土層は愛鷹箱根基本層序でいう栗色土層と上位の黒色土層の漸移的土層の性格を有するものとされてい
る。このテストピットでは上位の黒色土の堆積が判然とせず、５層自体色調的には黒褐色に近い。
　６層は愛鷹箱根基本層序でいう栗色土層に該当する。色調では灰黄～にぶい黄色を呈する。
　７・８層は富士黒土層である。現地調査段階ではＫＦ ₁ ・ＫＦ ₂ と呼称されていたが、基礎整理作業
段階で見直しされ、富士黒土層に位置付けている。なお愛鷹箱根基本層序でいう漸移層が本来ならば富
士黒土層と休場層の間隙に観察されるところであるが、当該遺跡では５区等部分的に見られる。
　９～₁₂層は休場層である。９層は休場層上層、₁₀層は休場層中層、₁₁・₁₂層は休場層下層である。₁₂
層は₁₁層と比較して締りがあるため、ハードローム層として認識され、対照的に₁₁層はソフトローム層
と呼称している。休場層中内には富沢内野山Ⅰ西遺跡のように赤褐色を呈する休場層上部スコリア（Ｙ
Ｌｓ ₁ ）や休場層下部スコリア（ＹＬｓ ₂ ）の堆積が認められるが、テストピット₁₈付近では判然としな
い。当該遺跡で出土した旧石器時代遺物は９層中に多い。富沢内野山Ⅰ西遺跡における第Ⅲ文化層に該
当か。
　₁₃層は第Ⅰスコリア層である。略号はＳＣⅠである。休場層直下に認められる休場層直下黒色帯（Ｂ
Ｂ ₀ ）は判然としない。
　₁₄層は第Ⅰ黒色帯である。略号はＢＢⅠである。富沢内野山Ⅰ西遺跡では第Ⅱ文化層に位置付けられ
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ている。当該遺跡における第Ⅰ黒色帯から出土した旧石器時代遺物は１点のみで、この層位より下層で
は旧石器時代の遺物を見出せていない。
　₁₅層はニセローム層である。略号はＮＬである。当該箇所ではスコリア質が特徴的なニセローム層上
部と、姶良丹沢広域火山灰（ＡＴ）を多く含むニセローム層下部に分離し得ていない。
　₁₆層は第Ⅱ黒色帯に該当する。略号はＢＢⅡである。
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第２節　旧石器時代の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅳ西遺跡の範囲に含まれるＣＲ₃₆地点３－２区・５区・７－２区において、各調査区より
旧石器時代の遺物が確認された。いずれの調査区でも石器と礫の散布が確認されたのみで、礫群等の遺
構は判然としなかった。しかし確認調査の際、該期のものと思しき土坑が１基のみ確認されている。地
形的に当該遺跡５区付近で標高が最も高く、３区から７区にかけて緩やかに傾斜する。該期の遺物は５
区の休場層に多く見出される。

２　遺構
（１）　土坑（第165図　第38表）
　１号土坑は平成₁₄年度確認調査その２の際に、テストピット₃₆内第Ⅰスコリア層上面にて確認された。
平面形は歪な長方形を呈し、底面は平坦である。計測値は長さ₀．₆₂ｍ、幅₀．₄₅ｍ、深さ₀．₁₉ｍを測る。
覆土中に休場層由来土がブロック状に含まれている。覆土の状況から休場層より上位から掘削されたも
のと考えられ、所属する時期も縄文時代まで下る可能性がある。

３　遺物
　遺物は９点を図化した。旧石器時代の石器は５区で散見されるが、石器集中として見なしていない。
剝片が第Ⅰ黒色層で出土しているが、それより下位層で旧石器時代遺物は未確認である。

（１）　尖頭器（第166・167図　第39・42表　写真図版64・67）
　１～３は尖頭器である。いずれも黒曜石を石材とする。１・３は諏訪星ヶ台、２は和田芙蓉ライトを
産地とする。１は５区ＢＨ₉₄グリッドから出土している。両面共に加工を施し、素材面は見られない。
３は片面加工尖頭器で、基部は折損している。２は先端部が折損した両面加工尖頭器である。７－２区
ＢＫ₁₂グリッドの休場層下層からの出土である。

（２）　ナイフ形石器（第166・167図　第39・42表　写真図版66・67）
　４・５はナイフ形石器である。４はホルンフェルスを石材としている。５区ＢＧ₉₅グリッドの休場層
上層から出土している。二側縁調整が施されており、素材は石刃状剝片か。５は和田鷹山産黒曜石を石
材とする。先端部は折損している。基部加工がなされている。裏面には打瘤末端が残置する。

（３）　石刃・細石刃（第166・167図　第39・42表　写真図版67）
　６・９は石刃、７は細石刃である。６・７は黒曜石を石材とし、６は諏訪星ヶ台、７は神津島恩馳島
を産地とする。９はホルンフェルスを石材としている。６は７－２区ＢＬ₁₁グリッド杭付近から出土し
ている。打面が失われている。細石刃である７は上端部及び下端部が折られたものか。５区ＢＧ₉₃グリ
ッドから出土している。９は確認調査テストピット₂₅から出土している。

（４）　掻器（第166・167図　第39・42表　写真図版67）
　８は掻器である。ホルンフェルスを石材とする。縦長剝片を素材とし、裏面には打瘤が残置する。片
面加工の掻器である。確認調査テストピット₂₅から出土している。
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平面形は歪な長方形を呈し、底面は平坦である。計測値は長さ₀．₆₂ｍ、幅₀．₄₅ｍ、深さ₀．₁₉ｍを測る。
覆土中に休場層由来土がブロック状に含まれている。覆土の状況から休場層より上位から掘削されたも
のと考えられ、所属する時期も縄文時代まで下る可能性がある。

３　遺物
　遺物は９点を図化した。旧石器時代の石器は５区で散見されるが、石器集中として見なしていない。
剝片が第Ⅰ黒色層で出土しているが、それより下位層で旧石器時代遺物は未確認である。

（１）　尖頭器（第166・167図　第39・42表　写真図版64・67）
　１～３は尖頭器である。いずれも黒曜石を石材とする。１・３は諏訪星ヶ台、２は和田芙蓉ライトを
産地とする。１は５区ＢＨ₉₄グリッドから出土している。両面共に加工を施し、素材面は見られない。
３は片面加工尖頭器で、基部は折損している。２は先端部が折損した両面加工尖頭器である。７－２区
ＢＫ₁₂グリッドの休場層下層からの出土である。

（２）　ナイフ形石器（第166・167図　第39・42表　写真図版66・67）
　４・５はナイフ形石器である。４はホルンフェルスを石材としている。５区ＢＧ₉₅グリッドの休場層
上層から出土している。二側縁調整が施されており、素材は石刃状剝片か。５は和田鷹山産黒曜石を石
材とする。先端部は折損している。基部加工がなされている。裏面には打瘤末端が残置する。

（３）　石刃・細石刃（第166・167図　第39・42表　写真図版67）
　６・９は石刃、７は細石刃である。６・７は黒曜石を石材とし、６は諏訪星ヶ台、７は神津島恩馳島
を産地とする。９はホルンフェルスを石材としている。６は７－２区ＢＬ₁₁グリッド杭付近から出土し
ている。打面が失われている。細石刃である７は上端部及び下端部が折られたものか。５区ＢＧ₉₃グリ
ッドから出土している。９は確認調査テストピット₂₅から出土している。

（４）　掻器（第166・167図　第39・42表　写真図版67）
　８は掻器である。ホルンフェルスを石材とする。縦長剝片を素材とし、裏面には打瘤が残置する。片
面加工の掻器である。確認調査テストピット₂₅から出土している。
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第38表　旧石器時代土坑計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号土坑 SF21 BM-87 SCⅢs1 0.62 0.45 0.19 

第39表　旧石器時代石器一覧表
挿図
番号

遺物
番号

枝番 層位 器種 石材 ob分析番号 原産地名
接合
番号

グリッド
長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

1 1150 YLU 尖頭器 黒曜石 2 諏訪星ヶ台 BH-94 4.52 1.90 0.72 5.14 -91728.307 35899.061 200.925 
2 13306 YLL 尖頭器 黒曜石 168 和田芙蓉ライト BK-12 （7.05） 2.31 1.28 18.13 -91695.856 36072.113 196.846 
3 53 排土中 尖頭器 黒曜石 1 諏訪星ヶ台 - （4.64） 2.22 0.91 8.45 - - -
4 13107 YLU ナイフ形石器 ホルンフェルス BG-95 6.61 1.82 0.64 8.09 -91730.539 35902.003 200.491 
5 13325 表採 ナイフ形石器 黒曜石 299 和田鷹山 TP-33 （3.41） 2.14 0.66 5.08 - - -
6 13309 YLM 石刃 黒曜石 169 諏訪星ヶ台 BK-10 3.98 1.19 0.54 2.11 -91690.186 36059.949 197.037 
7 13076 ZN 細石刃 黒曜石 166 神津島恩馳島 BG-93 （1.50） 0.61 0.28 0.29 -91735.546 35884.157 200.796 
8 1112 YLU 掻器 ホルンフェルス BM-05 5.14 3.30 1.30 26.08 -91677.094 36004.217 197.220 
9 1170 YLM 石刃 ホルンフェルス BM-05 5.62 2.13 0.95 10.6 -91677.848 36005.559 197.028 

2074 YLU 剝片 ホルンフェルス BN-08 （1.86） 1.45 0.39 1.47 -91669.980 36030.684 194.708 
13108 YLU 剝片 輝石安山岩 BH-94 4.31 2.82 0.83 7.82 -91726.713 35897.205 200.998 
13113 YLM 剝片 ホルンフェルス BH-94 1.52 0.97 0.26 0.43 -91727.537 35893.683 201.033 
13128 BBⅠ 剝片 ホルンフェルス BH-94 1.66 2.86 0.72 3.64 -91727.724 35891.144 200.005 

「-」は計測不能或いは不明

第40表　旧石器時代礫属性表

礫群
番号

構成
礫数

赤化 形態 石材

非赤化
不明 亜角

玄
武
岩

輝
石

安
山
岩

細
粒
斑

レ
イ
岩完形 非完形

遺構外 5 1 3 1 5 1 3 1

第41表　旧石器時代礫一覧表

遺物番号 枝番 層位 石材 礫形態
接合
番号

グリッド 被熱 完形
長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

　2014 SCⅢs4 細粒斑レイ岩 亜角 BS-16 　7.9 　6.3 2.4 110 -91615.334 35783.610 207.527 
13106 YLM 輝石安山岩 亜角 BH-96 ○ 　9.5 　6.5 2.2 140 -91726.969 35912.405 200.104 
13147 YLM 輝石安山岩 亜角 BH-94 ○ 　2.8 　2.5 1.0 10g未満 -91725.051 35895.222 200.892 
13298 YLU 輝石安山岩 亜角 BK-13 ○ ○ 　5.2 　2.7 1.5 20 -91698.537 36080.060 196.586 
13308 YLM 玄武岩 亜角 BF-23 ○ 14.5 11.3 3.9 660 -91749.692 36187.300 189.468 

第42表　旧石器時代石器組成表

尖
頭
器

ナ
イ
フ
形
石
器

掻
器

細
石
刃

石
刃

剝
片

計

黒
曜
石

神津島恩馳島 KZOB 1 1

諏訪星ヶ台 SWHD 2 1 3

和田芙蓉ライト WDHY 1 1

和田鷹山 WDTY 1 1

黒曜石計 3 1 1 1 6

細粒安山岩 FAn 1 1

ホルンフェルス Hor 1 1 1 3 6

計 3 2 1 1 2 4 13

第２節　旧石器時代の遺構と遺物
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第38表　旧石器時代土坑計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号土坑 SF21 BM-87 SCⅢs1 0.62 0.45 0.19

第39表　旧石器時代石器一覧表
挿図
番号

遺物
番号

枝番 層位 器種 石材 ob分析番号 原産地名
接合
番号

グリッド
長さ

（cm）
幅

（cm）
厚さ

（cm）
重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

1 1150 YLU 尖頭器 黒曜石 2 諏訪星ヶ台 BH-94 4.52 1.90 0.72 5.14 -91728.307 35899.061 200.925
2 13306 YLL 尖頭器 黒曜石 168 和田芙蓉ライト BK-12 （7.05） 2.31 1.28 18.13 -91695.856 36072.113 196.846
3 53 排土中 尖頭器 黒曜石 1 諏訪星ヶ台 - （4.64） 2.22 0.91 8.45 - - -
4 13107 YLU ナイフ形石器 ホルンフェルス BG-95 6.61 1.82 0.64 8.09 -91730.539 35902.003 200.491
5 13325 表採 ナイフ形石器 黒曜石 299 和田鷹山 TP-33 （3.41） 2.14 0.66 5.08 - - -
6 13309 YLM 石刃 黒曜石 169 諏訪星ヶ台 BK-10 3.98 1.19 0.54 2.11 -91690.186 36059.949 197.037
7 13076 ZN 細石刃 黒曜石 166 神津島恩馳島 BG-93 （1.50） 0.61 0.28 0.29 -91735.546 35884.157 200.796
8 1112 YLU 掻器 ホルンフェルス BM-05 5.14 3.30 1.30 26.08 -91677.094 36004.217 197.220
9 1170 YLM 石刃 ホルンフェルス BM-05 5.62 2.13 0.95 10.6 -91677.848 36005.559 197.028

2074 YLU 剝片 ホルンフェルス BN-08 （1.86） 1.45 0.39 1.47 -91669.980 36030.684 194.708
13108 YLU 剝片 輝石安山岩 BH-94 4.31 2.82 0.83 7.82 -91726.713 35897.205 200.998
13113 YLM 剝片 ホルンフェルス BH-94 1.52 0.97 0.26 0.43 -91727.537 35893.683 201.033
13128 BBⅠ 剝片 ホルンフェルス BH-94 1.66 2.86 0.72 3.64 -91727.724 35891.144 200.005

「-」は計測不能或いは不明

第40表　旧石器時代礫属性表
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構成
礫数

赤化 形態 石材
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第41表　旧石器時代礫一覧表

遺物番号 枝番 層位 石材 礫形態
接合
番号

グリッド 被熱 完形
長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（g）

Ｘ座標 Ｙ座標 Ｚ座標

2014 SCⅢs4 細粒斑レイ岩 亜角 BS-16 7.9 6.3 2.4 110 -91615.334 35783.610 207.527
13106 YLM 輝石安山岩 亜角 BH-96 ○ 9.5 6.5 2.2 140 -91726.969 35912.405 200.104
13147 YLM 輝石安山岩 亜角 BH-94 ○ 2.8 2.5 1.0 10g未満 -91725.051 35895.222 200.892
13298 YLU 輝石安山岩 亜角 BK-13 ○ ○ 5.2 2.7 1.5 20 -91698.537 36080.060 196.586
13308 YLM 玄武岩 亜角 BF-23 ○ 14.5 11.3 3.9 660 -91749.692 36187.300 189.468
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第166図　旧石器時代石器出土状況
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 　ホルンフェルス

9　石刃
 　ホルンフェルス

5　ナイフ形石器
 　黒曜石　和田鷹山

2　尖頭器
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4　ナイフ形石器
 　ホルンフェルス

7　細石刃
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1　尖頭器
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第３節　縄文時代の遺構と遺物

１　概要
（１）　遺構
　富沢内野山Ⅳ西遺跡で遺構が確認されたのは、３－１区・３－２区・５区・７－１区・７－２区であ
る。再三述べたように遺跡一帯は南東方向へ緩く傾斜する平坦地であるが、富沢内野山Ⅰ西遺跡３・４
区が位置する谷地形は富沢内野山Ⅳ西遺跡３区と５区の間隙付近にまで延び、埋没した谷地形となす。
この谷尻の西側付近に該当する５区付近の平坦地は、内野山Ⅰ遺跡が位置する尾根に継続する。３－１
区付近は件の埋没した谷地形への地形転換に由来するものか、南西方向に緩やかに傾斜していく。この
ような地形の中で、縄文時代のものと思しき遺構は、集石３基、土坑₁₀基、溝状遺構３基、炉跡₁₃基が
確認されている。また３～５区間の確認調査箇所でも２基の土坑が確認されている。

（２）　遺物
　当該遺跡で確認された縄文時代の遺物は草創期・早期・前期・後期に位置付けられる。第２章で触れ
た富沢内野山Ⅰ西遺跡では草創期の土器群が確認されているが、当該遺跡では石器のみである。また中
期に位置付けられる遺物は僅少で、むしろ早期の遺物が卓越しており生活領域の変遷を窺うに至ってい
る。土器については池谷信之氏・小崎　晋氏に指導を受けている。

２　遺構と遺構内出土遺物
（１）　集石（第170・171図　第43表　写真図版64・65）
　１号集石は５区ＢＨ₉₅グリッドの富士黒土層上面にて確認された。この集石は礫₁₀点で構成され、土
坑を伴う。土坑の平面は円形を呈し、計測値は長径₀．₈₁ｍ、短径₀．₇₃ｍ、深さ₀．₁₄ｍを測る。土坑底面
は平坦で、緩やかに立ち上がる。覆土は富士黒土を基調とし、炭化物が認められる。土坑内から縄文土
器片が２点出土している。２号集石は５区ＢＨ₉₆グリッドの富士黒土層上面にて確認された。この集石
は礫₁₂点で構成され、土坑は伴わない。礫が散布する範囲は₁．₁₄ｍ×₀．₅₉ｍである。３号集石は７－２
区ＢＪ₁₃グリッドの栗色土層上面にて確認された。この集石は礫₂₂点で構成され、土坑は伴わない。礫
が散布する範囲は₀．₅₅ｍ×₀．₃₁ｍである。

（２）　炉跡（第170・172図　第43表　写真図版65）
　当該遺跡で確認された炉跡は₁₃基を数える。全て５区で確認されたもので、富沢内野山Ⅰ西遺跡で炉
跡が２基、富沢内野山Ⅲ北遺跡では住居跡内の炉跡を除き、皆無であった点を勘案すれば、濃密な分布
を示している。５区内の炉跡はＢＩ₉₆グリッド杭付近に集中する土坑群と分布域を分ち、主に５区ＢＧ・
ＢＨ₉₂～₉₅付近に多く見られる。５区西辺部には見られない。殆どが漸移層上面で確認され、覆土が富
士黒土を基調とする点から、土坑群と同様、富士黒土層付近で掘削・機能したものと考えたい。この炉
跡はその形態から４タイプに分類が可能である。
　１～３号炉跡は平面が円～楕円形を呈するタイプである。炉跡中央部に焼土が見られる。1号及び２
号炉跡は近接している。
　５・６号炉跡は平面が長楕円形を呈し、焼土は主に２箇所認められるタイプである。焼土は各々掘り
込みを伴う。この掘り込みは円～楕円形を呈し、炉跡両端に設けられている。４号炉跡は近接する２基
の炉跡で上部が削平されて焼土に伴う掘り込みが残置した例と判断されるため、本来的には長楕円形を
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器片が２点出土している。２号集石は５区ＢＨ₉₆グリッドの富士黒土層上面にて確認された。この集石
は礫₁₂点で構成され、土坑は伴わない。礫が散布する範囲は₁．₁₄ｍ×₀．₅₉ｍである。３号集石は７－２
区ＢＪ₁₃グリッドの栗色土層上面にて確認された。この集石は礫₂₂点で構成され、土坑は伴わない。礫
が散布する範囲は₀．₅₅ｍ×₀．₃₁ｍである。

（２）　炉跡（第170・172図　第43表　写真図版65）
　当該遺跡で確認された炉跡は₁₃基を数える。全て５区で確認されたもので、富沢内野山Ⅰ西遺跡で炉
跡が２基、富沢内野山Ⅲ北遺跡では住居跡内の炉跡を除き、皆無であった点を勘案すれば、濃密な分布
を示している。５区内の炉跡はＢＩ₉₆グリッド杭付近に集中する土坑群と分布域を分ち、主に５区ＢＧ・
ＢＨ₉₂～₉₅付近に多く見られる。５区西辺部には見られない。殆どが漸移層上面で確認され、覆土が富
士黒土を基調とする点から、土坑群と同様、富士黒土層付近で掘削・機能したものと考えたい。この炉
跡はその形態から４タイプに分類が可能である。
　１～３号炉跡は平面が円～楕円形を呈するタイプである。炉跡中央部に焼土が見られる。1号及び２
号炉跡は近接している。
　５・６号炉跡は平面が長楕円形を呈し、焼土は主に２箇所認められるタイプである。焼土は各々掘り
込みを伴う。この掘り込みは円～楕円形を呈し、炉跡両端に設けられている。４号炉跡は近接する２基
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第171図  縄文時代集石
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第43表　縄文時代遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号集石 SY07 BH-95 FB 0.54 0.45 - 2 10 12
２号集石 SY06 BH-96 FB 1.14 0.59 - 1 12 13
３号集石 SY08 BJ-13 KU 0.55 0.31 - 22 22
２号土坑 SF47 BG-93 ZN 0.58 0.51 0.11 7 7
３号土坑 SF43 BI-96 ZN 0.66 0.59 0.12 
４号土坑 SF44 BH-95 ZN 0.53 0.49 0.14 
５号土坑 SF45 BH-96 ZN 1.02 0.70 0.23 
６号土坑 SF46 BH-96 ZN 0.60 0.36 0.27 
７号土坑 SF42 BH-96 FB 0.85 0.72 0.26 
８号土坑 SF49 BJ-12 ZN 0.68 0.59 0.11 
９号土坑 SP28 BJ-13 ZN 1.12 0.76 0.60 
10号土坑 SP09 BQ-06 FB 1.20 0.84 0.62 
11号土坑 SP27 BE-24 KU 1.97 0.37 0.82 
12号土坑 SP10 BK-02 KU 1.47 0.81 0.89 
13号土坑 SP12 BK-02 KU 1.18 0.30 0.59 
１号炉跡 FP22 BG-92 ZN 0.52 0.50 0.07 
２号炉跡 FP21 BH-92 ZN 0.86 0.69 0.17 
３号炉跡 FP17 BH-95 KU 0.68 0.66 0.11 

４号炉跡北側 FP18 BH-96 FB 0.60 0.55 0.07 
４号炉跡南側 FP18 BH-96 FB 0.35 0.30 0.05 

５号炉跡 FP19 BG-93 ZN 1.40 0.58 0.19 
６号炉跡 FP20 BG-93 ZN 1.25 0.55 0.24 
７号炉跡 FP27 BH-95 ZN 0.87 0.49 0.13 1 1
８号炉跡 FP23 BH-93 ZN 0.93 0.54 0.20 
９号炉跡 FP28 BH-93 ZN 0.96 0.66 0.10 
10号炉跡 FP24 BH-94 ZN 1.20 0.51 0.18 
11号炉跡 FP25 BH-95 ZN 1.12 0.62 0.26 
12号炉跡 FP26 BG-93 ZN 1.40 0.63 0.21 3 3
13号炉跡 FP29 BG-93 ZN 1.52 0.71 0.27 1 1
１号溝 SD01 BS-06 AN 4.30 0.69 0.40 
２号溝 SD08 BS-06 AN 2.15 0.64 0.12 
３号溝 SD09 BS-06 AN 2.02 0.59 0.12 
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第43表　縄文時代遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考
１号集石 SY07 BH-95 FB 0.54 0.45 - 2 10 12
２号集石 SY06 BH-96 FB 1.14 0.59 - 1 12 13
３号集石 SY08 BJ-13 KU 0.55 0.31 - 22 22
２号土坑 SF47 BG-93 ZN 0.58 0.51 0.11 7 7
３号土坑 SF43 BI-96 ZN 0.66 0.59 0.12
４号土坑 SF44 BH-95 ZN 0.53 0.49 0.14
５号土坑 SF45 BH-96 ZN 1.02 0.70 0.23
６号土坑 SF46 BH-96 ZN 0.60 0.36 0.27
７号土坑 SF42 BH-96 FB 0.85 0.72 0.26
８号土坑 SF49 BJ-12 ZN 0.68 0.59 0.11
９号土坑 SP28 BJ-13 ZN 1.12 0.76 0.60
10号土坑 SP09 BQ-06 FB 1.20 0.84 0.62
11号土坑 SP27 BE-24 KU 1.97 0.37 0.82
12号土坑 SP10 BK-02 KU 1.47 0.81 0.89
13号土坑 SP12 BK-02 KU 1.18 0.30 0.59
１号炉跡 FP22 BG-92 ZN 0.52 0.50 0.07
２号炉跡 FP21 BH-92 ZN 0.86 0.69 0.17
３号炉跡 FP17 BH-95 KU 0.68 0.66 0.11

４号炉跡北側 FP18 BH-96 FB 0.60 0.55 0.07
４号炉跡南側 FP18 BH-96 FB 0.35 0.30 0.05
５号炉跡 FP19 BG-93 ZN 1.40 0.58 0.19
６号炉跡 FP20 BG-93 ZN 1.25 0.55 0.24
７号炉跡 FP27 BH-95 ZN 0.87 0.49 0.13 1 1
８号炉跡 FP23 BH-93 ZN 0.93 0.54 0.20
９号炉跡 FP28 BH-93 ZN 0.96 0.66 0.10
10号炉跡 FP24 BH-94 ZN 1.20 0.51 0.18
11号炉跡 FP25 BH-95 ZN 1.12 0.62 0.26
12号炉跡 FP26 BG-93 ZN 1.40 0.63 0.21 3 3
13号炉跡 FP29 BG-93 ZN 1.52 0.71 0.27 1 1
１号溝 SD01 BS-06 AN 4.30 0.69 0.40
２号溝 SD08 BS-06 AN 2.15 0.64 0.12
３号溝 SD09 BS-06 AN 2.02 0.59 0.12
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５号炉跡

①黄褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が若干、
           焼土粒が少量混じる。
②褐色土 炭化物が若干、焼土粒がやや多く
         混じる。           
③褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が少量、
         焼土粒が多く混じる。
④赤褐色土 焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒、
           焼土粒が少量混じる。
②褐色土 焼成層。
         あまり焼かれていない
         地山のZN層土。

①暗褐・褐色土 KU層土に焼土粒が
               多く混じる。
②褐色土 炭化物粒が微量、焼土粒が
         少量混じる。

①暗褐色土 焼土粒が多く混じる。  
②暗褐色土 炭化物が微量、
           焼土粒が少量混じる。

①褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒がやや多く混じる。
②赤褐色土 炭化物粒が少量、焼土粒が多量に混じる。
③赤褐色土 炭化物粒が若干混じる。焼成層。   
④褐色土 炭化物粒がやや多く、焼土粒が少量混じる。焼成層。
⑤赤褐色土 焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物を若干、焼土粒を
           やや多く含む。
②褐色土   FB～ZN層土に焼土粒をやや多く含む。
③赤褐色土 炭化物を若干、焼土粒を
           非常に多く含む。
④赤褐色土 焼成層。
⑤赤褐色土 焼土化したZN層。

①褐・暗褐色土 FB層土に、炭化物粒がやや多く、
               焼土粒が少量混じる。  
②褐色土 ZN層土に、炭化物粒が若干混じる。
③褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒がやや多く
         混じる。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が若干、焼土粒がやや
           多く混じる。
②暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒がやや
           多く混じる。
③褐色土 ZN層土に焼土粒が少量混じる。
④赤褐色土 焼成層。
⑤褐色土 ZN層土に焼土粒が少量混じる。

①暗褐色土 FB層土に、炭化物粒が少量混じる。
②黄褐色土 ZN層土に、炭化物粒、焼土粒が若干混じる。
③褐色土 炭化物粒が少量、焼土粒が多量に混じる。
④赤褐色土 焼土化したZN層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が僅か、焼土粒
           がやや多く混じる。
②褐色土 微細～5㎜大の焼土粒が非常に多く
         混じる。
③暗赤褐・赤褐色土 焼成層。炭化物粒がやや
                   多く混じる。

①褐・暗褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が僅か、
               焼土粒が少量混じる。
②暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒が
           やや多く混じる。          
③褐色土 FB～ZN層土に焼土粒が多く混じる。
④褐色土 焼成層。

①褐色土 FB層土に、焼土粒がやや多く混じる。
②褐色土 ZN層土に、炭化物粒が僅か、焼土粒が少量混じる。
③褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒がやや多く混じる。
④暗褐色土 炭化物粒が非常に多く、焼土粒がやや多く
           混じる。焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒が
           やや多く混じる。           
②暗褐・褐色土 ①より炭化物粒やや少なく、焼土粒
               やや多い。
③褐色土 焼土粒が少量混じる。
④褐色土 炭化物粒が僅かに、焼土粒が少量混じる。
⑤褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が少量混じる。
⑥褐色土 炭化物が下端付近にやや多く混じる。
⑦赤褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が多く混じる。
⑧赤褐・暗赤褐色土 焼土化したYLU層。

0 1m1/40 礫
炭化物 焼土
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第172図  縄文時代炉跡
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①黄褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が若干、
           焼土粒が少量混じる。
②褐色土 炭化物が若干、焼土粒がやや多く
         混じる。           
③褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が少量、
         焼土粒が多く混じる。
④赤褐色土 焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒、
           焼土粒が少量混じる。
②褐色土 焼成層。
         あまり焼かれていない
         地山のZN層土。

①暗褐・褐色土 KU層土に焼土粒が
               多く混じる。
②褐色土 炭化物粒が微量、焼土粒が
         少量混じる。

①暗褐色土 焼土粒が多く混じる。  
②暗褐色土 炭化物が微量、
           焼土粒が少量混じる。

①褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒がやや多く混じる。
②赤褐色土 炭化物粒が少量、焼土粒が多量に混じる。
③赤褐色土 炭化物粒が若干混じる。焼成層。   
④褐色土 炭化物粒がやや多く、焼土粒が少量混じる。焼成層。
⑤赤褐色土 焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物を若干、焼土粒を
           やや多く含む。
②褐色土   FB～ZN層土に焼土粒をやや多く含む。
③赤褐色土 炭化物を若干、焼土粒を
           非常に多く含む。
④赤褐色土 焼成層。
⑤赤褐色土 焼土化したZN層。

①褐・暗褐色土 FB層土に、炭化物粒がやや多く、
               焼土粒が少量混じる。  
②褐色土 ZN層土に、炭化物粒が若干混じる。
③褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒がやや多く
         混じる。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が若干、焼土粒がやや
           多く混じる。
②暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒がやや
           多く混じる。
③褐色土 ZN層土に焼土粒が少量混じる。
④赤褐色土 焼成層。
⑤褐色土 ZN層土に焼土粒が少量混じる。

①暗褐色土 FB層土に、炭化物粒が少量混じる。
②黄褐色土 ZN層土に、炭化物粒、焼土粒が若干混じる。
③褐色土 炭化物粒が少量、焼土粒が多量に混じる。
④赤褐色土 焼土化したZN層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が僅か、焼土粒
           がやや多く混じる。
②褐色土 微細～5㎜大の焼土粒が非常に多く
         混じる。
③暗赤褐・赤褐色土 焼成層。炭化物粒がやや
                   多く混じる。

①褐・暗褐色土 FB～ZN層土に炭化物粒が僅か、
               焼土粒が少量混じる。
②暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒が
           やや多く混じる。          
③褐色土 FB～ZN層土に焼土粒が多く混じる。
④褐色土 焼成層。

①褐色土 FB層土に、焼土粒がやや多く混じる。
②褐色土 ZN層土に、炭化物粒が僅か、焼土粒が少量混じる。
③褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒がやや多く混じる。
④暗褐色土 炭化物粒が非常に多く、焼土粒がやや多く
           混じる。焼成層。

①暗褐色土 FB層土に炭化物粒が少量、焼土粒が
           やや多く混じる。           
②暗褐・褐色土 ①より炭化物粒やや少なく、焼土粒
               やや多い。
③褐色土 焼土粒が少量混じる。
④褐色土 炭化物粒が僅かに、焼土粒が少量混じる。
⑤褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が少量混じる。
⑥褐色土 炭化物が下端付近にやや多く混じる。
⑦赤褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が多く混じる。
⑧赤褐・暗赤褐色土 焼土化したYLU層。

0 1m1/40 礫
炭化物 焼土
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呈していたものと考えられる。この５・６号炉跡の長軸はほぼ等高線に並行している。５号炉跡は₁₃号
炉跡と重複し、時期的に₁₃号炉跡より新しい。
　７～₁₂号炉跡は平面が楕円～長楕円形を呈するタイプである。底面はほぼ平坦で、焼土を伴う楕円形
の掘り込みが１箇所認められる。このタイプの長軸方向は南東－北西～南－北を指向し、７号炉跡のみ
東－西である。₁₂号炉跡は焼成層付近に礫の散布が認められる。なお₁₃号炉跡は本来、当該タイプに分
類されるが、複数の炉跡が重複したものである。また炉跡自体の掘り込みが浅い場合、長楕円形の掘り
込みが失われ、焼土を伴う掘り込みのみ残置されることが想定され、１～３号炉跡についても当該タイ
プであった蓋然性を認める。
　なお７・₁₃号炉跡内出土の炭化物について放射性炭素年代測定を実施した結果、₉，₃₄₀±₃₀yrBP、
₉，₃₈₀±₃₀yrBPという数値が出された。詳細は附編を参照されたい。

（３）　土坑（第170・173・174図　第43表　写真図版62～64）
　当該遺跡にて確認された縄文時代の土坑は₁₀基を数える。また遺跡範囲外であるが確認調査により２
基確認された。確認された土坑は全て底面に小穴が認められないタイプである。
　２～８号土坑は平面が円～楕円形を呈するタイプで、径は₀．₃₆～₁．₀₂ｍ、深さは₀．₁₁～₀．₂₇ｍと小型
で浅めの土坑群である。全て漸移層上面にて確認されている。このうち８号土坑が７－２区にて確認さ
れた以外は、全て５区内で確認されている。２号土坑は５区ＢＧ₉₃グリッドで確認された。₁₂号炉跡と
重複し、時期的に先行するものと考えられる。土坑内には小礫が散見され、覆土中に認められる焼土は
現地調査では炉跡に係るものと推定された。３～７号土坑は５区東辺、ＢＩ₉₆グリッド杭周囲に位置す
る。炉跡群と分布域が異なる。３～６号土坑の覆土は富士黒土層由来のものとされている点から、富士
黒土層面より掘り込まれたのであろう。
　９・₁₀号土坑は平面が長楕円～隅丸長方形を呈するタイプである。９号土坑は７－２区ＢＪ₁₃グリッ
ドで確認された。長さ₁．₁₂ｍ、幅₀．₇₆ｍ、深さ₀．₆₀ｍを測る。₁₀号土坑は３－１区ＢＱ₀₇グリッドで確
認された。長さ₁．₂₀ｍ、幅₀．₈₄ｍ、深さ₀．₆₂ｍを測る。また９・₁₀号土坑以外に確認調査テストピット
₂₇、ＢＫ₀₂グリッドにて確認された土坑がこのタイプに該当する。
　₁₁号土坑は平面が狭長な長方形を呈する。この土坑の計測値は長さ₁．₉₇ｍ、幅₀．₃₇ｍ、深さ₀．₈₂ｍを
測る。この土坑が確認されたのは７－２区ＢＥ₂₄グリッドの栗色土層上面である。この土坑の長軸は付
近の等高線と並行している。陥穴として機能したのであろう。
　₁₂・₁₃号土坑は３～５区間の確認調査箇所、テストピット₂₇で確認された土坑である。ＢＫ₀₂グリッ
ドに位置する。この土坑は重複した状態で確認されている。₁₃号土坑が埋没した後に、掘削されたのが
₁₂号土坑と考えられる。₁₂号土坑の平面は長楕円形を呈し、底面は平坦である。壁は直立気味に立ち上
がる。

（４）　溝状遺構（第170・175図　第43表）
　現地調査段階で縄文時代のものと考えられた溝状遺構が３条確認されている。３－１区ＢＳ₀₆グリッ
ドに位置し、暗褐色土層上面で確認されている。このうち１号溝状遺構は確認調査テストピット₂₀によ
りその存在を確認され、砂沢スコリア層より下位の暗褐色土層上面より掘り込まれていた。覆土中には
カワゴ平パミスが含まれていた点より、溝状遺構は後晩期以降に位置付けられる可能性がある。２・３
号溝状遺構共に位置、溝の延びる方向、覆土等により１号溝状遺構と同時期かと考えられる。遺構内か
ら該期の土器は出土しておらず、遺構の時期・性格等も併せて今後精査を要する。

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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ドで確認された。長さ₁．₁₂ｍ、幅₀．₇₆ｍ、深さ₀．₆₀ｍを測る。₁₀号土坑は３－１区ＢＱ₀₇グリッドで確
認された。長さ₁．₂₀ｍ、幅₀．₈₄ｍ、深さ₀．₆₂ｍを測る。また９・₁₀号土坑以外に確認調査テストピット
₂₇、ＢＫ₀₂グリッドにて確認された土坑がこのタイプに該当する。
　₁₁号土坑は平面が狭長な長方形を呈する。この土坑の計測値は長さ₁．₉₇ｍ、幅₀．₃₇ｍ、深さ₀．₈₂ｍを
測る。この土坑が確認されたのは７－２区ＢＥ₂₄グリッドの栗色土層上面である。この土坑の長軸は付
近の等高線と並行している。陥穴として機能したのであろう。
　₁₂・₁₃号土坑は３～５区間の確認調査箇所、テストピット₂₇で確認された土坑である。ＢＫ₀₂グリッ
ドに位置する。この土坑は重複した状態で確認されている。₁₃号土坑が埋没した後に、掘削されたのが
₁₂号土坑と考えられる。₁₂号土坑の平面は長楕円形を呈し、底面は平坦である。壁は直立気味に立ち上
がる。

（４）　溝状遺構（第170・175図　第43表）
　現地調査段階で縄文時代のものと考えられた溝状遺構が３条確認されている。３－１区ＢＳ₀₆グリッ
ドに位置し、暗褐色土層上面で確認されている。このうち１号溝状遺構は確認調査テストピット₂₀によ
りその存在を確認され、砂沢スコリア層より下位の暗褐色土層上面より掘り込まれていた。覆土中には
カワゴ平パミスが含まれていた点より、溝状遺構は後晩期以降に位置付けられる可能性がある。２・３
号溝状遺構共に位置、溝の延びる方向、覆土等により１号溝状遺構と同時期かと考えられる。遺構内か
ら該期の土器は出土しておらず、遺構の時期・性格等も併せて今後精査を要する。
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第176図  縄文土器第Ⅰ群１類分布図

第177図  縄文土器第Ⅰ群２類分布図
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第176図  縄文土器第Ⅰ群１類分布図

第177図  縄文土器第Ⅰ群２類分布図
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３　遺構外出土遺物
　当該遺跡から出土した縄文時代のものと考えられる土器は₅₈₉点を数え、石器は₁₂₀点を数える。この
点数は現地での取り上げた遺物の点数であり、土器については長泉事務所における接合作業を経た結果、
点数は著しく変化している。

（１）　土器・土製品
第Ⅰ群：縄文時代早期代（第176・177・180図　第44表　写真図版68）
　縄文時代早期代の押型文土器の資料を中心に第Ⅰ群とした。沼津市尾上イラウネ遺跡出土資料と同時
期か。施文は押型文以外に撚糸文、縄文等が散見され、静岡県東部地域に特徴的な比重の軽い胎土を有
する土器片も認められる。時期的に押型文前半か。第Ⅰ群の出土位置はほぼ５区内に限定される。

１類（縄文）
　₁₃～₂₇を１類とした。縄文を施した資料を集成した。そのうち₂₀～₂₇は羽状縄文が施文される。同じ
原体の縄文を異方向に施文するか、ＲＬ・ＬＲの縄文を交互に施文したものである。この１類のうち
₁₅・₁₆・₂₀・₂₁は口縁部資料で胎土も軽い印象を受け、器面は独特の触感がある。色調に淡い紫色を含
む。₁₆は口唇部を平坦に仕上げ、内外面に縄文を施す。₂₀は調整最終時に口唇部を指頭でつまみナデし、
₂₁は口唇部を尖らせている。なお₂₀に付着した炭化物の放射性炭素年代測定の結果、₉，₄₃₀±₃₀yrBPと
いう数値が出ている。₁₃・₁₄・₁₇～₁₉・₂₂～₂₇は胴部のみの破片資料で軽い印象を受けるが、₂₂のみ小
粒の岩片を多く含み、器面がざらつく。また₁₄・₁₈・₁₉は器厚がやや厚めで、₁₈は₁．₅㎝を測る。

２類（押型文）
　₂₈～₄₄を２類とした。縦位に山形文が施された資料を中心に集成した。いずれも胎土は軽い印象を与
える。そのうち₂₈～₄₂は山形文が施され、₂₈～₃₀は口縁部のみの破片資料である。₂₈は口唇部を平坦に
仕上げ、外面に縦位、内面に横位の山形文を施す。₂₉は口唇部を丸く仕上げ、外面に斜位の山形文を施
す。器厚が₁．₁₅㎝を測り、やや厚い。₃₀は口唇部を平坦に仕上げ、口唇部直下より縦位の山形文を密接
して施す。₃₁～₄₂は胴部のみの破片資料である。山形文が縦位密接に施文される。₃₃に付着した炭化物
の放射性炭素年代測定の結果、₉，₃₆₀±₃₀yrBPという数値が出ている。₄₃・₄₄は菱形文を施した資料で、
₄₃は口縁部のみの破片資料である。外面に菱形文を施し、さらに口唇部にも押型文を施す。

第Ⅱ群：縄文時代早期後半（第178・180図　第44表　写真図版69）
　縄文時代早期後半代の押型文土器の資料を中心に第Ⅱ群とした。施文は押型文以外に撚糸文、縄文等
が散見される。第Ⅱ群の出土位置はほぼ５区内に限定される。

１類（撚糸文）
　₄₅・₄₈～₅₂を１類とした。₄₈・₄₉は口縁部のみの破片資料である。₄₈は軽く外反させ、尖らせた口唇
部に刺突か。外面に太めの撚糸文を縦位に施す。₄₉は平坦に仕上げた口唇部で、外面に細かな撚糸文が
施される。小型の深鉢か。₅₀～₅₂は胴部のみの破片資料である。₅₁は胴部下位付近と考えられる。₄₅は
最終のナデ調整により判然としないが、撚糸文の可能性がある。

２類（押型文）
　₄₆・₄₇を２類とした。外面に格子目文が施されているが、不揃いである。同一個体か。
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第Ⅲ群：縄文時代早期末～前期初頭（第178・180図　第44表　写真図版69）
　縄文時代早期末～前期初頭と思しき条痕文土器を第Ⅲ群とした。出土位置は５区ＢＧ₉₂グリッド付近
のみで、出土量も少ない。₅₃は胴部のみの破片資料である。内外面に条痕が施されている。

第Ⅳ群：縄文時代前期（第179・182図　第44表　写真図版69）
　縄文時代前期代の土器を集成した。いずれも縄文のみ施文したものである。出土位置はＢＫ₁₁グリッ
ドに集中する。₅₄～₅₇はいずれも口縁部の破片資料で、同一個体か。口唇部を丸く仕上げた後に、縄文
を施している。外面に羽状縄文を施す。同じ原体を異方向施文か。

第Ⅴ群：縄文時代後期（第181・182図　第44表　写真図版70）
　縄文時代後期代の土器群を集成した。３～７区まで散発的に出土しているが、３－２区ＢＬ・ＢＭ
₀₈・₀₉グリッドに多く見られる。

１類（称名寺式）
　₅₈～₆₁は１類とした。称名寺式土器と推定された土器群である。₅₈は屈曲の強い頸部付近と考えられ
る。外面は縄文を施した後に、縦位の沈線文を施す。沈線文間の縄文は磨り消している。この₅₈に付着
した炭化物について放射性炭素年代測定を行った結果、₃，₈₉₀±₂₀yrBPという数値が出ている。₅₉・₆₀
も縄文の施文後に沈線文を施す。₆₁の沈線文は₅₉・₆₀よりも幅の広い棒状工具によるものである。

２類（堀之内式並行期か）
　₆₂～₆₅・₆₇は２類とした。粗製土器に分類されるもので、堀之内２式土器と時期的に並行するものか。
₆₂～₆₅はいずれも口縁部のみの破片資料で、直線的に立ち上げている。₆₂・₆₅は斜位に沈線状の文様が
見えるが、無節の撚糸文か。器面の観察では繊維痕が観察出来ない。₆₃・₆₄は付加条縄文を施したもの
か。粗製土器であろう。₆₃以外の胎土は石英等の粒子が多く見受けられ、粘土があまり乾いていない時
点で器面を削る等の調整を行ったためか、内外面共に粒子の移動が見られる。₆₇は沈線文を施しており、
器厚も薄く仕上げている。

３類（安行式）
　₆₆を３類とした。口縁部から胴部中位付近まで残存した資料である。胴部中位付近で内湾し、膨らん
だ胴部は胴部上位で窄まり、また外方へ直線的に立ち上げている。口唇部はやや肥厚させ、強めに押さ
えて平坦に仕上げている。残存する口唇部に小粒の粘土塊を貼り付け、円形浮文状となす。外面口唇部
直下より括れまでは、横位に浅い沈線文を施した後に、斜位の沈線文を施す。括れより下位は斜位の沈
線文を施している。内面は口唇部から胴部中位付近までミガキが施されている。なお未掲載であるが₆₆
に酷似する破片資料の付着炭化物を放射性炭素年代測定した結果（分析番号 ₁₄）、₃，₁₅₀±₂₀yrBPとい
う数値が出された。詳細は附編を参照されたい。

第Ⅵ群：型式不明（第182図　第44表　写真図版70）
　型式名や時期が判然としない資料を集成した。₆₈～₇₀は縄文が施された胴部のみの破片資料である。
繊維を胎土中に含む。₇₁は内湾する口縁部である。口唇部に沿って半截竹管状の工具により平行沈線文
を施している。₇₂は刺突文や平行沈線文が施されている。₇₃は内湾する口縁部で、平坦に仕上げられた
口唇部にも縄文が施されている。₇₄は沈線文による区画内に縄文が充填されている。
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₆₂～₆₅はいずれも口縁部のみの破片資料で、直線的に立ち上げている。₆₂・₆₅は斜位に沈線状の文様が
見えるが、無節の撚糸文か。器面の観察では繊維痕が観察出来ない。₆₃・₆₄は付加条縄文を施したもの
か。粗製土器であろう。₆₃以外の胎土は石英等の粒子が多く見受けられ、粘土があまり乾いていない時
点で器面を削る等の調整を行ったためか、内外面共に粒子の移動が見られる。₆₇は沈線文を施しており、
器厚も薄く仕上げている。

３類（安行式）
　₆₆を３類とした。口縁部から胴部中位付近まで残存した資料である。胴部中位付近で内湾し、膨らん
だ胴部は胴部上位で窄まり、また外方へ直線的に立ち上げている。口唇部はやや肥厚させ、強めに押さ
えて平坦に仕上げている。残存する口唇部に小粒の粘土塊を貼り付け、円形浮文状となす。外面口唇部
直下より括れまでは、横位に浅い沈線文を施した後に、斜位の沈線文を施す。括れより下位は斜位の沈
線文を施している。内面は口唇部から胴部中位付近までミガキが施されている。なお未掲載であるが₆₆
に酷似する破片資料の付着炭化物を放射性炭素年代測定した結果（分析番号 ₁₄）、₃，₁₅₀±₂₀yrBPとい
う数値が出された。詳細は附編を参照されたい。

第Ⅵ群：型式不明（第182図　第44表　写真図版70）
　型式名や時期が判然としない資料を集成した。₆₈～₇₀は縄文が施された胴部のみの破片資料である。
繊維を胎土中に含む。₇₁は内湾する口縁部である。口唇部に沿って半截竹管状の工具により平行沈線文
を施している。₇₂は刺突文や平行沈線文が施されている。₇₃は内湾する口縁部で、平坦に仕上げられた
口唇部にも縄文が施されている。₇₄は沈線文による区画内に縄文が充填されている。

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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第44表　縄文時代遺構外出土土器観察表

挿図
番号

写真
図版
番号

分類
グリッド 色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

13 68 Ⅰ 1 BH-95 2.5YR3/1 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

14 68 Ⅰ 1 BH-94 10YR3/1 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

15 68 Ⅰ 1 BH-94 7.5YR5/2 口縁部。縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

16 68 Ⅰ 1 BG-94 10YR5/3 口縁部。内外面に縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

17 68 Ⅰ 1 BH-91 7.5YR5/3 縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子多

18 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR4/1 縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

19 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR5/3 縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子多

20 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR3/1 口縁部。羽状縄文。ナデ。軽しょうな胎土。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石

21 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR5/3 口縁部。羽状縄文。ナデ。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子

22 68 Ⅰ 1 BH-93 7.5YR5/4 羽状縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、岩片多

23 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR5/4 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子多、石英、白色岩片

24 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR6/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、岩片

25 68 Ⅰ 1 BH-93 7.5YR5/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子多、黒色粒子多

26 68 Ⅰ 1 BG-91 7.5YR5/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子多、白色岩片

27 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR6/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片、岩片

28 68 Ⅰ 2 BH-93 10YR5/3
口縁部。縦位の山形文。内面に横位の山型文。軽しょ
うな胎土。

無 白色粒子、黒色粒子

29 68 Ⅰ 2 BH-96 10YR3/1 口縁部。山形文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

30 68 Ⅰ 2 BH-93 7.5YR3/1 口縁部。山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

31 68 Ⅰ 2 BG-94 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

32 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR6/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

33 68 Ⅰ 2 BG-93 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

34 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR6/4 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

35 68 Ⅰ 2 BH-93 10YR6/3 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

36 68 Ⅰ 2 BG-94 7.5YR4/3 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

37 68 Ⅰ 2 BG-93 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

38 68 Ⅰ 2 BH-96 7.5YR2/1 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

39 68 Ⅰ 2 BH-95 5YR4/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

40 68 Ⅰ 2 BH-94 10YR3/1 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

41 68 Ⅰ 2 BH-95 7.5YR3/1 山型文。縦位密接。内面に擦痕。軽しょうな胎土。 無 白色粒子

42 68 Ⅰ 2 BG-92 7.5YR5/3 山型文。縦位密接。内面にナデ。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

43 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR3/1 口唇部に押型文。外面に菱形文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

44 68 Ⅰ 2 BH-96 10YR6/3 菱形文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

45 69 Ⅱ 1 BH-96 7.5YR6/6 撚糸文。ナデ。 無 白色粒子、黒色粒子

46 69 Ⅱ 2 BH-96 7.5YR5/4 格子目文。 無 白色粒子、黒色粒子

47 69 Ⅱ 2 BH-95 5YR4/6 格子目文。 無 白色粒子、黒色粒子

48 69 Ⅱ 1 BH-94 7.5YR4/1 口唇部に刺突。撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

49 69 Ⅱ 1 BH-95 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内外面に指頭痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

50 69 Ⅱ 1 BH-96 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子

51 69 Ⅱ 1 BG-94 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子

52 69 Ⅱ 1 BH-95 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

53 69 Ⅲ BG-92 10YR6/6 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片

54 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部と外面に縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

55 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

56 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

57 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

58 70 Ⅴ 1 BM-08 5YR6/6 沈線。縄文。磨消し。 無 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

59 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR6/4 沈線。縄文。磨消し。内面に磨き。 無 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、岩片

60 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR6/4 沈線。縄文。磨消し。内面にナデ。 無 白色粒子、赤色粒子、石英、輝石

61 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR5/4 棒状工具による沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

62 70 Ⅴ 2 BP-07 7.5YR7/6 口縁部。無節の撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英多、輝石、白色岩片

63 70 Ⅴ 2 BL-09 10YR6/4 口縁部。付加条縄文。 無 白色粒子、石英、輝石、白色岩片

64 70 Ⅴ 2 BL-09 7.5YR5/4 口縁部。付加条縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

65 70 Ⅴ 2 BP-07 7.5YR7/6 口縁部。無節の撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

66 70 Ⅴ 3 BM-09 10YR5/3 口唇部に円形浮文。沈線。内面に磨き。 無 白色粒子、石英、雲母

67 Ⅴ 2 BG-95 10YR6/3 沈線。指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

68 70 Ⅵ BH-05 7.5YR6/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子

69 70 Ⅵ BG-08 10YR6/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

70 70 Ⅵ BH-03 5YR5/6 縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

71 70 Ⅵ BG-08 7.5YR5/4 口縁部。半截竹管状工具による平行沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

72 70 Ⅵ BH-19 5YR5/6 沈線。刺突。内面にナデ。 無 黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

73 70 Ⅵ BD-24 5YR6/6 口唇部と外面に縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、輝石、白色岩片、岩片

74 70 Ⅵ BG-21 10YR6/4 沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片
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第44表　縄文時代遺構外出土土器観察表

挿図
番号

写真
図版
番号

分類
グリッド 色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

13 68 Ⅰ 1 BH-95 2.5YR3/1 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

14 68 Ⅰ 1 BH-94 10YR3/1 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

15 68 Ⅰ 1 BH-94 7.5YR5/2 口縁部。縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

16 68 Ⅰ 1 BG-94 10YR5/3 口縁部。内外面に縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

17 68 Ⅰ 1 BH-91 7.5YR5/3 縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子多

18 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR4/1 縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

19 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR5/3 縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子多

20 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR3/1 口縁部。羽状縄文。ナデ。軽しょうな胎土。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石

21 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR5/3 口縁部。羽状縄文。ナデ。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子

22 68 Ⅰ 1 BH-93 7.5YR5/4 羽状縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、岩片多

23 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR5/4 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子多、石英、白色岩片

24 68 Ⅰ 1 BH-96 7.5YR6/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、岩片

25 68 Ⅰ 1 BH-93 7.5YR5/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子多、黒色粒子多

26 68 Ⅰ 1 BG-91 7.5YR5/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子多、黒色粒子多、白色岩片

27 68 Ⅰ 1 BG-94 7.5YR6/3 羽状縄文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片、岩片

28 68 Ⅰ 2 BH-93 10YR5/3
口縁部。縦位の山形文。内面に横位の山型文。軽しょ
うな胎土。

無 白色粒子、黒色粒子

29 68 Ⅰ 2 BH-96 10YR3/1 口縁部。山形文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

30 68 Ⅰ 2 BH-93 7.5YR3/1 口縁部。山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

31 68 Ⅰ 2 BG-94 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

32 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR6/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

33 68 Ⅰ 2 BG-93 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

34 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR6/4 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

35 68 Ⅰ 2 BH-93 10YR6/3 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

36 68 Ⅰ 2 BG-94 7.5YR4/3 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

37 68 Ⅰ 2 BG-93 10YR5/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

38 68 Ⅰ 2 BH-96 7.5YR2/1 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

39 68 Ⅰ 2 BH-95 5YR4/2 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

40 68 Ⅰ 2 BH-94 10YR3/1 山型文。縦位密接。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

41 68 Ⅰ 2 BH-95 7.5YR3/1 山型文。縦位密接。内面に擦痕。軽しょうな胎土。 無 白色粒子

42 68 Ⅰ 2 BG-92 7.5YR5/3 山型文。縦位密接。内面にナデ。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

43 68 Ⅰ 2 BH-95 10YR3/1 口唇部に押型文。外面に菱形文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

44 68 Ⅰ 2 BH-96 10YR6/3 菱形文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

45 69 Ⅱ 1 BH-96 7.5YR6/6 撚糸文。ナデ。 無 白色粒子、黒色粒子

46 69 Ⅱ 2 BH-96 7.5YR5/4 格子目文。 無 白色粒子、黒色粒子

47 69 Ⅱ 2 BH-95 5YR4/6 格子目文。 無 白色粒子、黒色粒子

48 69 Ⅱ 1 BH-94 7.5YR4/1 口唇部に刺突。撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英

49 69 Ⅱ 1 BH-95 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内外面に指頭痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

50 69 Ⅱ 1 BH-96 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子

51 69 Ⅱ 1 BG-94 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子

52 69 Ⅱ 1 BH-95 5YR5/6 撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

53 69 Ⅲ BG-92 10YR6/6 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片

54 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部と外面に縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

55 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

56 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

57 69 Ⅳ BK-11 5YR2/2 口唇部に縄文。羽状縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

58 70 Ⅴ 1 BM-08 5YR6/6 沈線。縄文。磨消し。 無 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

59 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR6/4 沈線。縄文。磨消し。内面に磨き。 無 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子少、岩片

60 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR6/4 沈線。縄文。磨消し。内面にナデ。 無 白色粒子、赤色粒子、石英、輝石

61 70 Ⅴ 1 BM-08 7.5YR5/4 棒状工具による沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

62 70 Ⅴ 2 BP-07 7.5YR7/6 口縁部。無節の撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英多、輝石、白色岩片

63 70 Ⅴ 2 BL-09 10YR6/4 口縁部。付加条縄文。 無 白色粒子、石英、輝石、白色岩片

64 70 Ⅴ 2 BL-09 7.5YR5/4 口縁部。付加条縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

65 70 Ⅴ 2 BP-07 7.5YR7/6 口縁部。無節の撚糸文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

66 70 Ⅴ 3 BM-09 10YR5/3 口唇部に円形浮文。沈線。内面に磨き。 無 白色粒子、石英、雲母

67 Ⅴ 2 BG-95 10YR6/3 沈線。指頭痕。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

68 70 Ⅵ BH-05 7.5YR6/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子

69 70 Ⅵ BG-08 10YR6/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

70 70 Ⅵ BH-03 5YR5/6 縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

71 70 Ⅵ BG-08 7.5YR5/4 口縁部。半截竹管状工具による平行沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

72 70 Ⅵ BH-19 5YR5/6 沈線。刺突。内面にナデ。 無 黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

73 70 Ⅵ BD-24 5YR6/6 口唇部と外面に縄文。内面にナデ。 有 白色粒子、石英、輝石、白色岩片、岩片

74 70 Ⅵ BG-21 10YR6/4 沈線。縄文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片
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⊖ 221 ⊖

（２）　石器
尖頭器類（第168・169図　第45表　写真図版67）
　当該遺跡において、縄文時代草創期に位置付けられる尖頭器は３点出土している。₁₀はホルンフェル
スを石材とする。５区ＢＨ₉₅グリッドで出土している。基部が折損した資料で、両面に加工が施されて
いる。基部の折れ面に二次加工を施した痕跡は窺えない。₁₁はガラス質黒色安山岩を石材とする完形品
である。５区ＢＨ₉₄グリッドで出土している。₁₂はガラス質黒色安山岩を石材とする有舌尖頭器で、７
－２区ＢＫ₁₁グリッドから出土している。全体的に風化が進み調整痕が判然としない。身部と茎部の境
界が屈曲している。

石鏃・石鏃未製品（第183・184図　第46・47表　写真図版71）
　₇₅～₇₉は石鏃及び石鏃の未製品か。出土しているのは全て無茎鏃と考えられる。３－１区・５区・７
－１区・７－２区まで散発的に出土し、集中する傾向は窺うことは出来ない。
　₇₅は長脚鏃である。抉りが深く入り脚部が発達し、片方の脚部端が欠けている。和田鷹山産黒曜石を
石材とする。₇₆・₇₇は抉りが浅いタイプで、ガラス質黒色安山岩を石材とする。両者とも先端部が欠け
ている。₇₇は平面が二等辺三角形を呈する。₇₈は鏃身両側縁が屈曲し、抉りが整えられていない。₇₉は
側縁部が未調整である。₇₈・₇₉は未製品か。両者とも神津島恩馳島産黒曜石を石材とする。

スクレイパ－類（第184・187図　第46・47表　写真図版71）
　₈₀～₈₃はスクレイパ－類に分類した。₈₀は掻器か。諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。右側縁から下
端にかけて刃部が仕上げられている。₈₁～₈₃は削器である。₈₁は細粒凝灰岩を石材とする。打面及び打
瘤を残し、側縁部に刃部が仕上げられている。₈₂は産地不明の黒曜石である。縁辺に剥離調整を行い、
刃部を仕上げている。₈₃は諏訪星ヶ台産黒曜石を石材としている。

打製石斧（第184・185・189図　第46・47表　写真図版71）
　₈₄～₈₆は打製石斧である。₈₄は分銅形打製石斧である。輝石安山岩を石材とし、３－１区ＢＯ₀₇グリ
ッドで出土している。両側縁中位付近に抉りを入れ、両面共に素材面を残す。刃部は折損している。柄
との緊縛痕は観察されない。₈₅は珪質頁岩を石材とする。片面に自然面が残置する。₈₆は細粒安山岩を
石材とする。両側縁部が並行するので短冊形か。両面とも素材面を大きく残す。基端部が折損している。

礫器（第185・189図　第46・47表　写真図版71）
　₈₇は礫器である。細粒安山岩を石材とし、一部、自然面が残置する。刃部が認められるが、粗い加工
である。

磨敲石類・砥石類（第185・186・189・190図　第46・47表）
　₈₈～₁₀₃は磨敲石類である。₈₈～₉₂は磨敲石で、そのうち₈₈～₉₁は平面が楕円形、₉₂は棒状を呈する。
₈₈・₈₉は両主面に磨面、周縁に敲打痕、₉₀は両主面に敲打痕集中、側面に磨面、₉₁は主面に磨面・敲打
痕集中が観察される。₉₂は片面に磨面、側面部及び下端面に敲打痕が観察される。
　₉₃～₁₀₂は磨石である。そのうち₉₃～₉₈は扁平で、平面が楕円形を呈するタイプである。₉₈は両面に
窪みが認められる。₉₉～₁₀₂は棒状を呈するタイプである。いずれも複数の磨面を持つ。
　₁₀₃は敲石である。やや棒状の礫を利用している。₁₀₄は輝石安山岩を石材とする砥石か。
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第45表　縄文時代草創期石器組成表

尖
頭
器

有
舌
尖
頭
器

計

ガラス質黒色安山岩 GAn 1 1 2

ホルンフェルス Hor 1 1

計 2 1 3

第46表　縄文時代石器組成表

石
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石
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製
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楔
形
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石
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打
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二
次
加
工
剝
片

剝
片

砕
片

礫
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磨
敲
石

磨
石

敲
石

台
石
・
石
皿
類

砥
石

計

黒
曜
石

神津島恩馳島 KZOB 2 1 3

諏訪星ヶ台 SWHD 1 1 1 1 4

和田鷹山 WDTY 2 2

産地不明 1 1 9 1 12

黒曜石計 3 2 1 2 2 1 9 1 21

玄武岩 Ba 2 4 2 8

多孔質玄武岩 VBa 1 1

ガラス質黒色安山岩 GAn 2 2 4

細粒安山岩 FAn 2 5 1 8

輝石安山岩 An（Py） 1 1 13 34 1 2 1 53

角閃石安山岩 An（Ho） 1 1 2

多孔質安山岩 VAn 1 1 2

デイサイト Da 7 7

細粒班レイ岩 FG 1 1

ホルンフェルス Hor 2 1 3

細粒凝灰岩 FT 1 1

緑色凝灰岩 GT 1 1

珪質頁岩 SSh 1 1

中粒砂岩 MSS 1 1

計 5 2 1 4 2 2 4 1 18 1 3 17 47 3 3 1 114

第47表　縄文時代遺構外出土石器計測表

挿図
番号

写真図
版番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

75 71 1143 AN BP-06 石鏃 黒曜石 和田鷹山 （1.9） 2.0 0.3 0.7 

76 71 38 FB BF-23 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （2.6） 1.9 0.5 1.8 

77 71 12180 KU BH-91 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （2.1） 1.3 0.3 0.8 

78 71 12275 FB BG-94 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 1.5 1.4 0.4 0.8 

79 71 13214 ZN BK-12 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 1.7 0.5 1.6 

80 71 12510 FB BH-95 掻器 黒曜石 諏訪星ヶ台 （2.4） 1.4 0.4 1.9 

81 71 12148 KU BH-95 削器 細粒凝灰岩 4.2 4.3 1.3 30.6 

82 71 2076 FB BM-08 削器 黒曜石 産地不明 2.9 4.9 1.6 17.6 

83 71 12146 KU BH-95 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.8 1.7 0.5 1.6 

84 71 95 AN BO-07 打製石斧 輝石安山岩 （10.1） 12.0 2.0 353.9 

85 71 12748 FB BH-96 打製石斧 珪質頁岩 （5.2） 4.4 1.6 51.8 

86 71 2032 AN BL-09 打製石斧 細粒安山岩 （9.2） 5.4 1.2 76.9 

87 71 12098 FB BH-93 礫器 細粒安山岩 15.1 9.6 5.2 610.0 

88 13152 KU BG-21 磨敲石 輝石安山岩 9.5 8.6 5.4 626.1 

89 2003 FB BH-96 磨敲石 輝石安山岩 10.6 8.3 4.4 539.1 

90 13314 表採 - 磨敲石 玄武岩 10.4 8.2 4.1 566.5 

91 1156 AN BS-06 磨敲石 輝石安山岩 11.1 7.5 5.7 698.9 

92 12919 FB BG-94 磨敲石 角閃石安山岩 9.5 4.1 2.4 141.6 

93 13027 FB BH-95 磨石 輝石安山岩 8.1 6.9 1.8 151.5 

94 12851 FB BG-94 磨石 輝石安山岩 11.2 8.6 2.9 366.3 

95 12420 KU BG-91 磨石 輝石安山岩 9.9 8.6 4.0 546.3 

96 13171 KU BJ-12 磨石 輝石安山岩 10.1 8.2 4.7 570.1 

97 13232 AN BL-11 磨石 輝石安山岩 12.8 8.3 5.5 914.7 

98 13313 表採 - 磨石 輝石安山岩 12.0 8.4 4.6 715.4 

99 13302 KR BK-12 磨石 玄武岩 11.8 6.4 5.1 527.9 

100 12539 FB BG-94 磨石 輝石安山岩 11.2 4.5 3.9 254.2 

101 12302 FB BH-94 磨石 輝石安山岩 11.8 4.6 3.8 406.7 

102 13100 ZN BG-93 磨石 角閃石安山岩 （6.7） 6.0 4.6 268.9 

103 12531 FB BH-94 敲石 玄武岩 7.7 4.5 3.6 153.7 

104 12602 FB BG-93 砥石 輝石安山岩 7.9 3.8 2.7 86.0 
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第４節　中近世以降の遺構と遺物

１　概要
　当該遺跡及び周辺の確認調査では、古代以降と思しき遺構が確認されている。遺構の種類は道路状遺
構、溝状遺構及び土坑である。土坑は円形土坑であり、中近世以降に位置付けられるのが一般的である。
遺物も古代のものは出土していない。

２　遺構
（１）　溝状遺構（第194・195図　第48表）
　確認調査テストピット₂₇内において、溝状遺構を１条確認した。暗褐色土層上面にて確認されたが、
カワゴ平パミスを含む層よりも上位から掘り込まれていたとする調査時の所見から、所属時期は古代以
降とされている。円形土坑と同時期か。

（２）　土坑（第191～196図　第48表　写真図版62・63）
　当該遺跡及び周辺の確認調査では₂₆基の土坑が確認されている。全て円形土坑である。土坑の径は
₀．₆₁～₁．₃₁ｍで、約₁．₀～₁．₃ｍ程度に計測値が集中する。これらの土坑は３－１区ＢＱ・ＢＲ₀₆グリッ
ド付近で、等高線と交差するように列状に分布する。また３－２区ＢＭ₀₉グリッド付近でも分布が集中
する。

（３）　道路状遺構（第193・195図　第48表　写真図版63）
　３－２区調査区南壁に沿って硬化域が広がる状況が、黒色土上面で確認されている。中近世以降の道
路状遺構と考える。

第48表　中近世以降の遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

14号土坑 SF01 BS-06 NSC 1.10 1.02 0.34 

15号土坑 SF06 BR-07 NSC 1.19 1.17 0.19 

16号土坑 SF08 BR-06 NSC 1.14 1.08 0.38 

17号土坑 SF07 BR-07 NSC 1.15 1.13 0.38 

18号土坑 SF09 BR-06 NSC 1.14 1.05 0.13 

19号土坑 SF10 BR-06 NSC 1.24 1.21 0.58 

20号土坑 SF11 BQ-06 NSC 1.06 1.00 0.34 

21号土坑 SF12 BQ-06 NSC 1.18 1.18 0.59 

22号土坑 SF14 BQ-07 NSC 0.88 0.79 0.10 

23号土坑 SF13 BQ-06 NSC 1.25 1.13 0.50 

24号土坑 SF15 BP-07 NSC 1.15 1.10 0.67 

25号土坑 SF16 BO-07 NSC 1.17 1.08 0.48 

26号土坑 SF30 BN-07 NSC 1.31 1.22 0.29 

27号土坑 SF29 BN-07 NSC 0.90 0.81 0.12 

28号土坑 SF28 BM-08 NSC 1.23 1.14 0.24 

29号土坑 SF27 BM-09 NSC 1.03 0.99 0.26 

30号土坑 SF26 BM-09 NSC 0.76 0.69 0.18 

31号土坑 SF25 BM-09 NSC 0.62 0.61 0.16 

32号土坑 SF24 BM-09 NSC 1.26 1.18 0.34 

33号土坑 SF23 BM-09 NSC 0.98 0.97 0.33 

34号土坑 SF22 BM-09 NSC 0.85 0.82 0.26 

35号土坑 SF17 BK-02 NSC 1.11 1.11 0.14 

36号土坑 SF18 BK-01 NSC 1.09 1.08 0.14 

37号土坑 SF19 BK-02 NSC 1.14 1.07 0.24 

38号土坑 SF02 BY-14 NSC 0.82 0.63 0.08 

39号土坑 SF03 BY-14 NSC 1.18 1.14 0.37 

４号溝 SD10 BK-01 AN 2.93 0.63 0.19 

道路状遺構 SR01 BM-08 黒色土 17.82 1.05 1.41 
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１　概要
　当該遺跡及び周辺の確認調査では、古代以降と思しき遺構が確認されている。遺構の種類は道路状遺
構、溝状遺構及び土坑である。土坑は円形土坑であり、中近世以降に位置付けられるのが一般的である。
遺物も古代のものは出土していない。

２　遺構
（１）　溝状遺構（第194・195図　第48表）
　確認調査テストピット₂₇内において、溝状遺構を１条確認した。暗褐色土層上面にて確認されたが、
カワゴ平パミスを含む層よりも上位から掘り込まれていたとする調査時の所見から、所属時期は古代以
降とされている。円形土坑と同時期か。

（２）　土坑（第191～196図　第48表　写真図版62・63）
　当該遺跡及び周辺の確認調査では₂₆基の土坑が確認されている。全て円形土坑である。土坑の径は
₀．₆₁～₁．₃₁ｍで、約₁．₀～₁．₃ｍ程度に計測値が集中する。これらの土坑は３－１区ＢＱ・ＢＲ₀₆グリッ
ド付近で、等高線と交差するように列状に分布する。また３－２区ＢＭ₀₉グリッド付近でも分布が集中
する。

（３）　道路状遺構（第193・195図　第48表　写真図版63）
　３－２区調査区南壁に沿って硬化域が広がる状況が、黒色土上面で確認されている。中近世以降の道
路状遺構と考える。

第48表　中近世以降の遺構計測表
報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

14号土坑 SF01 BS-06 NSC 1.10 1.02 0.34

15号土坑 SF06 BR-07 NSC 1.19 1.17 0.19

16号土坑 SF08 BR-06 NSC 1.14 1.08 0.38

17号土坑 SF07 BR-07 NSC 1.15 1.13 0.38

18号土坑 SF09 BR-06 NSC 1.14 1.05 0.13

19号土坑 SF10 BR-06 NSC 1.24 1.21 0.58

20号土坑 SF11 BQ-06 NSC 1.06 1.00 0.34

21号土坑 SF12 BQ-06 NSC 1.18 1.18 0.59

22号土坑 SF14 BQ-07 NSC 0.88 0.79 0.10

23号土坑 SF13 BQ-06 NSC 1.25 1.13 0.50

24号土坑 SF15 BP-07 NSC 1.15 1.10 0.67

25号土坑 SF16 BO-07 NSC 1.17 1.08 0.48

26号土坑 SF30 BN-07 NSC 1.31 1.22 0.29

27号土坑 SF29 BN-07 NSC 0.90 0.81 0.12

28号土坑 SF28 BM-08 NSC 1.23 1.14 0.24

29号土坑 SF27 BM-09 NSC 1.03 0.99 0.26

30号土坑 SF26 BM-09 NSC 0.76 0.69 0.18

31号土坑 SF25 BM-09 NSC 0.62 0.61 0.16

32号土坑 SF24 BM-09 NSC 1.26 1.18 0.34

33号土坑 SF23 BM-09 NSC 0.98 0.97 0.33

34号土坑 SF22 BM-09 NSC 0.85 0.82 0.26

35号土坑 SF17 BK-02 NSC 1.11 1.11 0.14

36号土坑 SF18 BK-01 NSC 1.09 1.08 0.14

37号土坑 SF19 BK-02 NSC 1.14 1.07 0.24

38号土坑 SF02 BY-14 NSC 0.82 0.63 0.08

39号土坑 SF03 BY-14 NSC 1.18 1.14 0.37

４号溝 SD10 BK-01 AN 2.93 0.63 0.19

道路状遺構 SR01 BM-08 黒色土 17.82 1.05 1.41
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①黒褐色土 炭化物粒が少量混じる。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。
③黒褐色土 
④黒褐色土 上層より明色。
⑤暗褐色土 NSC層土の崩落土。

①黒褐色土 ロームブロックを少量含む。炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 
③黒褐色土 上層よりやや暗色。
④黒褐色土 上層より暗色。

①黒褐色土 ロームブロックを含む。炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。上層より色調が明るい。
③黒色土 炭化物が混じる。

①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。
　         炭化物が少量混じる。
③黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
④黒褐色土 上層より暗色。

①黒褐色土 下層より明色。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。上層より色調やや暗い。
③黒褐色土 ロームブロックを含む。

①黒褐色土 ロームブロックを含む。炭化物が僅かに混じる。

①黒褐色土 白色パミスを少量含む。
           炭化物が少量混じる。
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14号土坑 15号土坑

18号土坑17号土坑
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②
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①

①

①黒褐色土 炭化物粒が少量混じる。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。
③黒褐色土 
④黒褐色土 上層より明色。
⑤暗褐色土 NSC層土の崩落土。

①黒褐色土 ロームブロックを少量含む。炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 
③黒褐色土 上層よりやや暗色。
④黒褐色土 上層より暗色。

①黒褐色土 ロームブロックを含む。炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。上層より色調が明るい。
③黒色土 炭化物が混じる。

①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
②黒褐色土 ロームブロックを含む。
　         炭化物が少量混じる。
③黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
④黒褐色土 上層より暗色。

①黒褐色土 下層より明色。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。上層より色調やや暗い。
③黒褐色土 ロームブロックを含む。

①黒褐色土 ロームブロックを含む。炭化物が僅かに混じる。

①黒褐色土 白色パミスを少量含む。
           炭化物が少量混じる。
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23号土坑 24号土坑 25号土坑

26号土坑 27号土坑 28号土坑

29号土坑 30号土坑 31号土坑

①黒褐色土 白色パミスを少量含む。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。部分的に暗色。
③黒褐色土 ロームブロックを含む。
④黒褐色土 

①暗褐色土 

①暗褐色土
②黒褐色土 

①黒褐色土

①黒褐色土 炭化物が混じる。
②黒褐色土 ①層より暗色。ロームブロックを少量含む。
           炭化物が少量混じる。
③黒褐色土 
④黒褐色土 

①暗褐色土 炭化物が混じる。 
②黒褐色土 

①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
②暗褐色土 

①黒褐色土 
②褐色土

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 
③黒褐色土 ④層より暗色。 
④黒褐色土 NSC層土塊を少量含む。
　         炭化物が僅かに混じる。
⑤黒褐色土 色調暗い。         
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23号土坑 24号土坑 25号土坑

26号土坑 27号土坑 28号土坑

29号土坑 30号土坑 31号土坑

①黒褐色土 白色パミスを少量含む。
②黒褐色土 炭化物が少量混じる。部分的に暗色。
③黒褐色土 ロームブロックを含む。
④黒褐色土 

①暗褐色土 

①暗褐色土
②黒褐色土 

①黒褐色土

①黒褐色土 炭化物が混じる。
②黒褐色土 ①層より暗色。ロームブロックを少量含む。
           炭化物が少量混じる。
③黒褐色土 
④黒褐色土 

①暗褐色土 炭化物が混じる。 
②黒褐色土 

①黒褐色土 炭化物が僅かに混じる。
②暗褐色土 

①黒褐色土 
②褐色土

①黒褐色土 炭化物が少量混じる。
②黒褐色土 
③黒褐色土 ④層より暗色。 
④黒褐色土 NSC層土塊を少量含む。
　         炭化物が僅かに混じる。
⑤黒褐色土 色調暗い。         
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①暗褐色土 炭化物粒が少量混じる。硬化層。
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第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）
第１節　基本層序と土層の堆積状況

　富沢内野山Ⅴ遺跡は愛鷹山東麓に位置するが、第２～４章で触れられた遺跡とは位置的に異なる。富
沢内野山Ⅲ北遺跡及び富沢内野山Ⅳ西遺跡が位置する尾根は、南側を富沢内野山Ⅰ西遺跡が位置する谷
により区切られている。一方、北側の谷は地形的にやや急峻で南東方向に延びている。本章にて触れる
富沢内野山Ⅴ遺跡はこの谷を隔てた北側の尾根上に位置する。この尾根は別の谷地形により切断され、
独立した景観を保っている。尾根上の平坦面は少なく、所謂馬の背状の地形を呈する。
　第₁₉₇図はテストピット₇₅で観察された土層で、当該地区で最も基本的な層序と考えられる。
　１層は表土である。地目は山林であったため、腐食した樹皮・木葉等が地表面近くで観察される。
　２層は新期スコリア層とし、仙石スコリアや砂沢スコリアも混在する。他の遺跡同様、明瞭に分層し
得ていない。
　３層はカワゴ平パミスを含む層と報告されている。
　４～６層は愛鷹山基本層序の暗褐色土層・栗色土層・富士黒土層に該当するものと考えられるが、こ
の３層の分離が成し得ていない。それぞれの略号はＡＮ・ＫＵ・ＦＢである。愛鷹山南麓における富士
黒土層には縄文時代早期後半の遺物が包含されている。
　７層は漸移層である。略号はＺＮである。１～７層は現世火山灰腐食土層としてまとめられる。
　８～₁₃層は休場層である。略号はＹＬである。この休場層は部分的に挟まる赤褐色を呈するスコリア
層により分離される。８層：休場層上層（ＹＬＵ）、９層：休場層上部スコリア（ＹＬｓ ₁ ）、₁₀層：休場
層中層（ＹＬＭ）、₁₁層：休場層下部スコリア（ＹＬｓ ₂ ）に分層され、休場層下層（ＹＬＬ）は締りの有無
により₁₂層（ソフトローム）、₁₃層（ハードローム、ややスコリア質）に分層される。なおこの富沢内野山
Ⅴ遺跡では休場層中層付近に文化層の設定が可能である。
　₁₄層は第Ⅰスコリア層である。略号はＳＣⅠである。本来ならこの層位の上位に休場層直下黒色帯（Ｂ
Ｂ ₀ ）が堆積しているが、当該遺跡ではＣＢ₂₅グリット付近のみ認められる。
　₁₅層は第Ⅰ黒色帯である。略号はＢＢⅠである。
　₁₆・₁₇層はニセローム層である。略号はＮＬである。スコリア質が特徴的なニセローム層上部と、姶
良丹沢広域火山灰（ＡＴ）を多く含むニセローム層下部に分離が可能で、前者を₁₆層、後者を₁₇層として
いる。
　₁₈層は第Ⅱ黒色帯に該当し、略号はＢＢⅡである。₁₉層は第Ⅱスコリア層に該当し、略号はＳＣⅡで
ある。₂₀層は第Ⅲ黒色帯に該当し、略号はＢＢⅢである。₂₁層は第Ⅲスコリア帯第 ₁ スコリア帯に該当
し、略号はＳＣⅢｓ ₁ である。₂₂層は第Ⅲスコリア帯第 ₁ 黒色帯で、略号はＳＣⅢｂ ₁ である。₂₃層は
第Ⅲスコリア帯第 ₂ スコリア帯に該当し、略号はＳＣⅢｂ ₂ である。₂₄層は第Ⅲスコリア帯第 ₂ 黒色帯
と第 ₃ スコリア帯の混合層と現地で判断された。略号は前者がＳＣⅢｂ ₂ 、後者はＳＣⅢｓ ₃ である。
₂₅層は第Ⅲスコリア帯第 ₄ スコリア帯に該当し、略号はＳＣⅢｓ ₄ である。₂₆層は第Ⅳ黒色帯に該当し、
略号はＢＢⅣである。₂₇層は第Ⅴ黒色帯から第Ⅶ黒色帯までの混合層と現地で判断された。略号はＢＢ
Ⅴ～ＢＢⅦである。₂₈層は中部ローム層に該当する。
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第２節　旧石器時代の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅴ遺跡は前節でも述べているように、独立した尾根上に位置している。この遺跡の範囲内
に該当するＣＲ₃₆地点６区として設定された調査区は、この尾根頂部から東側にかけての区域に該当す
る。この尾根自体は緩やかに東へ標高値を減じつつも平坦な土地が展開する。調査の結果、休場層を中
心に旧石器時代の遺構と遺物が確認されている。遺構は礫群が主体である。礫群は被熱に由来するもの
と考えられる赤化礫を主体とする。
　この富沢内野山Ⅴ遺跡の調査の結果では、旧石器時代の遺構・遺物は第Ⅰ黒色帯より下位では未確認
のまま終了している。石器もまた多く出土し、石器は礫群とほぼ同一地点で出土したため、遺物集中地
点という理解も可能であるが、富沢内野山Ⅰ西遺跡と同様、礫群を基調とした報告を行う。なお礫群・
石器の検討・分類については、平成₂₃年度に柴田亮平の教示のもと西田真由子が行い、勝又が文章化し
ている。

２　遺構
（１）　礫群
１号礫群（第198・199図　第49・52表）
　当該礫群はＣＢ₂₄・₂₅グリッドに位置し、礫６点で構成される。礫は主として休場層直下黒色帯にて
出土している。礫はいずれも赤化礫である。この礫群は調査区北壁際で確認され、本来的には調査区外
へ拡がる可能性がある。

２号礫群（第198・199図　第49・52表　写真図版74）
　当該礫群はＣＢ₂₇グリッド南西隅に位置し、礫６点で構成され、このうち５点は赤化礫である。これ
ら礫は主として休場層中層から上層にかけて出土している。この礫群及び南側に位置する３号礫群は尾
根頂部から緩やかに傾斜し始める箇所に展開する。周囲で石器の出土が認められるため、併せて石器ブ
ロックと設定することも可能である。

３号礫群（第198・199図　第49・52表）
　当該礫群はＣＡ₂₆・₂₇グリッドに位置し、礫₃₂点で構成され、このうち₂₉点は赤化礫である。礫は主
に休場層中層から上層にかけて出土している。この礫群は調査区南壁際に位置し、その範囲が更に拡が
る可能性がある。また石器の出土範囲と合致するため、石器ブロックと設定することも可能である。

４号礫群（第198・199図　第49・52表）
　当該礫群はＣＡ₂₈グリッドに位置している。礫₁₃点で構成される。礫は主として休場層上層にて出土
している。礫はいずれも赤化礫である。礫群は３号礫群から東へ約７ｍの位置にあり、調査区南側へ拡
がる可能性を持つ。

５号礫群（第198・199図　第49・52表）
　当該礫群はＣＡ₂₉グリッドに位置している。礫４点で構成される。礫は主として休場層上層で出土し
ている。礫はいずれも赤化礫である。この礫群は１～４号礫群から離れ、石錐が１点出土している。
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第202図　旧石器時代石器
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8　石刃  流紋岩
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 　黒曜石　天城柏峠

6　使用痕剝片
 　黒曜石　箱根畑宿
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11 石核
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石器ブロック（第200・201図）
　石器はＣＡ・ＣＢ₂₆・₂₇グリッドの主に休場層上層にて出土する。その出土地点は２・３号礫群の範
囲と重複する。出土石器は剝片が多いが、石刃・細石刃等も確認される。石器の石材は黒曜石が主体で、
神津島恩馳島産がやや多い。３号礫群には諏訪星ヶ台産黒曜石の石核が１点出土している。また３号礫
群東側にも剝片等の散布が確認され、石器ブロックとして設定が可能である。

（２）　遺物（第200～202図　第50・51表　写真図版75）
　１～₁₂は第Ⅰスコリア層から栗色土層にて出土した石器である。１・２は尖頭器か。石材は共に黒曜
石で、前者は神津島恩馳島産、後者は箱根畑宿産である。１は下半部が折損した資料である。両面共に
素材面、自然面が残置し、側縁のみ剥離調整による加工が施されている。２もまた下半部が折損してい
る。両面共に素材面が残置し、先端部に細かい剥離を加えた部分調整の尖頭器である。３は抉入削器か。
ホルンフェルスを石材とする。一部に自然面が残置し、片側側縁に抉りを入れている。４は石錐か。一
部自然面が残置する。５は楔形石器か。天城柏峠産黒曜石を石材とする。６は使用痕剝片で、箱根畑宿
産黒曜石を石材とする。縁辺に僅かであるが微細な剥離が見られる。７・８は石刃である。前者はホル
ンフェルス、後者は流紋岩を石材とする。両者とも打面部は残置する。９は細石刃である。諏訪星ヶ台
産黒曜石を石材とする。₁₁は石核か。諏訪星ヶ台産黒曜石を石材とする。側縁の一部に微細な剥離が観
察される。₁₂は磨敲石である。デイサイトを石材としている。棒状の礫を利用し、上下端部に敲打痕が
見られる。

第49表　旧石器時代礫属性表

礫群番号
構成
礫数

赤化 形態 石材

完形 非完形 亜
角

亜
円

円
玄
武
岩

多
孔
質

玄
武
岩

輝
石

安
山
岩

多
孔
質

安
山
岩

デ
イ

サ
イ
ト

頁
岩

細
粒

砂
岩非赤化 赤化 非赤化 赤化１ 赤化２

１号礫群 6 3 2 1 6 2 4

２号礫群 6 2 1 2 1 5 1 1 4 1

３号礫群 32 1 14 2 12 3 23 7 2 4 1 22 4 1

４号礫群 13 2 7 4 12 1 1 1 9 1 1

５号礫群 4 1 3 1 2 1 2 1 1

遺構外 32 9 1 20 2 24 8 8 21 3

計 93 1 31 4 46 11 71 18 4 18 2 61 9 1 1 1

第50表　旧石器時代石器組成表

尖
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剝
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砕
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錐

磨
敲
石

台
石
・
石
皿
類

計

黒
曜
石

天城柏峠 AGKT 1 1 1 3

箱根畑宿 HNHJ 2 1 1 4

神津島恩馳島 KZOB 1 1 7 2 11

諏訪星ヶ台 SWHD 1 1 1 3

和田鷹山 WDTY 2 2

産地不明 2 2

黒曜石計 3 1 1 2 1 11 5 1 25

ガラス質黒色安山岩 GAn 4 4

輝石安山岩 An（Py） 1 1

デイサイト Da 1 1

流紋岩 Rhy 1 1

ホルンフェルス Hor 1 1 4 6

頁岩 Sh 1 1

計 3 1 1 1 2 2 1 20 5 1 1 1 39
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1
5
3
 

1
1
9
3
1

Y
L
U

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
B
-
2
7

5
5
.
3
0

6
7
.
3
0

2
5
.
3
0

1
1
2
.
8
9

-
9
1
5
2
5
.
8
5
6
 

3
6
2
2
1
.
7
7
7
 

1
8
7
.
1
4
1
 

1
1
9
3
2

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
4
8

産
地
不
明

C
B
-
2
7

0
.
3
7

0
.
6
4

0
.
0
7

0
.
0
2

-
9
1
5
2
8
.
3
9
0
 

3
6
2
2
3
.
0
7
2
 

1
8
7
.
1
5
8
 

1
1
9
3
5

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
4
9

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
7

1
.
1
7

0
.
9
6

0
.
2
4

0
.
2
8

-
9
1
5
2
9
.
4
8
5
 

3
6
2
2
1
.
7
7
9
 

1
8
7
.
0
1
4
 

1
1
9
5
0

Y
L
U

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
A
-
2
6

7
.
7
6

4
.
9
2

1
.
2
2

4
3
.
1
1

-
9
1
5
3
4
.
2
5
5
 

3
6
2
1
4
.
1
9
3
 

1
8
7
.
2
8
4
 

1
1
9
5
2

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
5
0

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
6
1

1
.
4
9

0
.
3
7

0
.
7
3

-
9
1
5
3
4
.
2
5
7
 

3
6
2
1
9
.
7
7
2
 

1
8
7
.
1
6
4
 

1
1
9
5
5

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
3

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
2
4

0
.
7
2

0
.
2
0

0
.
1
7

-
9
1
5
3
4
.
7
1
8
 

3
6
2
1
9
.
9
7
2
 

1
8
7
.
0
4
3
 

1
1
9
5
6

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
4

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
9
1

1
.
6
5

0
.
6
4

1
.
1
2

-
9
1
5
3
2
.
7
3
0
 

3
6
2
1
1
.
2
9
0
 

1
8
7
.
4
9
2
 

1
1
9
5
7

Y
L
M

砕
片

黒
曜
石

1
5
5

天
城
柏
峠

C
A
-
2
6

0
.
4
7

0
.
5
2

0
.
0
9

0
.
0
3

-
9
1
5
3
1
.
5
4
5
 

3
6
2
1
1
.
8
7
5
 

1
8
7
.
5
8
2
 

1
1
9
5
8

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
6

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

2
.
4
6

1
.
1
7

0
.
5
5

1
.
0
9

-
9
1
5
3
0
.
9
2
7
 

3
6
2
1
1
.
2
5
2
 

1
8
7
.
5
9
4
 

1
1
9
6
3

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
5
7

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
6

-
-

-
-

-
9
1
5
2
8
.
0
6
7
 

3
6
2
1
7
.
5
9
5
 

1
8
7
.
4
1
0
 

1
1
9
6
4

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
5
8

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
6

0
.
5
4

1
.
3
1

0
.
3
5

0
.
1
6

-
9
1
5
2
8
.
0
9
7
 

3
6
2
1
8
.
0
6
3
 

1
8
7
.
3
9
0
 

1
1
9
6
5

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
B
-
2
6

2
.
9
5

4
.
1
5

0
.
9
4

1
0
.
0
7

-
9
1
5
2
6
.
4
6
5
 

3
6
2
1
8
.
9
1
1
 

1
8
7
.
1
7
2
 

1
1
9
6
6

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
B
-
2
6

3
.
5
2

1
.
6
8

0
.
5
4

3
.
7
9

-
9
1
5
2
4
.
8
9
8
 

3
6
2
1
8
.
7
7
0
 

1
8
7
.
3
4
7
 

1
1
9
6
9

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
9

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
5

1
.
2
3

0
.
9
1

0
.
5
0

0
.
4
4

-
9
1
5
3
3
.
5
9
7
 

3
6
2
0
9
.
9
4
6
 

1
8
7
.
4
7
9
 

1
1
9
7
0

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
A
-
2
5

1
.
4
5

0
.
6
6

0
.
1
5

0
.
1
7

-
9
1
5
3
3
.
1
8
4
 

3
6
2
0
9
.
5
3
7
 

1
8
7
.
5
3
2
 

1
1
9
7
4

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
B
-
2
5

（
4
.
6
9
）

2
.
5
4

0
.
9
8

1
3
.
2
2

-
9
1
5
2
9
.
5
4
2
 

3
6
2
0
8
.
4
2
8
 

1
8
7
.
6
2
6
 

1
1
9
1
7

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

1
1
6

C
A
-
2
7

-
-

-
-

-
9
1
5
3
4
.
0
5
6
 

3
6
2
2
3
.
4
2
8
 

1
8
7
.
0
1
1
 

1
1
9
8
7

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

1
1
6

C
A
-
2
7

5
.
4
1

3
.
9
0

1
.
9
0

3
8
.
2
6

-
9
1
5
3
4
.
0
4
4
 

3
6
2
2
3
.
4
1
5
 

1
8
6
.
9
8
9
 

遺
構
名

遺
物

番
号

枝 番
層
位

石
材

礫
形
態

接
合

番
号

グ
リ
ッ
ド

被
熱

完
形

長
さ

（
c
m
）

幅
（

c
m
）

厚
さ

（
c
m
）

重
量

（
g
）

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

Ｚ
座

標

１
号
礫
群

1
1
9
7
5

B
B
0

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
5

○
7
.
2
 

5
.
8
 

4
.
8
 

-
-
9
1
5
2
8
.
1
8
5
 

3
6
2
0
0
.
5
3
0
 

1
8
7
.
4
0
8
 

１
号
礫
群

1
1
9
7
6

B
B
0

玄
武
岩

亜
角

C
B
-
2
5

○
7
.
3
 

5
.
5
 

4
.
2
 

2
0

-
9
1
5
2
8
.
3
4
2
 

3
6
2
0
0
.
5
7
3
 

1
8
7
.
4
2
9
 

１
号
礫
群

1
1
9
7
7

B
B
0

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
5

○
7
.
7
 

7
.
0
 

2
.
5
 

8
0

-
9
1
5
2
8
.
2
1
9
 

3
6
2
0
0
.
8
3
9
 

1
8
7
.
4
2
6
 

１
号
礫
群

1
1
9
8
0

B
B
0

玄
武
岩

亜
角

C
B
-
2
4

○
○

7
.
3
 

6
.
3
 

2
.
9
 

7
0

-
9
1
5
2
8
.
6
0
6
 

3
6
1
9
9
.
8
0
6
 

1
8
7
.
4
2
0
 

１
号
礫
群

1
1
9
8
1

B
B
0

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
4

○
○

9
.
2
 

7
.
0
 

2
.
0
 

1
6
0

-
9
1
5
2
8
.
4
4
8
 

3
6
1
9
9
.
9
0
4
 

1
8
7
.
4
4
1
 

１
号
礫
群

1
1
9
8
2

B
B
0

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
4

○
○

9
.
8
 

6
.
5
 

2
.
1
 

1
9
0

-
9
1
5
2
8
.
1
7
7
 

3
6
1
9
9
.
9
2
0
 

1
8
7
.
4
4
0
 

２
号
礫
群

1
1
9
2
6

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
7

○
○

7
.
3
 

5
.
7
 

5
.
1
 

2
9
0

-
9
1
5
2
9
.
1
4
9
 

3
6
2
2
1
.
5
6
3
 

1
8
7
.
1
5
6
 

２
号
礫
群

1
1
9
2
7

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
7

3
.
0
 

2
.
6
 

1
.
5
 

2
9
0

-
9
1
5
2
6
.
7
9
2
 

3
6
2
2
1
.
9
1
3
 

1
8
7
.
1
6
2
 

２
号
礫
群

1
1
9
2
8

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
7

○
8
.
9
 

7
.
1
 

4
.
0
 

9
8
0

-
9
1
5
2
6
.
5
6
3
 

3
6
2
2
1
.
7
1
2
 

1
8
7
.
2
0
7
 

２
号
礫
群

1
1
9
3
0

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
7

○
5
.
4
 

2
.
8
 

2
.
4
 

1
9
7
0

-
9
1
5
2
7
.
3
4
9
 

3
6
2
2
0
.
4
0
2
 

1
8
7
.
2
9
5
 

２
号
礫
群

1
1
9
3
4

Y
L
M

頁
岩

円
C
B
-
2
7

○
0
.
9
 

0
.
9
 

0
.
6
 

5
4
0

-
9
1
5
2
9
.
5
7
8
 

3
6
2
2
1
.
8
8
1
 

1
8
7
.
0
8
8
 

２
号
礫
群

1
1
9
3
7

Y
L
M

玄
武
岩

亜
角

C
B
-
2
7

○
○

1
0
.
1
 

6
.
4
 

5
.
8
 

7
0
0

-
9
1
5
2
9
.
2
2
0
 

3
6
2
2
1
.
5
7
6
 

1
8
7
.
0
8
4
 

３
号
礫
群

3
5
8
2

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
1
5
.
1
 

9
.
4
 

8
.
0
 

4
6
0

-
9
1
5
3
2
.
3
7
6
 

3
6
2
2
2
.
5
8
8
 

1
8
7
.
1
4
7
 

３
号
礫
群

1
0
2
1
3

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
7
.
5
 

6
.
1
 

3
.
4
 

1
1
0

-
9
1
5
3
2
.
7
1
0
 

3
6
2
2
3
.
1
0
9
 

1
8
7
.
0
2
5
 

３
号
礫
群

1
1
7
9
7

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
○

5
.
5
 

5
.
3
 

4
.
1
 

4
2
0

-
9
1
5
3
1
.
9
2
6
 

3
6
2
2
0
.
1
5
0
 

1
8
7
.
1
1
9
 

３
号
礫
群

1
1
7
9
8

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
6

○
1
0
.
4
 

8
.
6
 

7
.
4
 

4
0
0

-
9
1
5
3
1
.
8
1
3
 

3
6
2
1
9
.
8
5
5
 

1
8
7
.
1
6
9
 

３
号
礫
群

1
1
7
9
9

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
6

○
5
.
5
 

3
.
5
 

1
.
4
 

4
6
0

-
9
1
5
3
1
.
7
3
5
 

3
6
2
1
9
.
5
1
7
 

1
8
7
.
1
9
2
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
1

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
○

1
1
.
5
 

9
.
6
 

4
.
1
 

1
3
2
0

-
9
1
5
3
5
.
1
3
8
 

3
6
2
2
2
.
5
8
2
 

1
8
6
.
9
7
4
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
2

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
1
0
.
9
 

8
.
6
 

2
.
1
 

3
6
0

-
9
1
5
3
4
.
8
0
4
 

3
6
2
2
2
.
8
8
7
 

1
8
7
.
0
7
9
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
3

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

5
.
8
 

4
.
2
 

3
.
2
 

2
9
0

-
9
1
5
3
5
.
1
2
3
 

3
6
2
2
2
.
8
0
3
 

1
8
6
.
9
8
7
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
4

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
○

6
.
8
 

5
.
9
 

3
.
4
 

5
9
0

-
9
1
5
3
5
.
3
1
3
 

3
6
2
2
2
.
7
3
3
 

1
8
7
.
0
7
6
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
5

Y
L
U

細
粒
砂
岩

円
C
A
-
2
7

○
2
.
4
 

1
.
9
 

1
.
3
 

1
5
0

-
9
1
5
3
5
.
4
9
3
 

3
6
2
2
3
.
4
8
6
 

1
8
7
.
0
4
8
 

３
号
礫
群

1
1
8
0
7

Y
L
U

輝
石
安
山
岩

円
C
A
-
2
7

○
○

1
3
.
1
 

7
.
7
 

5
.
8
 

8
0

-
9
1
5
3
5
.
1
9
4
 

3
6
2
2
2
.
6
5
9
 

1
8
7
.
0
2
3
 

３
号
礫
群

1
1
9
1
2

Y
L
M

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
○

7
.
6
 

6
.
2
 

4
.
0
 

1
9
0

-
9
1
5
3
3
.
6
1
0
 

3
6
2
2
2
.
7
6
2
 

1
8
7
.
0
4
3
 

３
号
礫
群

1
1
9
1
3

Y
L
M

輝
石
安
山
岩

亜
円

C
A
-
2
7

○
7
.
5
 

6
.
5
 

2
.
8
 

6
0

-
9
1
5
3
3
.
7
9
5
 

3
6
2
2
1
.
8
8
6
 

1
8
7
.
0
9
6
 

３
号
礫
群

1
1
9
1
4

Y
L
M

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
A
-
2
7

○
○

6
.
5
 

5
.
0
 

4
.
5
 

3
9
0

-
9
1
5
3
4
.
0
5
9
 

3
6
2
2
0
.
5
4
6
 

1
8
7
.
0
5
9
 

３
号
礫
群

1
1
9
1
5

Y
L
M

多
孔
質
安
山
岩

亜
円

C
A
-
2
7

○
○

1
0
.
5
 

7
.
3
 

5
.
6
 

3
3
2

-
9
1
5
3
3
.
8
1
8
 

3
6
2
2
0
.
3
1
5
 

1
8
7
.
1
1
8
 

第
5
1
表
　
旧
石
器
時
代
石
器
一
覧
表

第
5
2
表
　
旧
石
器
時
代
礫
一
覧
表

遺
構

名
遺

物
番

号
枝 番

層
位

石
材

礫
形

態
接

合
番

号
グ

リ
ッ

ド
被

熱
完

形
長

さ
（

c
m
）

幅
（

c
m
）

厚
さ

（
c
m
）

重
量

（
g
）

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

Ｚ
座

標

３
号

礫
群

1
1
9
1
6

Y
L
M

輝
石

安
山

岩
亜

円
C
A
-
2
7

8
.
4
 

6
.
0
 

2
.
3
 

3
3
1

-
9
1
5
3
3
.
4
1
9
 

3
6
2
2
0
.
2
7
8
 

1
8
7
.
1
0
8
 

３
号

礫
群

1
1
9
2
0

Y
L
U

輝
石

安
山

岩
亜

角
C
A
-
2
7

○
1
1
.
1
 

7
.
5
 

4
.
5
 

-
-
9
1
5
3
4
.
8
4
0
 

3
6
2
2
1
.
0
7
9
 

1
8
7
.
1
4
1
 

３
号

礫
群

1
1
9
2
1

Y
L
U

輝
石

安
山

岩
亜

角
C
A
-
2
7

○
1
1
.
6
 

1
0
.
6
 

2
.
0
 

7
0

-
9
1
5
3
4
.
6
9
6
 

3
6
2
2
1
.
1
0
1
 

1
8
7
.
1
1
0
 

３
号

礫
群

1
1
9
2
3

Y
L
U

輝
石

安
山

岩
亜

角
C
A
-
2
7

○
○

9
.
6
 

6
.
1
 

3
.
9
 

8
0

-
9
1
5
3
4
.
1
5
3
 

3
6
2
2
3
.
3
5
2
 

1
8
7
.
1
2
6
 

３
号

礫
群

1
1
9
3
8

Y
L
U

輝
石

安
山

岩
亜

角
C
A
-
2
6

○
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.
7
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5
0

-
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1
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.
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1
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1
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5
 

1
1
9
4
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-
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.
1
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.
1
 

8
0

-
9
1
5
3
2
.
4
3
4 

3
6
2
1
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.
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1
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5
 

1
1
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4
9
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U

輝
石

安
山

岩
亜

円
C
A
-
2
6

○
1
0
.
5
 

6
.
9
 

4
.
8
 

1
9
0

-
9
1
5
3
3
.
5
4
9
 

3
6
2
1
3
.
8
3
4
 

1
8
7
.
3
3
8
 

1
1
9
5
1

Y
L
U

輝
石

安
山

岩
亜

角
C
A
-
2
6

○
7
.
3
 

5
.
5
 

2
.
1
 

6
0

-
9
1
5
3
3
.
1
0
8
 

3
6
2
1
2
.
1
4
7
 

1
8
7
.
4
8
9
 

1
1
9
6
7

Y
L
M

玄
武

岩
亜

角
C
B
-
2
6

○
9
.
5
 

8
.
8
 

5
.
9
 

3
9
0

-
9
1
5
2
5
.
1
4
9
 

3
6
2
1
8
.
3
9
5
 

1
8
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.
2
6
2
 

1
1
9
6
8
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M

輝
石

安
山

岩
亜

円
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B
-
2
6

○
1
1
.
2
 

1
1
.
0
 

4
.
4
 

3
3
1

-
9
1
5
2
5
.
5
9
6
 

3
6
2
1
8
.
9
8
5
 

1
8
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.
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1
1
9
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1
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石

安
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岩
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角
C
A
-
2
5

○
8
.
4
 

3
.
8
 

3
.
6
 

-
-
9
1
5
3
2
.
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3
9
 

3
6
2
0
4
.
7
9
7
 

1
8
7
.
3
5
7
 

1
1
9
7
3

Y
L
M

多
孔

質
安

山
岩

亜
円

C
B
-
2
5

○
○

5
.
5
 

4
.
3
 

3
.
5
 

7
0

-
9
1
5
2
7
.
9
4
0
 

3
6
2
0
9
.
5
8
3
 

1
8
7
.
7
0
5
 

1
1
9
9
8

B
B
Ⅰ

玄
武

岩
亜

角
C
A
-
2
5

○
2
4
.
9
 

1
9
.
1
 

5
.
1
 

8
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-
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2
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9
4
6
 

3
6
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0
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.
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5
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.
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-
」

は
計

測
不

能
或

い
は

不
明

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）

⊖ 244 ⊖

挿
図

番
号

遺
物

番
号

枝 番
層
位

器
種

石
材

o
b

分
析

番
号

原
産
地
名

接
合

番
号

グ
リ

ッ
ド

長
さ

（
c
m
）

幅
（

c
m
）

厚
さ

（
c
m
）

重
量

（
g
）

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

Ｚ
座

標

1
3
4
0
3

K
U

尖
頭
器

黒
曜
石

2
6
4

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
7

（
4
.
2
1
）

2
.
9
7

1
.
5
7

1
3
.
1
2

-
9
1
5
3
2
.
0
8
1

3
6
2
2
1
.
7
0
3

1
8
7
.
6
1
2

2
1
0
6
7
2

K
U

尖
頭
器

黒
曜
石

2
6
5

箱
根
畑
宿

C
A
-
2
8

（
2
.
4
8
）

1
.
6
2

0
.
5
1

1
.
9
0

-
9
1
5
3
5
.
7
3
0

3
6
2
3
4
.
5
2
0

1
8
7
.
0
9
0

3
1
1
9
0
3

Y
L
U

抉
入
削
器

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
A
-
2
8

2
.
8
4

2
.
2
5

1
.
2
1

7
.
4
8

-
9
1
5
3
4
.
8
7
7

3
6
2
3
1
.
3
7
5

1
8
6
.
8
5
2

4
1
1
7
0
8

Y
L
U

石
錐

黒
曜
石

1
4
3

諏
訪
星
ヶ
台

C
A
-
2
9

2
.
6
9

1
.
2
0

1
.
0
3

2
.
9
4

-
9
1
5
3
6
.
0
8
4

3
6
2
4
6
.
2
6
2

1
8
6
.
0
7
8

5
1
1
9
5
4

Y
L
U

楔
形
石
器

黒
曜
石

1
5
2

天
城
柏
峠

C
A
-
2
6

1
.
9
5

2
.
2
9

0
.
8
2

4
.
0
5

-
9
1
5
3
1
.
6
1
2

3
6
2
1
6
.
9
9
7

1
8
7
.
2
8
8

6
1
1
9
7
2

S
C
Ⅰ

使
用
痕
剝
片

黒
曜
石

1
6
0

箱
根
畑
宿

C
A
-
2
5

（
3
.
4
5
）

2
.
2
2

1
.
0
3

7
.
4
7

-
9
1
5
3
1
.
5
7
1

3
6
2
0
4
.
3
5
1

1
8
7
.
1
6
0

7
9
5
6
2

K
U

石
刃

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
A
-
2
8

（
6
.
3
0
）

2
.
7
0

0
.
9
7

1
4
.
0
4

-
9
1
5
3
6
.
3
3
6

3
6
2
3
8
.
1
5
0

1
8
7
.
2
6
2

8
1
1
9
3
3

Y
L
M

石
刃

流
紋
岩

C
B
-
2
7

6
.
1
7

3
.
3
0

0
.
7
8

1
5
.
8
7

-
9
1
5
2
6
.
9
9
0

3
6
2
2
6
.
1
5
5

1
8
6
.
8
1
2

9
9
6
6
1

K
U

細
石
刃

黒
曜
石

2
4
8

諏
訪
星
ヶ
台

C
A
-
2
6

（
1
.
8
2
）

0
.
8
1

0
.
2
3

0
.
4
0

-
9
1
5
3
2
.
0
7
8

3
6
2
1
8
.
5
9
2

1
8
7
.
5
7
0

1
0

1
1
6
8
1

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
3
9

箱
根
畑
宿

C
A
-
2
6

1
.
7
3

1
.
0
7

0
.
4
9

0
.
8
4

-
9
1
5
3
2
.
8
2
1

3
6
2
1
9
.
5
3
3

1
8
7
.
2
4
9

1
1

1
1
9
5
3

Y
L
U

石
核

黒
曜
石

1
5
1

諏
訪
星
ヶ
台

C
A
-
2
6

2
.
2
1

3
.
4
5

1
.
3
5

6
.
4
4

-
9
1
5
3
3
.
9
1
5

3
6
2
1
9
.
7
3
0

1
8
7
.
1
6
0

1
2

1
1
9
0
4

Y
L
U

磨
敲
石

デ
イ
サ
イ
ト

C
A
-
2
8

1
3
.
8
0

6
.
7
7

6
.
8
0

8
5
3
.
8

-
9
1
5
3
5
.
1
5
6

3
6
2
3
0
.
0
8
1

1
8
6
.
8
3
3

1
0
0
8
4

K
U

細
石
刃

黒
曜
石

2
4
9

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
7

（
1
.
1
9
）

0
.
8

0
.
1
7

0
.
1
5

-
9
1
5
2
9
.
1
4
0

3
6
2
2
2
.
1
4
8

1
8
7
.
4
6
0

1
0
4
6
5

Y
L
U

剝
片

頁
岩

C
A
-
2
9

7
.
2
0

1
.
9
2

0
.
7
5

9
.
5
0

-
9
1
5
3
5
.
7
1
1

3
6
2
4
1
.
9
2
5

1
8
6
.
2
0
1

1
1
2
3
5

Z
N

尖
頭
器

黒
曜
石

5
4

箱
根
畑
宿

C
B
-
2
6

3
.
2
5

1
.
1
8

0
.
6
8

2
.
1
1

-
9
1
5
2
5
.
1
0
0

3
6
2
1
8
.
0
6
5

1
8
7
.
5
3
8

1
1
6
8
3

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
4
0

産
地
不
明

C
A
-
2
6

0
.
5
2

0
.
3
5

0
.
0
3

0
.
0
1

-
9
1
5
3
1
.
0
1
0

3
6
2
1
3
.
9
6
3

1
8
7
.
5
5
4

1
1
6
8
5

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
4
1

天
城
柏
峠

C
A
-
2
5

2
.
3
4

1
.
4
1

0
.
5
0

1
.
5
6

-
9
1
5
3
2
.
6
7
4

3
6
2
0
7
.
7
6
2

1
8
7
.
5
6
5

1
1
7
2
0

Y
L
U

台
石
・
石
皿
類

輝
石
安
山
岩

C
A
-
2
6

2
2
4

1
9
3

6
8

4
3
0
0

-
9
1
5
3
2
.
5
9
1

3
6
2
1
9
.
4
1
9

1
8
7
.
2
2
8

1
1
8
0
6

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
4
5

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
7

0
.
6
2

0
.
5
6

0
.
1
0

0
.
0
5

-
9
1
5
3
5
.
3
8
5

3
6
2
2
3
.
0
2
5

1
8
7
.
1
5
6

1
1
9
1
8

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
4
6

和
田
鷹
山

C
A
-
2
7

1
.
3
0

0
.
7
0

0
.
1
5

0
.
1
2

-
9
1
5
3
4
.
2
4
0

3
6
2
2
1
.
4
3
0

1
8
7
.
1
6
0

1
1
9
1
9

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
4
7

和
田
鷹
山

C
A
-
2
7

2
.
2
4

1
.
4
1

0
.
2
3

0
.
6
1

-
9
1
5
3
4
.
4
7
3

3
6
2
2
0
.
8
9
5

1
8
7
.
1
5
3

1
1
9
3
1

Y
L
U

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
B
-
2
7

5
5
.
3
0

6
7
.
3
0

2
5
.
3
0

1
1
2
.
8
9

-
9
1
5
2
5
.
8
5
6

3
6
2
2
1
.
7
7
7

1
8
7
.
1
4
1

1
1
9
3
2

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
4
8

産
地
不
明

C
B
-
2
7

0
.
3
7

0
.
6
4

0
.
0
7

0
.
0
2

-
9
1
5
2
8
.
3
9
0

3
6
2
2
3
.
0
7
2

1
8
7
.
1
5
8

1
1
9
3
5

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
4
9

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
7

1
.
1
7

0
.
9
6

0
.
2
4

0
.
2
8

-
9
1
5
2
9
.
4
8
5

3
6
2
2
1
.
7
7
9

1
8
7
.
0
1
4

1
1
9
5
0

Y
L
U

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
A
-
2
6

7
.
7
6

4
.
9
2

1
.
2
2

4
3
.
1
1

-
9
1
5
3
4
.
2
5
5

3
6
2
1
4
.
1
9
3

1
8
7
.
2
8
4

1
1
9
5
2

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
5
0

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
6
1

1
.
4
9

0
.
3
7

0
.
7
3

-
9
1
5
3
4
.
2
5
7

3
6
2
1
9
.
7
7
2

1
8
7
.
1
6
4

1
1
9
5
5

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
3

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
2
4

0
.
7
2

0
.
2
0

0
.
1
7

-
9
1
5
3
4
.
7
1
8

3
6
2
1
9
.
9
7
2

1
8
7
.
0
4
3

1
1
9
5
6

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
4

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

1
.
9
1

1
.
6
5

0
.
6
4

1
.
1
2

-
9
1
5
3
2
.
7
3
0

3
6
2
1
1
.
2
9
0

1
8
7
.
4
9
2

1
1
9
5
7

Y
L
M

砕
片

黒
曜
石

1
5
5

天
城
柏
峠

C
A
-
2
6

0
.
4
7

0
.
5
2

0
.
0
9

0
.
0
3

-
9
1
5
3
1
.
5
4
5

3
6
2
1
1
.
8
7
5

1
8
7
.
5
8
2

1
1
9
5
8

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
6

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
6

2
.
4
6

1
.
1
7

0
.
5
5

1
.
0
9

-
9
1
5
3
0
.
9
2
7

3
6
2
1
1
.
2
5
2

1
8
7
.
5
9
4

1
1
9
6
3

Y
L
U

砕
片

黒
曜
石

1
5
7

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
6

-
-

-
-

-
9
1
5
2
8
.
0
6
7

3
6
2
1
7
.
5
9
5

1
8
7
.
4
1
0

1
1
9
6
4

Y
L
U

剝
片

黒
曜
石

1
5
8

神
津
島
恩
馳
島

C
B
-
2
6

0
.
5
4

1
.
3
1

0
.
3
5

0
.
1
6

-
9
1
5
2
8
.
0
9
7

3
6
2
1
8
.
0
6
3

1
8
7
.
3
9
0

1
1
9
6
5

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
B
-
2
6

2
.
9
5

4
.
1
5

0
.
9
4

1
0
.
0
7

-
9
1
5
2
6
.
4
6
5

3
6
2
1
8
.
9
1
1

1
8
7
.
1
7
2

1
1
9
6
6

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
B
-
2
6

3
.
5
2

1
.
6
8

0
.
5
4

3
.
7
9

-
9
1
5
2
4
.
8
9
8

3
6
2
1
8
.
7
7
0

1
8
7
.
3
4
7

1
1
9
6
9

Y
L
M

剝
片

黒
曜
石

1
5
9

神
津
島
恩
馳
島

C
A
-
2
5

1
.
2
3

0
.
9
1

0
.
5
0

0
.
4
4

-
9
1
5
3
3
.
5
9
7

3
6
2
0
9
.
9
4
6

1
8
7
.
4
7
9

1
1
9
7
0

Y
L
M

剝
片

ガ
ラ
ス
質
黒
色
安
山
岩

C
A
-
2
5

1
.
4
5

0
.
6
6

0
.
1
5

0
.
1
7

-
9
1
5
3
3
.
1
8
4

3
6
2
0
9
.
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3
7

1
8
7
.
5
3
2

1
1
9
7
4

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

C
B
-
2
5

（
4
.
6
9
）

2
.
5
4

0
.
9
8

1
3
.
2
2

-
9
1
5
2
9
.
5
4
2

3
6
2
0
8
.
4
2
8

1
8
7
.
6
2
6

1
1
9
1
7

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

1
1
6

C
A
-
2
7

-
-

-
-

-
9
1
5
3
4
.
0
5
6

3
6
2
2
3
.
4
2
8

1
8
7
.
0
1
1

1
1
9
8
7

Y
L
M

剝
片

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

1
1
6

C
A
-
2
7

5
.
4
1

3
.
9
0

1
.
9
0

3
8
.
2
6

-
9
1
5
3
4
.
0
4
4

3
6
2
2
3
.
4
1
5

1
8
6
.
9
8
9

遺
構
名

遺
物

番
号

枝 番
層
位

石
材

礫
形
態

接
合

番
号

グ
リ
ッ
ド

被
熱

完
形

長
さ

（
c
m
）

幅
（

c
m
）

厚
さ

（
c
m
）

重
量

（
g
）

Ｘ
座

標
Ｙ

座
標

Ｚ
座

標

１
号
礫
群

1
1
9
7
5

B
B
0

輝
石
安
山
岩

亜
角

C
B
-
2
5

○
7
.
2

5
.
8

4
.
8

-
-
9
1
5
2
8
.
1
8
5

3
6
2
0
0
.
5
3
0

1
8
7
.
4
0
8

１
号
礫
群
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第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）
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第３節　縄文時代の遺構と遺物

１　概要
（１）　遺構
　富沢内野山Ⅴ遺跡で確認された縄文時代の遺構は、集石４基、土坑１基、炉跡₁₅基である。これらの
遺構は主にＣＡ₂₈グリッドに多く分布している。特に当該グリッド内に炉跡が集中、且つ重複するもの
が見受けられる。遺跡から南西の方向約₃₃₀ｍの位置にある富沢内野山Ⅳ西遺跡５区でも炉跡群が確認
されるが、時期差こそあれ、該期における生業の類似点を想起させる。

（２）　遺物
　当該遺跡で確認された縄文時代の遺物は草創期～中期の範疇で捉えている。草創期については該期の
石器のみ確認している。当該遺跡での特徴として、出土遺物は早期の押型文土器が中心で、楕円文を施
した土器群が卓越している。谷を挟んだ富沢内野山Ⅲ北遺跡では早期に位置付けられる土器群は僅少で、
また富沢内野山Ⅳ西遺跡では楕円文土器は見受けられず、代わりに山形文を施した土器が多い点とは対
照的である。土器については池谷信之氏・小崎　晋氏に指導を受けた。

２　遺構と遺構内出土遺物
（１）　集石
　当該遺跡では集石が４基確認された。そのうち３基がＣＡ₂₈グリッド付近に分布が偏る。

１号集石（第203・204図　第53表　写真図版73）
　１号集石はＣＡ₂₈グリッドの栗色～富士黒土層上面にて確認された。この集石は礫₁₃₅点及び土坑１
基で構成される。礫の分布範囲は不定形かつ環状で、₂．₁₀ｍ×₁．₉₅ｍを測る。礫分布範囲の南西隅に土
坑が位置する。この土坑にも礫を伴う。土坑の平面は楕円形を呈し、計測値は長径₀．₆₉ｍ、短径₀．₄₈ｍ、
深さ₀．₄₀ｍを測る。覆土は黄褐色～褐色土で褐色スコリア及び炭化物を含み、後者は径３～４㎜程度で
やや多く含むと現地調査時に観察される。底部の形状は丸底に近い。径約₁₅㎝程度の平坦な角礫が伴う。
当該集石の西側には２号炉跡が近接する。

２号集石（第203・204・207図　第53・54表　写真図版73・75）
　２号集石はＣＢ₂₆グリッド南東隅付近の栗色～富士黒土層上面で確認された。この集石は礫₂₉点で構
成される。この遺構は土坑を伴う集石で、平面は楕円形を呈し、計測値は長径₀．₇₀ｍ、短径₀．₆₀ｍ、深
さ₀．₁₆ｍを測る。上端から緩やかに底部に至る。覆土は全体的に炭化物が含まれ、覆土１層は栗色土層
を基調とする。なおこの集石土坑の下位では₁₁号炉跡が検出されており、同一の遺構の可能性も想起さ
れたが、現地調査での所見では別個の遺構と判断がなされた。なお当該集石出土炭化物の放射性炭素年
代測定の結果、₇，₈₉₀±₃₀yrBPという数値が出されている。またこの集石から土器片（₁₅）が出土してい
る。₁₅は口縁部のみの破片資料である。胎土に繊維を多く含む。内外面に条痕文か。口唇部は平坦に仕
上げ、ヘラ状の工具で刻目を施している。所属時期は早期か。

３号集石（第203・204図　第53表）
　３号集石はＣＢ₂₈グリッド南縁の栗色～富士黒土層上面にて確認された。この集石は礫₁₆点で構成さ
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遺構は主にＣＡ₂₈グリッドに多く分布している。特に当該グリッド内に炉跡が集中、且つ重複するもの
が見受けられる。遺跡から南西の方向約₃₃₀ｍの位置にある富沢内野山Ⅳ西遺跡５区でも炉跡群が確認
されるが、時期差こそあれ、該期における生業の類似点を想起させる。

（２）　遺物
　当該遺跡で確認された縄文時代の遺物は草創期～中期の範疇で捉えている。草創期については該期の
石器のみ確認している。当該遺跡での特徴として、出土遺物は早期の押型文土器が中心で、楕円文を施
した土器群が卓越している。谷を挟んだ富沢内野山Ⅲ北遺跡では早期に位置付けられる土器群は僅少で、
また富沢内野山Ⅳ西遺跡では楕円文土器は見受けられず、代わりに山形文を施した土器が多い点とは対
照的である。土器については池谷信之氏・小崎　晋氏に指導を受けた。

２　遺構と遺構内出土遺物
（１）　集石
　当該遺跡では集石が４基確認された。そのうち３基がＣＡ₂₈グリッド付近に分布が偏る。

１号集石（第203・204図　第53表　写真図版73）
　１号集石はＣＡ₂₈グリッドの栗色～富士黒土層上面にて確認された。この集石は礫₁₃₅点及び土坑１
基で構成される。礫の分布範囲は不定形かつ環状で、₂．₁₀ｍ×₁．₉₅ｍを測る。礫分布範囲の南西隅に土
坑が位置する。この土坑にも礫を伴う。土坑の平面は楕円形を呈し、計測値は長径₀．₆₉ｍ、短径₀．₄₈ｍ、
深さ₀．₄₀ｍを測る。覆土は黄褐色～褐色土で褐色スコリア及び炭化物を含み、後者は径３～４㎜程度で
やや多く含むと現地調査時に観察される。底部の形状は丸底に近い。径約₁₅㎝程度の平坦な角礫が伴う。
当該集石の西側には２号炉跡が近接する。

２号集石（第203・204・207図　第53・54表　写真図版73・75）
　２号集石はＣＢ₂₆グリッド南東隅付近の栗色～富士黒土層上面で確認された。この集石は礫₂₉点で構
成される。この遺構は土坑を伴う集石で、平面は楕円形を呈し、計測値は長径₀．₇₀ｍ、短径₀．₆₀ｍ、深
さ₀．₁₆ｍを測る。上端から緩やかに底部に至る。覆土は全体的に炭化物が含まれ、覆土１層は栗色土層
を基調とする。なおこの集石土坑の下位では₁₁号炉跡が検出されており、同一の遺構の可能性も想起さ
れたが、現地調査での所見では別個の遺構と判断がなされた。なお当該集石出土炭化物の放射性炭素年
代測定の結果、₇，₈₉₀±₃₀yrBPという数値が出されている。またこの集石から土器片（₁₅）が出土してい
る。₁₅は口縁部のみの破片資料である。胎土に繊維を多く含む。内外面に条痕文か。口唇部は平坦に仕
上げ、ヘラ状の工具で刻目を施している。所属時期は早期か。

３号集石（第203・204図　第53表）
　３号集石はＣＢ₂₈グリッド南縁の栗色～富士黒土層上面にて確認された。この集石は礫₁₆点で構成さ
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れる。当該集石の南側約５ｍの位置には１号集石が位置し、両集石間には炉跡が多く認められる。当該
集石での礫の散布範囲は₀．₇₉ｍ×₀．₇₂ｍである。礫は₂₀㎝程度の角礫が含まれる。

４号集石（第203・204図　第53表　写真図版73）
　４号集石はＣＡ₂₈グリッドの漸移層中で確認された。この集石は礫６点で構成される。礫は６点折り
重なって確認され、散布範囲は₀．₂₅ｍ×₀．₁₆ｍを測る。なお当該集石の上位は９号炉跡が検出されてお
り、同一遺構の可能性も想起されたが、現地調査での所見では別個の遺構とした判断がなされている。
当該集石周辺は２～５・８・９号炉跡が位置し、何らかの関係を想起させる。

（２）　土坑（第204・206図　第53表）
　１号土坑はＣＡ₂₈グリッドで、２～５・８・９号炉跡が位置する区域の東側に位置する。漸移層で確
認された当該土坑の平面は楕円形を呈し、計測値は長径₀．₅₅ｍ、短径₀．₃₉ｍ、深さ₀．₁₆ｍを測る。底部
は平坦を呈する。

（３）　炉跡（第204・205・207図　第53・54表　写真図版74・75）
　当該遺跡で確認された縄文時代の炉跡は₁₅基を数え、₁₃基確認された富沢内野山Ⅳ西遺跡５区と同様、
濃密な分布を示す。炉跡はＣＡ₂₆グリッドから東側にほぼ満遍なく分布するが、ＣＡ₂₈グリッド内に数
基の炉跡が集中する。大半が栗色～富士黒土層上面にて確認出来る。漸移層・休場層で確認した炉跡も
ある。この場合、覆土が栗色～富士黒土層に由来するものと考えられたため、縄文時代の炉跡として考
えている。
　平面が円～楕円形を呈するのが、１・２・５・₁₁～₁₃号炉跡である。１号炉跡はＣＡ₂₉グリッドで確
認された。現地調査では炉跡東側付近に硬化域が認められている。２号炉跡では土器片₁₆・₁₇が出土し
ている。共に胴部のみの破片資料である。外面の施文は条痕文か。胎土に僅かに繊維が含まれる。焼成・
胎土等の特徴から₁₆・₁₇は同一個体と考えられる。所属時期は早期か。
　平面が長楕円形を呈しているのが３号炉跡である。長径₁．₃₅ｍ、短径₀．₇₂ｍを測る。長径と短径の比
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①褐色土 KU層土に焼土粒、炭化物粒が
         やや多く混じる。 
②褐色土 YLM層土を基調とする。           
③暗褐色土 炭化物粒が多く、焼土粒が
           やや多く混じる。  
④暗赤褐・赤褐色土 焼成層。

①褐色土 KU層土に炭化物粒、焼土粒が②褐色土 YLM層土を基調とする。           ①褐色土 KU層土に炭化物粒、焼土粒が②褐色土 YLM層土を基調とする。           
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②褐色土 YLM層土を基調とする。           
         やや多く混じる。
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②赤褐色土 焼成層。 ①褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒がやや

         多く混じる。           
②暗褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が
           やや多く混じる。 

①褐色土 YLUブロック若干含む。
         炭化物粒が若干、焼土粒が少量混じる。
②暗褐色土 炭化物粒が若干、焼土粒が少量混じる。
③褐色土 焼成層。

①褐色土 炭化物粒、焼土粒が少量混じる。
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③赤褐色土 炭化物粒、焼土粒が混じる。焼土層。
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①褐色土 焼土層。
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①暗赤褐色土 炭化物粒が少量混じる。 
②暗赤褐色土 焼土層。炭化物粒が
             極少量混じる。

①赤褐色土 ZN層土に炭化物粒少量、
           焼土粒やや多く混じる。
②赤褐色土 焼土層。炭化物粒が
           極少量混じる。

①赤褐色土 焼成層。
②褐色土 焼土粒がやや多く混じる。
③褐色土 KU層崩落土。

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A A'

A

A'A

A'

A A'

A A'
①

②

③③③③ ④④④④④④④

① ①①①

②

① ②

①

②②②②②②

①
②②

③③

①①
①① ②②

③③③③③③③

④④④④④④④④④④

①

②②②②②
①①①①①①①①①①①①①①

②

③ ②

③③③③

①①

① ① ②

①

②
①①①

②②②②②

①

②②②②②

攪乱

攪乱

⊖ 248 ⊖

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）



①黄褐色・暗褐色土 炭化物がやや多く混じる。
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率は２：１に近く、当該遺跡で確認された炉跡の比率が₁．₅～１：１程度であるのと大きく異なる。こ
の炉跡はＣＡ₂₈グリッドの炉跡集中域の中心を占め、炉跡の長軸は北東で、等高線とは平行しない。長
軸延長線上にあるのが４号炉跡である。
　平面が不定形を呈するのが４・６～₁₀・₁₅号炉跡である。₁₀号炉跡では炭化物が出土しており、放射
性炭素年代測定を実施した結果、₉，₃₂₀±₃₀yrBPという数値が出ている。

第53表　縄文時代遺構計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号集石 SY03 CA-28 KU 2.10 1.95 0.40 5 5 135 145

２号集石 SY02 CB-26 KU 0.70 0.60 0.16 3 5 29 1 38

３号集石 SY04 CB-28 KU 0.79 0.72 - 16 16

４号集石 SY05 CA-28 ZN 0.25 0.16 - 6 6

１号土坑 SF40 CA-28 ZN 0.55 0.39 0.16 

１号炉跡 FP01 CA-29 KU 1.00 0.84 0.16 1 1 2

２号炉跡 FP02 CA-28 KU 0.46 0.38 0.08 5 5

３号炉跡 FP03 CA-28 KU 1.35 0.72 0.24 2 2

４号炉跡 FP04 CA-28 KU 0.95 0.73 0.16 1 1

５号炉跡 FP05 CA-28 KU 0.30 0.30 0.08 

６号炉跡 FP07 CB-27 ZN 0.42 0.30 0.05 

７号炉跡 FP08 CB-27 KU 1.12 0.89 0.21 1 1 2

８号炉跡 FP09 CA-28 KU 0.66 0.51 0.20 

９号炉跡 FP10 CA-28 KU 0.72 0.46 0.18 2 2

10号炉跡 FP11 CB-26 YLM 0.86 0.58 0.24 1 1

11号炉跡 FP12 CB-26 YLU 0.58 0.39 0.05 1 1

12号炉跡 FP13 CA-27 YLU 0.64 0.55 0.09 

13号炉跡 FP14 CA-28 YLU 0.41 0.32 0.04 

14号炉跡 FP15 CA-27 YLM 0.55 0.38 0.12 

15号炉跡 FP16 CA-27 YLU 0.66 0.49 0.14 

第54表　縄文時代遺構内出土土器観察表

遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

２号集石 15 75 Ⅲ 4 5YR6/6 口唇部にヘラ状工具による刻目。内外面に条痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号炉跡 16 75 Ⅲ 5 10YR7/4 条痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

２号炉跡 17 75 Ⅲ 5 10YR7/4 条痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石
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率は２：１に近く、当該遺跡で確認された炉跡の比率が₁．₅～１：１程度であるのと大きく異なる。こ
の炉跡はＣＡ₂₈グリッドの炉跡集中域の中心を占め、炉跡の長軸は北東で、等高線とは平行しない。長
軸延長線上にあるのが４号炉跡である。
　平面が不定形を呈するのが４・６～₁₀・₁₅号炉跡である。₁₀号炉跡では炭化物が出土しており、放射
性炭素年代測定を実施した結果、₉，₃₂₀±₃₀yrBPという数値が出ている。

第53表　縄文時代遺構計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

１号集石 SY03 CA-28 KU 2.10 1.95 0.40 5 5 135 145

２号集石 SY02 CB-26 KU 0.70 0.60 0.16 3 5 29 1 38

３号集石 SY04 CB-28 KU 0.79 0.72 - 16 16

４号集石 SY05 CA-28 ZN 0.25 0.16 - 6 6

１号土坑 SF40 CA-28 ZN 0.55 0.39 0.16

１号炉跡 FP01 CA-29 KU 1.00 0.84 0.16 1 1 2

２号炉跡 FP02 CA-28 KU 0.46 0.38 0.08 5 5

３号炉跡 FP03 CA-28 KU 1.35 0.72 0.24 2 2

４号炉跡 FP04 CA-28 KU 0.95 0.73 0.16 1 1

５号炉跡 FP05 CA-28 KU 0.30 0.30 0.08

６号炉跡 FP07 CB-27 ZN 0.42 0.30 0.05

７号炉跡 FP08 CB-27 KU 1.12 0.89 0.21 1 1 2

８号炉跡 FP09 CA-28 KU 0.66 0.51 0.20

９号炉跡 FP10 CA-28 KU 0.72 0.46 0.18 2 2

10号炉跡 FP11 CB-26 YLM 0.86 0.58 0.24 1 1

11号炉跡 FP12 CB-26 YLU 0.58 0.39 0.05 1 1

12号炉跡 FP13 CA-27 YLU 0.64 0.55 0.09

13号炉跡 FP14 CA-28 YLU 0.41 0.32 0.04

14号炉跡 FP15 CA-27 YLM 0.55 0.38 0.12

15号炉跡 FP16 CA-27 YLU 0.66 0.49 0.14

第54表　縄文時代遺構内出土土器観察表

遺構名
挿図
番号

写真
図版
番号

分類
色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

２号集石 15 75 Ⅲ 4 5YR6/6 口唇部にヘラ状工具による刻目。内外面に条痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

２号炉跡 16 75 Ⅲ 5 10YR7/4 条痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

２号炉跡 17 75 Ⅲ 5 10YR7/4 条痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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３　遺構外出土遺物
　当該遺跡から出土した縄文時代のものと考えられる土器は₈₈₀点を数え、石器は₇₆₄点を数える。この
点数は現地での取り上げた遺物の点数であり、特に土器については長泉事務所における接合作業を経た
結果、点数は著しく変化している。出土した縄文土器の主体は早期代の資料である。

（１）　土器
第Ⅰ群：縄文時代早期（第208～210・214・215図　第55表　写真図版74・76～78）
　縄文時代早期代の押型文及び撚糸文を施した土器群を第Ⅰ群とした。静岡県東部地域で特徴的な軽し
ょうで器面の色調に淡い紫色を含む早期代土器も含まれている。出土位置はＣＢ₂₇グリッド杭を中心と
した付近及びＣＡ₂₈・₂₉グリッド付近に濃い分布を持つ。

１類（撚糸文）
　₁₈～₃₁を１類とした。₁₈～₂₀・₂₂～₂₅は口縁部のみの破片資料である。₁₈は軽く外反させ、口唇部を
丸く仕上げている。口唇部直下に横位の撚糸を押圧か。その直下に縦位の撚糸文を施す。胎土中に繊維
が見られないのが特徴である。若宮型土器か。₁₉・₂₀は平坦に仕上げた口唇部をもつ。前者は撚糸文が
方向を違えて施文し、後者は内外面に撚糸文を施している。₁₈と異なり両者は繊維を胎土中に含み、や
や軽い印象を受ける。₂₂も₁₉同様方向の異なる撚糸文が施されている。胎土中に繊維を含むが、軽しょ
うではない。₂₃は平坦に仕上げられた口唇部で、指頭でつまむように押さえたため、外面口唇部直下に
指頭痕が残る。外面には斜位の撚糸文が施されている。₂₄は丸く仕上げられた口唇部を持ち、内外面に
指頭痕が残る。器厚は₁．₁㎝とやや厚手である。₂₃・₂₄共に胎土中に繊維を含むが、₂₃の方が多い。₂₅
は器厚を薄く仕上げた口縁部のみの破片資料である。方向の異なる撚糸文が施され、格子状となす。
₂₁・₂₆～₃₁は胴部のみの破片資料である。₂₁の胎土はやや白い色調で、細かい気泡が見られ、軽しょう
である。外面に縦位の撚糸文が施されている。₂₁よりも細い撚糸文が施されているのが、₂₆～₃₁である。
₂₆～₂₉は斜位の撚糸文を施す。₃₀・₃₁は方向の異なる撚糸文が施され、₃₀は網目状に見える。いずれの
資料にも繊維が胎土中に含まれる。

２類（押型文）
　₃₂～₆₁を２類とした。楕円文や格子目文を施した資料を集成している。₃₂～₅₆・₆₁は楕円文のみ施す
土器群である。細久保式か。₃₂～₄₆は口縁部が残存する資料である。口唇部を丸く仕上げる資料が多く、
口縁部は微かに外反、もしくは直線的に仕上げている。多くの資料の胎土中に繊維を含み、₃₆・₃₈・₄₁
は金雲母を含む。₃₂・₃₃・₄₂・₄₃は縦位密接に施文する。₃₃は外反した口縁部で、穿孔が認められる。
外面に楕円文を施した後に、口唇部をナデあげ平坦に仕上げている。口唇部のナデの後に内面に楕円文
を施している。₃₄～₃₈・₄₁は横位密接に、₄₄は多方向に施文する。₄₅は楕円文の施文方向を縦位と横位
と交互に施している。₄₆は口縁部から胴部中位まで残存する。胴部から口縁部まで直線的に立ち上げ、
口唇部はやや平坦に仕上げている。外面には楕円文が横位に密接施文されている。口唇部直下に見える
筋状の痕跡は、楕円文を施した工具の上端部の圧痕である。胎土には繊維がほとんど見られない。₄₇～
₅₆は胴部のみの破片資料である。横位に楕円文が施され、繊維は含まれるが量は少ない。₆₁は底部のみ
の破片資料である。乳頭状を呈する。
　₅₇・₅₈は山形文が施された胴部のみの破片資料である。胎土中に繊維が少量含まれる。後者は綾杉状
の山形文を施した後に楕円文を横位に施している。
　₅₉・₆₀は格子目文を施した胴部下半部付近の破片資料である。₅₉は胎土中に繊維はほとんど見られな
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３　遺構外出土遺物
　当該遺跡から出土した縄文時代のものと考えられる土器は₈₈₀点を数え、石器は₇₆₄点を数える。この
点数は現地での取り上げた遺物の点数であり、特に土器については長泉事務所における接合作業を経た
結果、点数は著しく変化している。出土した縄文土器の主体は早期代の資料である。

（１）　土器
第Ⅰ群：縄文時代早期（第208～210・214・215図　第55表　写真図版74・76～78）
　縄文時代早期代の押型文及び撚糸文を施した土器群を第Ⅰ群とした。静岡県東部地域で特徴的な軽し
ょうで器面の色調に淡い紫色を含む早期代土器も含まれている。出土位置はＣＢ₂₇グリッド杭を中心と
した付近及びＣＡ₂₈・₂₉グリッド付近に濃い分布を持つ。
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　₁₈～₃₁を１類とした。₁₈～₂₀・₂₂～₂₅は口縁部のみの破片資料である。₁₈は軽く外反させ、口唇部を
丸く仕上げている。口唇部直下に横位の撚糸を押圧か。その直下に縦位の撚糸文を施す。胎土中に繊維
が見られないのが特徴である。若宮型土器か。₁₉・₂₀は平坦に仕上げた口唇部をもつ。前者は撚糸文が
方向を違えて施文し、後者は内外面に撚糸文を施している。₁₈と異なり両者は繊維を胎土中に含み、や
や軽い印象を受ける。₂₂も₁₉同様方向の異なる撚糸文が施されている。胎土中に繊維を含むが、軽しょ
うではない。₂₃は平坦に仕上げられた口唇部で、指頭でつまむように押さえたため、外面口唇部直下に
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指頭痕が残る。器厚は₁．₁㎝とやや厚手である。₂₃・₂₄共に胎土中に繊維を含むが、₂₃の方が多い。₂₅
は器厚を薄く仕上げた口縁部のみの破片資料である。方向の異なる撚糸文が施され、格子状となす。
₂₁・₂₆～₃₁は胴部のみの破片資料である。₂₁の胎土はやや白い色調で、細かい気泡が見られ、軽しょう
である。外面に縦位の撚糸文が施されている。₂₁よりも細い撚糸文が施されているのが、₂₆～₃₁である。
₂₆～₂₉は斜位の撚糸文を施す。₃₀・₃₁は方向の異なる撚糸文が施され、₃₀は網目状に見える。いずれの
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土器群である。細久保式か。₃₂～₄₆は口縁部が残存する資料である。口唇部を丸く仕上げる資料が多く、
口縁部は微かに外反、もしくは直線的に仕上げている。多くの資料の胎土中に繊維を含み、₃₆・₃₈・₄₁
は金雲母を含む。₃₂・₃₃・₄₂・₄₃は縦位密接に施文する。₃₃は外反した口縁部で、穿孔が認められる。
外面に楕円文を施した後に、口唇部をナデあげ平坦に仕上げている。口唇部のナデの後に内面に楕円文
を施している。₃₄～₃₈・₄₁は横位密接に、₄₄は多方向に施文する。₄₅は楕円文の施文方向を縦位と横位
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口唇部はやや平坦に仕上げている。外面には楕円文が横位に密接施文されている。口唇部直下に見える
筋状の痕跡は、楕円文を施した工具の上端部の圧痕である。胎土には繊維がほとんど見られない。₄₇～
₅₆は胴部のみの破片資料である。横位に楕円文が施され、繊維は含まれるが量は少ない。₆₁は底部のみ
の破片資料である。乳頭状を呈する。
　₅₇・₅₈は山形文が施された胴部のみの破片資料である。胎土中に繊維が少量含まれる。後者は綾杉状
の山形文を施した後に楕円文を横位に施している。
　₅₉・₆₀は格子目文を施した胴部下半部付近の破片資料である。₅₉は胎土中に繊維はほとんど見られな
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い。下端付近には格子目文を施した工具の上端部圧痕が見える。₆₀は繊維を少量含み、細かい気泡が見
られ軽い印象を受ける。

３類（押型文）
　₆₂～₆₄を３類とした。楕円文を施している点では２類と共通するが、内面に所謂柵状文と呼称される
直線的な押型文が施されている点から黄島式と推定され、２類から分離した。この３点の資料は同一個
体と考えられる。胎土に繊維を含み、やや軽い印象を受ける。胴部から直線的に立ち上げていたものと
考えられ、口唇部には僅かに平坦面を仕上げている。外面は口唇部直下より縦位の楕円文、内面は口唇
部直下から柵状文を施している。

第Ⅱ群：縄文時代早期（第211・215図　第55表　写真図版76）
　縄文時代早期代の沈線文系土器を集成し、第Ⅱ群に分類した。これらは田戸下層Ⅱ式と推定される。
出土位置はほぼＣＡ₂₈・₂₉グリッド付近に限定される。第Ⅱ群とした₆₅～₆₈のうち₆₅・₆₆は口縁部のみ
の破片資料である。両者とも口唇部付近を軽く外反させ、強くナデあげて尖らせている。口唇部直下よ
り半截竹管状の工具による連続刺突文、先端の細かい棒状工具による数条の沈線文を交互に施す。₆₇は
胴部のみの破片資料である。沈線で蛇行するモチーフを描き、その内部を短沈線文で充填する。共に先
端が割れた細い棒状の工具によるものか。田戸下層Ⅱ式でいう沈線文間に刺突文を充填する手法に近似
する。₆₈は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。直線的に立ち上げ、口唇部は丸く仕上げてい
る。口唇部直下に先端の細かい棒状の工具で沈線文を２条、その下位には半截竹管状工具を用いて３条
の幅の広い沈線文を横位に施している。またさらに下位に半截竹管状の工具で縦位に幅広の沈線文を施
した後に、先端が割れた棒状工具で斜位に沈線文を施している。

第Ⅲ群：縄文時代早期後半（第212・213・216・217・223図　第55表　写真図版74・78～80）
　縄文時代早期後半代の条痕文系の土器群を集成した。判明した型式により１～６類に分類した。

１類（子母口式）
　₆₉～₇₁を１類とした。子母口式と考えられる資料である。出土位置はＣＡ₂₇グリッド付近に多い。
　₆₉は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。胴部は微かに内湾させ、口縁部は軽く外反させる。
口唇部付近は指頭でつまんで整形し、絡条体圧痕文を施している。口唇部直下に粘土紐を貼り付けて隆
帯となし、微かに軸が見える絡条体圧痕文を施す。また口唇部から約８㎝の位置に半截竹管状の工具で
平行沈線文を施す。胎土に繊維を含む。₇₀・₇₁は胴部のみの破片資料である。前者は₆₉と同様に絡条体
圧痕文を低平な隆帯上に施す。後者は横位に半截竹管状の工具で平行沈線文を施し、その上位に短少の
粘土紐を貼り付けて棒状の浮文となし、絡条体圧痕文を施す。浮文の両脇には斜位の平行沈線文を施し
ている。

２類（子母口式並行）
　₇₂・₇₃は２類とした。両者は胎土や施文から同一個体と考えられ、口縁部から胴部上位まで残存した
資料である。軽く外反させ、口唇部を丸く仕上げ、先端の鋭いヘラ状の工具で刻目を施す。内面は条痕
が見られる。外面は条痕調整の後に短い沈線文が、口縁部から胴部にかけて等間隔に施される。半截竹
管状の工具を使用か。
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第214図　縄文土器第Ⅰ群１・２類
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第214図　縄文土器第Ⅰ群１・２類
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第215図　縄文土器第Ⅰ群２・３類・第Ⅱ群
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第216図　縄文土器第Ⅲ群１〜４類
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第216図　縄文土器第Ⅲ群１〜４類
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３類（野島式）
　₇₄～₇₆は３類とした。いずれの胎土にも繊維が含まれる。出土位置はＣＢ₂₇グリッドに偏る。₇₄は口
縁部のみの破片資料である。口唇部は丸く仕上げて、刻目文を施す。外面は縦位の沈線文を２本施し、
両脇は斜位の沈線文を施す。₇₅・₇₆は胴部のみの破片資料である。前者は沈線文の間隙に斜位の沈線文
を充填している。後者は条痕か。

４類（その他の条痕文土器）
　₇₇～₈₃は４類とした。型式が判然としない条痕文土器を集成している。₇₇～₈₀は口縁部が残存した資
料である。₇₇は口唇部付近の破片資料である。丸く仕上げられた口唇部及び器面内外面に条痕文が施さ
れている。₇₈・₇₉は口縁部のみの破片資料である。前者は軽く外反させた口縁部で、内外面に条痕文が
施されている。後者は内面から口唇部、外面にかけて粘土紐を貼り付けた後、口唇部に沿って１本、そ
して口唇部から約₃．₅㎝の位置に1本の横位の沈線文を施す。口唇部及び、貼付文左側の口唇部直下に施
された沈線文の間隙に波状の沈線文を施す。右側は口唇部直下と沈線文の間隙に刺突文を施している。
２本の横位の沈線文で区画された部分には複合鋸歯文状の沈線文を充填している。また２本目の沈線文
の下位には波状の沈線文を施している。₈₀は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。胴部から口
縁部までほぼ直線的に立ち上げている。口唇部は平坦に仕上げられ、不明瞭であるが縄文らしき痕跡が
残る。内外面に条痕が見られる。₈₁～₈₃は胴部のみの破片資料である。条痕が残る。

５類（東海系の条痕文土器）
　₈₄は５類とした。東海系の条痕文土器か。胎土に繊維を含み、焼成も堅緻な方か。穿孔が認められる。

６類（その他）
　₈₅は６類とした。底部のみの破片資料である。尖底で破片上端部際に微かに沈線文らしき痕跡が残る。

第Ⅳ群：縄文時代早期代（第218・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代早期代の型式名が判然としない縄文・撚糸文系の土器群を集成した。細片資料が多い。₈₆は
胴部のみの破片資料で、胎土に繊維を含む。

第Ⅴ群：縄文時代前期後半（第219・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代前期後半の土器群を第Ⅴ群とした。諸磯ｂ式と考えられる。出土位置はＣＡ₂₇・₂₈グリッド
付近に多い。₈₇は胴部のみの破片資料である。縄文を施した後に半截竹管状の工具で平行沈線文を施す。
₈₈は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。微かに膨らむ胴部から外反させ、口縁部は内側に折
り曲げ、受口状となす。口唇部は丸く仕上げた後、面取りされている。口縁部には半截竹管状の工具で
平行沈線文を施す。胴部は縄文を施した後に、平行沈線文を横位に施す。₈₉は胴部下位から底部まで残
存した資料である。底部は平坦で器厚を薄く仕上げ、胴部は直線的に立ち上げている。外面は縄文を施
した後に、平行沈線文を施す。₈₈と同一個体か。

第Ⅵ群：縄文時代前期代（第220・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代前期代で型式名が判然としない土器群を集成した。細片資料が多い。₉₀は胴部のみの破片資
料である。縄文が施されている。器厚は比較的薄手で胎土に金雲母を含む。
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３類（野島式）
　₇₄～₇₆は３類とした。いずれの胎土にも繊維が含まれる。出土位置はＣＢ₂₇グリッドに偏る。₇₄は口
縁部のみの破片資料である。口唇部は丸く仕上げて、刻目文を施す。外面は縦位の沈線文を２本施し、
両脇は斜位の沈線文を施す。₇₅・₇₆は胴部のみの破片資料である。前者は沈線文の間隙に斜位の沈線文
を充填している。後者は条痕か。

４類（その他の条痕文土器）
　₇₇～₈₃は４類とした。型式が判然としない条痕文土器を集成している。₇₇～₈₀は口縁部が残存した資
料である。₇₇は口唇部付近の破片資料である。丸く仕上げられた口唇部及び器面内外面に条痕文が施さ
れている。₇₈・₇₉は口縁部のみの破片資料である。前者は軽く外反させた口縁部で、内外面に条痕文が
施されている。後者は内面から口唇部、外面にかけて粘土紐を貼り付けた後、口唇部に沿って１本、そ
して口唇部から約₃．₅㎝の位置に1本の横位の沈線文を施す。口唇部及び、貼付文左側の口唇部直下に施
された沈線文の間隙に波状の沈線文を施す。右側は口唇部直下と沈線文の間隙に刺突文を施している。
２本の横位の沈線文で区画された部分には複合鋸歯文状の沈線文を充填している。また２本目の沈線文
の下位には波状の沈線文を施している。₈₀は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。胴部から口
縁部までほぼ直線的に立ち上げている。口唇部は平坦に仕上げられ、不明瞭であるが縄文らしき痕跡が
残る。内外面に条痕が見られる。₈₁～₈₃は胴部のみの破片資料である。条痕が残る。

５類（東海系の条痕文土器）
　₈₄は５類とした。東海系の条痕文土器か。胎土に繊維を含み、焼成も堅緻な方か。穿孔が認められる。

６類（その他）
　₈₅は６類とした。底部のみの破片資料である。尖底で破片上端部際に微かに沈線文らしき痕跡が残る。

第Ⅳ群：縄文時代早期代（第218・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代早期代の型式名が判然としない縄文・撚糸文系の土器群を集成した。細片資料が多い。₈₆は
胴部のみの破片資料で、胎土に繊維を含む。

第Ⅴ群：縄文時代前期後半（第219・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代前期後半の土器群を第Ⅴ群とした。諸磯ｂ式と考えられる。出土位置はＣＡ₂₇・₂₈グリッド
付近に多い。₈₇は胴部のみの破片資料である。縄文を施した後に半截竹管状の工具で平行沈線文を施す。
₈₈は口縁部から胴部中位まで残存した資料である。微かに膨らむ胴部から外反させ、口縁部は内側に折
り曲げ、受口状となす。口唇部は丸く仕上げた後、面取りされている。口縁部には半截竹管状の工具で
平行沈線文を施す。胴部は縄文を施した後に、平行沈線文を横位に施す。₈₉は胴部下位から底部まで残
存した資料である。底部は平坦で器厚を薄く仕上げ、胴部は直線的に立ち上げている。外面は縄文を施
した後に、平行沈線文を施す。₈₈と同一個体か。

第Ⅵ群：縄文時代前期代（第220・223図　第55表　写真図版79）
　縄文時代前期代で型式名が判然としない土器群を集成した。細片資料が多い。₉₀は胴部のみの破片資
料である。縄文が施されている。器厚は比較的薄手で胎土に金雲母を含む。
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中期中葉　縄文など
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第Ⅶ群：縄文時代中期中葉（第221・223図　第55表　写真図版80）
　縄文時代中期中葉と思しき資料を集成した。₉₁・₉₂は藤内式か。₉₁は胴部のみの破片資料である。円
形のモチーフがほぼ中央部に認められ、沈線文等が施されている。₉₂は破片中央部に縦位に刻目を施し
て蛇行状に仕上げた隆帯及び両脇の平行沈線文により左右の区画に分けられる。右側の区画は地文を縄
文とし、その上に斜位に指頭で磨消沈線を等間隔に施す。左の区画には三叉文やキャタピラ文等が充填
されている。

第Ⅷ群：縄文時代中期代（第222・223図　第55表　写真図版80）
　縄文時代中期代で型式名の判然としない縄文を施した土器群を集成した。このうち₉₃～₉₅は口縁部が
残存する資料である。₉₃は内湾気味に立ち上げた資料で、口唇部は丸く仕上げる。₉₄も内湾気味に立ち
上げている。口唇部付近の器厚がやや肥厚気味で尖らせている。最終調整の段階で、工具等で削り取り
したものか。₉₃・₉₄は胎土が類似する。₉₅は直線的に立ち上げた口縁部である。₉₆～₉₈は胴部のみの破
片資料である。

第Ⅸ群：時期・型式不明（第223図　第55表　写真図版80）
　時期・型式名が判然としない縄文土器を第Ⅸ群とした。₉₉は胴部のみの破片資料である。外面は地文
を撚糸とし、先端を尖らせるように加工した半截竹管状の工具で馬蹄状の刺突文を施す。最後に棒状工
具で縦位の短い沈線文を馬蹄状刺突文より上位の位置で、等間隔で施す。

挿図
番号

写真
図版
番号

分類
グリッド 色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

18 76 Ⅰ 1 CB-28 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、石英

19 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR6/4
口縁部。異方向の撚糸文。内面にナデ。軽しょう
な胎土。

有 白色粒子、石英、岩片

20 76 Ⅰ 1 CA-25 5YR4/3 口縁部。内外面に撚糸文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

21 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR6/6 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

22 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR5/4 口縁部。異方向の撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石

23 76 Ⅰ 1 CA-26 7.5YR6/6 口縁部。撚糸文。指頭痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

24 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内外面に指頭痕、ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

25 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR5/6 口縁部。格子状の撚糸文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英

26 76 Ⅰ 1 CA-26 7.5YR7/6 撚糸文。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

27 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR5/6 撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

28 76 Ⅰ 1 CB-27 5YR6/6 撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

29 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR7/6 撚糸文。穿孔。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

30 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR6/6 網目状の撚糸文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

31 76 Ⅰ 1 CB-27 7.5YR6/6 異方向の撚糸文。指頭痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

32 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR6/4 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

33 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR6/4 口縁部。内外面に楕円文。穿孔。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

34 77 Ⅰ 2 CA-27 10YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子

35 77 Ⅰ 2 CA-27 2.5YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子

36 77 Ⅰ 2 CA-27 5YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石

37 77 Ⅰ 2 CB-27 7.5YR5/6 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

38 77 Ⅰ 2 CA-28 10YR5/4 口縁部。楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

39 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR5/3 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

40 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR4/4 口縁部。楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子

41 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR3/2 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

42 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR6/6 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

43 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR5/4 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英

44 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR6/6 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

45 77 Ⅰ 2 CB-25 5YR4/4 口縁部。異方向の楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子

46 78 Ⅰ 2 CA-29 5YR4/6 楕円文。横位密接。同工具上端部による圧痕。ナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

47 77 Ⅰ 2 CB-27 5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

48 77 Ⅰ 2 CA-26 10YR5/4 楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

49 77 Ⅰ 2 CA-28 10YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

50 77 Ⅰ 2 CA-28 7.5YR4/3 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

51 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

52 77 Ⅰ 2 CB-27 5YR5/6 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

53 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母
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第Ⅶ群：縄文時代中期中葉（第221・223図　第55表　写真図版80）
　縄文時代中期中葉と思しき資料を集成した。₉₁・₉₂は藤内式か。₉₁は胴部のみの破片資料である。円
形のモチーフがほぼ中央部に認められ、沈線文等が施されている。₉₂は破片中央部に縦位に刻目を施し
て蛇行状に仕上げた隆帯及び両脇の平行沈線文により左右の区画に分けられる。右側の区画は地文を縄
文とし、その上に斜位に指頭で磨消沈線を等間隔に施す。左の区画には三叉文やキャタピラ文等が充填
されている。

第Ⅷ群：縄文時代中期代（第222・223図　第55表　写真図版80）
　縄文時代中期代で型式名の判然としない縄文を施した土器群を集成した。このうち₉₃～₉₅は口縁部が
残存する資料である。₉₃は内湾気味に立ち上げた資料で、口唇部は丸く仕上げる。₉₄も内湾気味に立ち
上げている。口唇部付近の器厚がやや肥厚気味で尖らせている。最終調整の段階で、工具等で削り取り
したものか。₉₃・₉₄は胎土が類似する。₉₅は直線的に立ち上げた口縁部である。₉₆～₉₈は胴部のみの破
片資料である。

第Ⅸ群：時期・型式不明（第223図　第55表　写真図版80）
　時期・型式名が判然としない縄文土器を第Ⅸ群とした。₉₉は胴部のみの破片資料である。外面は地文
を撚糸とし、先端を尖らせるように加工した半截竹管状の工具で馬蹄状の刺突文を施す。最後に棒状工
具で縦位の短い沈線文を馬蹄状刺突文より上位の位置で、等間隔で施す。

挿図
番号

写真
図版
番号

分類
グリッド 色調（Hue） 文様調整等

繊
維

胎土
群 類

18 76 Ⅰ 1 CB-28 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内面にナデ。 無 白色粒子、黒色粒子、赤色粒子、石英

19 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR6/4
口縁部。異方向の撚糸文。内面にナデ。軽しょう
な胎土。

有 白色粒子、石英、岩片

20 76 Ⅰ 1 CA-25 5YR4/3 口縁部。内外面に撚糸文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

21 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR6/6 撚糸文。軽しょうな胎土。 無 白色粒子、黒色粒子

22 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR5/4 口縁部。異方向の撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石

23 76 Ⅰ 1 CA-26 7.5YR6/6 口縁部。撚糸文。指頭痕。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

24 76 Ⅰ 1 CA-28 7.5YR6/4 口縁部。撚糸文。内外面に指頭痕、ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

25 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR5/6 口縁部。格子状の撚糸文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英

26 76 Ⅰ 1 CA-26 7.5YR7/6 撚糸文。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

27 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR5/6 撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

28 76 Ⅰ 1 CB-27 5YR6/6 撚糸文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

29 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR7/6 撚糸文。穿孔。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

30 76 Ⅰ 1 CB-26 7.5YR6/6 網目状の撚糸文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

31 76 Ⅰ 1 CB-27 7.5YR6/6 異方向の撚糸文。指頭痕。内外面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

32 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR6/4 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

33 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR6/4 口縁部。内外面に楕円文。穿孔。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

34 77 Ⅰ 2 CA-27 10YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子

35 77 Ⅰ 2 CA-27 2.5YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子

36 77 Ⅰ 2 CA-27 5YR3/1 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母、輝石

37 77 Ⅰ 2 CB-27 7.5YR5/6 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

38 77 Ⅰ 2 CA-28 10YR5/4 口縁部。楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

39 77 Ⅰ 2 CB-27 10YR5/3 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

40 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR4/4 口縁部。楕円文。 無 白色粒子、黒色粒子

41 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR3/2 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

42 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR6/6 口縁部。楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

43 77 Ⅰ 2 CA-27 7.5YR5/4 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英

44 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR6/6 口縁部。楕円文。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

45 77 Ⅰ 2 CB-25 5YR4/4 口縁部。異方向の楕円文。 有 白色粒子、黒色粒子

46 78 Ⅰ 2 CA-29 5YR4/6 楕円文。横位密接。同工具上端部による圧痕。ナデ。 無 白色粒子多、黒色粒子多、石英、雲母、輝石、白色岩片

47 77 Ⅰ 2 CB-27 5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、石英、雲母、白色岩片

48 77 Ⅰ 2 CA-26 10YR5/4 楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

49 77 Ⅰ 2 CA-28 10YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

50 77 Ⅰ 2 CA-28 7.5YR4/3 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

51 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

52 77 Ⅰ 2 CB-27 5YR5/6 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石

53 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR5/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母
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54 77 Ⅰ 2 CA-26 5YR5/6 楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

55 77 Ⅰ 2 CB-26 5YR4/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

56 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR4/6 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

57 78 Ⅰ 2 CB-28 10YR6/6 山形文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

58 78 Ⅰ 2 CA-29 7.5YR4/6 山形文。楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

59 78 Ⅰ 2 CA-29 5YR4/6 格子目文。同工具上端部による圧痕。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母

60 78 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR6/6 格子目文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

61 77 Ⅰ 2 CB-26 10YR6/6 尖底。楕円文。横位密接。 有 白色粒子、石英、雲母

62 76 Ⅰ 3 CB-26 10YR5/3
口縁部。楕円文。横位密接。内面に柵状文。軽し
ょうな胎土。

有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

63 76 Ⅰ 3 CA-26 10YR5/4 楕円文。内面に柵状文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

64 76 Ⅰ 3 CA-28 10YR4/2 楕円文。内面に柵状文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

65 76 Ⅱ CA-27 7.5YR5/1
口縁部。棒状工具による沈線。連続刺突。内外面
にナデ。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

66 76 Ⅱ CB-26 7.5YR6/6
口縁部。棒状工具による沈線。連続刺突。内外面
にナデ。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

67 76 Ⅱ CB-27 5YR5/6 棒状工具による沈線。刺突。内面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

68 76 Ⅱ CA-29 7.5YR4/6 棒状工具・半截竹管状工具による異方向の沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

69 78 Ⅲ 1 CA-27 7.5YR4/6
波状口縁。口唇部に絡条体圧痕文。隆帯貼り付け
後、絡条体圧痕文。半截竹管状工具による平行沈
線。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

70 78 Ⅲ 1 CB-25 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。絡条体圧痕文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

71 78 Ⅲ 1 CA-27 7.5YR5/4
棒状浮文。絡条体圧痕文。半截竹管状工具による
平行沈線。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

72 79 Ⅲ 2 CA-27 5YR5/6
口唇部に刻目。半截竹管状工具による沈線。内外
面に条痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

73 79 Ⅲ 2 CA-27 5YR5/6
口唇部に刻目。半截竹管状工具による沈線。内外
面に条痕。

有 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片多

74 78 Ⅲ 3 CB-27 7.5YR6/6 口唇部に刻目。異方向の沈線。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

75 78 Ⅲ 3 CB-27 7.5YR6/6 異方向の沈線。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

76 78 Ⅲ 3 CA-28 5YR5/6 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片

77 79 Ⅲ 4 CB-26 5YR6/6 口唇部、内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

78 79 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR5/4 内外面に条痕。指頭痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

79 79 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR6/6
隆帯貼り付け。複合鋸歯文。波状文。沈線。刺突。
内面に擦痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

80 80 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR6/6 口唇部に縄文。内外面に条痕。 有 白色粒子、石英多、輝石多、白色岩片

81 79 Ⅲ 4 CA-29 5YR5/6 条痕。内面に指頭痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

82 79 Ⅲ 4 CB-25 5YR5/4 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

83 79 Ⅲ 4 CB-25 5YR6/4 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

84 79 Ⅲ 5 CA-29 10YR7/3 波状口縁。条痕。内面に指頭痕。擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

85 79 Ⅲ 6 CA-27 7.5YR6/6 尖底。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

86 79 Ⅳ CA-27 5YR5/6 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子

87 79 Ⅴ CB-27 5YR4/8
半截竹管状工具による平行沈線。縄文。内面に擦
痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

88 79 Ⅴ CA-28 5YR4/4 波状口縁。半截竹管状工具による平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

89 79 Ⅴ CB-28 5YR4/4 底部。平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

90 79 Ⅵ CA-27 7.5YR6/6 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母多、岩片

91 80 Ⅶ CA-29 7.5YR3/3 隆帯貼り付け。円形モチーフに窪み。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石

92 80 Ⅶ CA-29 5YR4/6
隆帯貼り付け。刻目。平行沈線。縄文。磨消し沈線。
三叉文。キャタピラ文。内面に磨き。

無 白色粒子多、黒色粒子、白色岩片

93 80 Ⅷ CA-26 5YR3/2 口縁部。縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片多

94 80 Ⅷ CA-26 5YR4/3 口縁部。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

95 80 Ⅷ CA-29 5YR4/1 口縁部。縄文。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

96 80 Ⅷ CB-28 5YR5/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

97 80 Ⅷ CA-26 5YR4/6 縄文。 有 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多

98 80 Ⅷ CA-27 7.5YR5/4 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

99 80 Ⅸ CB-26 5YR4/6
疑似口縁。半截竹管状工具による刺突。撚糸文。
棒状工具による沈線。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片
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54 77 Ⅰ 2 CA-26 5YR5/6 楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

55 77 Ⅰ 2 CB-26 5YR4/4 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

56 77 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR4/6 楕円文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、雲母

57 78 Ⅰ 2 CB-28 10YR6/6 山形文。横位密接。 有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

58 78 Ⅰ 2 CA-29 7.5YR4/6 山形文。楕円文。横位密接。内面にナデ。 有 白色粒子、黒色粒子

59 78 Ⅰ 2 CA-29 5YR4/6 格子目文。同工具上端部による圧痕。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母

60 78 Ⅰ 2 CB-26 7.5YR6/6 格子目文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子

61 77 Ⅰ 2 CB-26 10YR6/6 尖底。楕円文。横位密接。 有 白色粒子、石英、雲母

62 76 Ⅰ 3 CB-26 10YR5/3
口縁部。楕円文。横位密接。内面に柵状文。軽し
ょうな胎土。

有 白色粒子、黒色粒子、白色岩片

63 76 Ⅰ 3 CA-26 10YR5/4 楕円文。内面に柵状文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

64 76 Ⅰ 3 CA-28 10YR4/2 楕円文。内面に柵状文。軽しょうな胎土。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

65 76 Ⅱ CA-27 7.5YR5/1
口縁部。棒状工具による沈線。連続刺突。内外面
にナデ。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

66 76 Ⅱ CB-26 7.5YR6/6
口縁部。棒状工具による沈線。連続刺突。内外面
にナデ。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

67 76 Ⅱ CB-27 5YR5/6 棒状工具による沈線。刺突。内面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

68 76 Ⅱ CA-29 7.5YR4/6 棒状工具・半截竹管状工具による異方向の沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

69 78 Ⅲ 1 CA-27 7.5YR4/6
波状口縁。口唇部に絡条体圧痕文。隆帯貼り付け
後、絡条体圧痕文。半截竹管状工具による平行沈
線。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

70 78 Ⅲ 1 CB-25 7.5YR5/4 隆帯貼り付け。絡条体圧痕文。内面に擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

71 78 Ⅲ 1 CA-27 7.5YR5/4
棒状浮文。絡条体圧痕文。半截竹管状工具による
平行沈線。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

72 79 Ⅲ 2 CA-27 5YR5/6
口唇部に刻目。半截竹管状工具による沈線。内外
面に条痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

73 79 Ⅲ 2 CA-27 5YR5/6
口唇部に刻目。半截竹管状工具による沈線。内外
面に条痕。

有 白色粒子多、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片多

74 78 Ⅲ 3 CB-27 7.5YR6/6 口唇部に刻目。異方向の沈線。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

75 78 Ⅲ 3 CB-27 7.5YR6/6 異方向の沈線。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

76 78 Ⅲ 3 CA-28 5YR5/6 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、輝石、白色岩片

77 79 Ⅲ 4 CB-26 5YR6/6 口唇部、内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

78 79 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR5/4 内外面に条痕。指頭痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

79 79 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR6/6
隆帯貼り付け。複合鋸歯文。波状文。沈線。刺突。
内面に擦痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

80 80 Ⅲ 4 CA-27 7.5YR6/6 口唇部に縄文。内外面に条痕。 有 白色粒子、石英多、輝石多、白色岩片

81 79 Ⅲ 4 CA-29 5YR5/6 条痕。内面に指頭痕。ナデ。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

82 79 Ⅲ 4 CB-25 5YR5/4 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

83 79 Ⅲ 4 CB-25 5YR6/4 内外面に条痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

84 79 Ⅲ 5 CA-29 10YR7/3 波状口縁。条痕。内面に指頭痕。擦痕。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石

85 79 Ⅲ 6 CA-27 7.5YR6/6 尖底。沈線。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

86 79 Ⅳ CA-27 5YR5/6 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子

87 79 Ⅴ CB-27 5YR4/8
半截竹管状工具による平行沈線。縄文。内面に擦
痕。

有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

88 79 Ⅴ CA-28 5YR4/4 波状口縁。半截竹管状工具による平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

89 79 Ⅴ CB-28 5YR4/4 底部。平行沈線。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、輝石、白色岩片

90 79 Ⅵ CA-27 7.5YR6/6 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、雲母多、岩片

91 80 Ⅶ CA-29 7.5YR3/3 隆帯貼り付け。円形モチーフに窪み。沈線。 無 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、輝石

92 80 Ⅶ CA-29 5YR4/6
隆帯貼り付け。刻目。平行沈線。縄文。磨消し沈線。
三叉文。キャタピラ文。内面に磨き。

無 白色粒子多、黒色粒子、白色岩片

93 80 Ⅷ CA-26 5YR3/2 口縁部。縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片多

94 80 Ⅷ CA-26 5YR4/3 口縁部。縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

95 80 Ⅷ CA-29 5YR4/1 口縁部。縄文。 有 白色粒子多、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

96 80 Ⅷ CB-28 5YR5/4 縄文。 有 白色粒子、黒色粒子、石英、輝石、白色岩片

97 80 Ⅷ CA-26 5YR4/6 縄文。 有 白色粒子多、黒色粒子多、石英、輝石、白色岩片多

98 80 Ⅷ CA-27 7.5YR5/4 縄文。 無 白色粒子、黒色粒子、石英、白色岩片

99 80 Ⅸ CB-26 5YR4/6
疑似口縁。半截竹管状工具による刺突。撚糸文。
棒状工具による沈線。

無 白色粒子、黒色粒子、石英、雲母、白色岩片

第55表　縄文時代遺構外出土土器観察表②

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）
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（２）　石器・石製品
尖頭器類（第224・225図　第57表　写真図版75）
　当該遺跡において、縄文時代草創期に位置づけられる石器は、₁₃・₁₄の尖頭器のみである。両者とも
ガラス質黒色安山岩を石材とする。₁₃は先端部と基部の一部が欠損している。両面加工の尖頭器である。
ＣＡ₂₇グリッドで出土している。₁₄は先端部を折損している。裏面には素材面を残す。ＣＢ₂₆グリッド
で出土している。

石鏃・石鏃未製品（第226・229図　第56・58表　写真図版81）
　₁₀₀～₁₂₈は石鏃及び石鏃の未製品か。全て無茎鏃と考えられる。ＣＡ・ＣＢ₂₆グリッドにかけて比較
的多く出土し、殆どの資料が黒曜石を石材とする。
　₁₀₀・₁₀₁は抉りが「Ⅴ」字状に入るタイプである。前者はチャート、後者は天城柏峠産黒曜石を石材
とする。両者とも平面が三角形に近い。₁₀₂～₁₁₂は抉りが弧状を呈するタイプである。石材は神津島恩
馳島産黒曜石が多い。平面が二等辺三角形を呈する₁₀₂～₁₀₇、正三角形を呈する₁₀₈～₁₁₀、鏃身部両側
縁を直線的に仕上げていない₁₁₁・₁₁₂等がある。₁₀₈は側縁を鋸歯状に仕上げている。₁₁₃～₁₁₈は浅い
抉りを入れているタイプである。₁₁₉～₁₂₃は平基若しくは円基か。しかし側縁部が一部未調整である点
や器厚もやや厚い点から未製品の可能性がある。₁₂₆～₁₂₈は未製品と考えられる資料である。側縁部に
調整を入れ始めているが、何らかの原因で放棄したものと考えられる。

スクレイパー類（第227・230・231図　第56・58表　写真図版81・82）
　₁₂₉～₁₃₆はスクレイパー類に分類した。₁₂₉・₁₃₀は掻器か。前者は天城柏峠産黒曜石、後者はガラス
質黒色安山岩を石材とする。縁辺部に刃部が仕上げられている。₁₃₁～₁₃₆は削器である。₁₃₁は細粒安

第56表　縄文時代遺構外出土石器組成表
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石
錘

石
棒

計

黒
曜
石

天城柏峠 AGKT 10 1 8 2 10 2 33

箱根畑宿 HNHJ 5 1 1 4 11

神津島恩馳島 KZOB 15 3 1 2 8 3 1 34 7 74

諏訪星ヶ台 SWHD 4 1 1 6 6 1 19

蓼科冷山 TSTY 1 1

和田小深沢 WDKB 1 1 2

和田鷹山 WDTY 1 1 1 3

産地不明 1 10 17 291 74 393

黒曜石計 36 4 1 2 11 16 15 19 347 85 536

玄武岩 Ba 2 5 5 5 2 19

多孔質玄武岩 VBa 1 1 2 4

ガラス質黒色安山岩 GAn 2 1 1 1 2 1 7 15

細粒安山岩 FAn 1 1 1 1 3 1 1 9

輝石安山岩 An（Py） 4 5 47 46 6 17 125

多孔質安山岩 VAn 5 3 1 9

デイサイト Da 4 3 2 9

流紋岩 Rhy 1 1

閃緑岩 Di 1 1

石英閃緑岩 QD 1 1

赤玉石（碧玉） RJa 1 1

ホルンフェルス Hor 1 3 4 1 7 16

細粒凝灰岩 FT 1 1 2

頁岩 Sh 2 2

珪質頁岩 SSh 1 1

細粒砂岩 FSS 1 1 2

粗粒砂岩 CSS 1 1

チャート Ch 1 1 2

計 39 5 2 8 1 11 22 3 20 20 373 85 8 58 61 14 24 1 1 756

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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第226図  石鏃・石鏃未製品分布図

第227図  スクレイパー類分布図

第228図  楔形石器分布図
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100　石鏃
     チャート 101　石鏃

     黒曜石　天城柏峠 102　石鏃
     黒曜石　天城柏峠 103　石鏃

     黒曜石　神津島恩馳島

106　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

120　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

125　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

107　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

104　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

108　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

113　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

121　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

122　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

114　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

118　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

119　石鏃
     ガラス質黒色安山岩

124　石鏃
     ガラス質黒色安山岩

116　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

115　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

109　石鏃
     黒曜石　天城柏峠 110　石鏃

     黒曜石　産地不明 111　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

117　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

123　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

126　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

127　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

128　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

112　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

105　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

0 3cm4/5

第229図  石鏃・石鏃未製品
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100　石鏃
     チャート 101　石鏃

     黒曜石　天城柏峠 102　石鏃
     黒曜石　天城柏峠 103　石鏃

     黒曜石　神津島恩馳島

106　石鏃106　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

120　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

125　石鏃
     黒曜石　諏訪星ヶ台

107　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

104　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

108　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

113　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

121　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

122　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

114　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

118　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

119　石鏃
     ガラス質黒色安山岩

124　石鏃
     ガラス質黒色安山岩

116　石鏃
     黒曜石　箱根畑宿

115　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

109　石鏃
     黒曜石　天城柏峠 110　石鏃

     黒曜石　産地不明 111　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

117　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

123　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島     黒曜石　神津島恩馳島     黒曜石　神津島恩馳島

126　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

127　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

128　石鏃未製品
     黒曜石　神津島恩馳島

112　石鏃
     黒曜石　天城柏峠

105　石鏃
     黒曜石　神津島恩馳島

0 3cm4/5

第229図  石鏃・石鏃未製品
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130　掻器
     ガラス質黒色安山岩

131　削器
     細粒安山岩

132　削器  チャート

133　削器
     ガラス質黒色安山岩

129　掻器
     黒曜石　天城柏峠

134　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

135　削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

0 3cm4/5

第230図  スクレイパー類
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130　掻器
     ガラス質黒色安山岩

131　削器
     細粒安山岩

132　削器  チャート

133　削器
     ガラス質黒色安山岩

129　掻器
     黒曜石　天城柏峠

134　削器
     黒曜石　神津島恩馳島

135　削器
     黒曜石　諏訪星ヶ台

0 3cm4/5

第230図  スクレイパー類
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137　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

138　楔形石器
     黒曜石　天城柏峠

139　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

140　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

141　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

143　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

142　石核
     黒曜石　箱根畑宿

144　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

145　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台

136　抉入削器
     細粒凝灰岩

0 3cm4/5

第231図  スクレイパー類・楔形石器・石核
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137　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

138　楔形石器
     黒曜石　天城柏峠

139　楔形石器
     黒曜石　神津島恩馳島

140　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

141　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

143　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

142　石核
     黒曜石　箱根畑宿

144　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

145　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台

136　抉入削器
     細粒凝灰岩

0 3cm4/5

第231図  スクレイパー類・楔形石器・石核
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ガラス質黒色安山岩
細粒安山岩
ホルンフェルス

二次加工剝片
使用痕剝片
剝片・砕片

磨敲石
玄武岩
輝石安山岩

デイサイト
閃緑岩
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磨石
玄武岩
多孔質玄武岩
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第232図  石核分布図

第233図  磨敲石類分布図

第234図  剝片類分布図
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第232図  石核分布図

第233図  磨敲石類分布図

第234図  剝片類分布図

⊖ 269 ⊖

第３節　縄文時代の遺構と遺物



148　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台

149　石核
     ホルンフェルス

150　石核
     ホルンフェルス

146　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

147　石核
     黒曜石　和田小深沢

0 3cm4/5

0 3cm2/3

第235図  石核①
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148　石核
     黒曜石　諏訪星ヶ台

149　石核
     ホルンフェルス

150　石核
     ホルンフェルス

146　石核
     黒曜石　神津島恩馳島

147　石核
     黒曜石　和田小深沢

0 3cm4/5

0 3cm2/3

第235図  石核①
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153　打製石斧  粗粒砂岩

154　二次加工剝片
     黒曜石　神津島恩馳島

156　礫器
     玄武岩

158　礫器
     輝石安山岩

157　礫器
     玄武岩

155　礫器
     輝石安山岩

0 10cm1/3

0 3cm1/2

0 3cm4/5

第237図  打製石斧・剝片・礫器
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153　打製石斧  粗粒砂岩

154　二次加工剝片
     黒曜石　神津島恩馳島

156　礫器
     玄武岩

158　礫器
     輝石安山岩

157　礫器
     玄武岩

155　礫器
     輝石安山岩

0 10cm1/3

0 3cm1/2

0 3cm4/5

第237図  打製石斧・剝片・礫器
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第238図　磨敲石類①

159　磨敲石　輝石安山岩

163　磨敲石
　　 デイサイト

161　磨敲石
　　 輝石安山岩

165　磨敲石　輝石安山岩

160　磨敲石　輝石安山岩

164　磨敲石　デイサイト

162　磨敲石　輝石安山岩

166　磨敲石　輝石安山岩
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第238図　磨敲石類①

159　磨敲石　輝石安山岩

163　磨敲石
　　 デイサイト

161　磨敲石
　　 輝石安山岩

165　磨敲石　輝石安山岩

160　磨敲石　輝石安山岩

164　磨敲石　デイサイト

162　磨敲石　輝石安山岩

166　磨敲石　輝石安山岩
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第239図　磨敲石類②

168　磨敲石
　　 輝石安山岩

177　磨石
　　 輝石安山岩

173　磨敲石
　　 石英閃録岩

171　磨敲石
　　 輝石安山岩

167　磨敲石
　　 玄武岩

169　磨敲石　輝石安山岩

175　磨石　輝石安山岩

176　磨石　輝石安山岩

178　磨石　デイサイト

172　磨敲石　輝石安山岩

174　磨敲石　閃録岩

170　磨敲石　玄武岩
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第239図　磨敲石類②

168　磨敲石
　　 輝石安山岩

177　磨石
　　 輝石安山岩

173　磨敲石
　　 石英閃録岩

171　磨敲石
　　 輝石安山岩

167　磨敲石
　　 玄武岩

169　磨敲石　輝石安山岩

175　磨石　輝石安山岩

176　磨石　輝石安山岩

178　磨石　デイサイト

172　磨敲石　輝石安山岩

174　磨敲石　閃録岩

170　磨敲石　玄武岩
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第240図　磨敲石類・台石・石皿類

179　磨石
　　 輝石安山岩

182　磨石
　　 輝石安山岩

184　敲石
　　 輝石安山岩

180　磨石　輝石安山岩

181　磨石　輝石安山岩

183　磨石　輝石安山岩

185　台石・石皿類　輝石安山岩

186　台石・石皿類　輝石安山岩

⊖ 275 ⊖

第３節　縄文時代の遺構と遺物

第240図　磨敲石類・台石・石皿類

179　磨石
　　 輝石安山岩

182　磨石
　　 輝石安山岩

184　敲石
　　 輝石安山岩

180　磨石　輝石安山岩

181　磨石　輝石安山岩

183　磨石　輝石安山岩

185　台石・石皿類　輝石安山岩

186　台石・石皿類　輝石安山岩
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第241図　台石・石皿類・石錘・石棒

187　台石・石皿類　輝石安山岩

189　台石・石皿類　輝石安山岩

191　石錘　細粒砂岩

188　台石・石皿類　多孔質玄武岩

190　台石・石皿類　輝石安山岩

192　石棒　多孔質安山岩
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第241図　台石・石皿類・石錘・石棒

187　台石・石皿類　輝石安山岩

189　台石・石皿類　輝石安山岩

191　石錘　細粒砂岩

188　台石・石皿類　多孔質玄武岩

190　台石・石皿類　輝石安山岩

192　石棒　多孔質安山岩
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山岩を石材とし、横長剝片を素材とする。縁辺に表裏面から細かな剥離を入れて、刃部に仕上げている。
裏面には打瘤が残置する。₁₃₂はチャートを石材とし、横長剝片を素材とする。側縁部に両面から細か
な剥離を入れて刃部に仕上げている。₁₃₃はガラス質黒色安山岩を石材とし、側縁を刃部に仕上げている。
₁₃₄・₁₃₅は小型で、側縁の一部を刃部に仕上げている。₁₃₆は抉入削器か。

楔形石器（第228・231図　第56・58表　写真図版82）
　₁₃₇～₁₃₉は楔形石器である。全て黒曜石を石材とし、当該遺跡で最も多いのが天城柏峠産である。
₁₃₈は下端部に潰れが、また上端部に自然面が観察できる。

石核（第231・232・235・236図　第56・58表　写真図版82）
　₁₄₀～₁₅₂は石核である。出土位置はＣＡ・ＣＢ₂₆・₂₇グリッドに多く見られ、石材は神津島恩馳島産
及び諏訪星ヶ台産黒曜石が多い。₁₄₉～₁₅₂は黒曜石以外のホルンフェルスと細粒安山岩を石材とし、自
然礫の形状を残す。₁₄₉・₁₅₀は平坦面を打面とし、横長剝片の剥離を行っている。

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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山岩を石材とし、横長剝片を素材とする。縁辺に表裏面から細かな剥離を入れて、刃部に仕上げている。
裏面には打瘤が残置する。₁₃₂はチャートを石材とし、横長剝片を素材とする。側縁部に両面から細か
な剥離を入れて刃部に仕上げている。₁₃₃はガラス質黒色安山岩を石材とし、側縁を刃部に仕上げている。
₁₃₄・₁₃₅は小型で、側縁の一部を刃部に仕上げている。₁₃₆は抉入削器か。

楔形石器（第228・231図　第56・58表　写真図版82）
　₁₃₇～₁₃₉は楔形石器である。全て黒曜石を石材とし、当該遺跡で最も多いのが天城柏峠産である。
₁₃₈は下端部に潰れが、また上端部に自然面が観察できる。

石核（第231・232・235・236図　第56・58表　写真図版82）
　₁₄₀～₁₅₂は石核である。出土位置はＣＡ・ＣＢ₂₆・₂₇グリッドに多く見られ、石材は神津島恩馳島産
及び諏訪星ヶ台産黒曜石が多い。₁₄₉～₁₅₂は黒曜石以外のホルンフェルスと細粒安山岩を石材とし、自
然礫の形状を残す。₁₄₉・₁₅₀は平坦面を打面とし、横長剝片の剥離を行っている。

第３節　縄文時代の遺構と遺物
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第58表　縄文時代遺構外出土石器計測表①

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合
番号

100 81 3714 KU CA-29 石鏃 チャート 1.8 1.4 0.3 0.6 

101 81 11206 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.4 1.3 1.3 0.3 

102 81 11278 ZN CA-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.3 1.6 0.5 1.1 

103 81 8761 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （2.2） 1.7 0.5 1.3 

104 81 8766 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 （1.3） 0.5 1.1 

105 81 9918 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 （1.5） 0.4 1.3 

106 81 12020 ZN CA-28 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.3 （1.6） 0.4 1.2 

107 81 5527 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 （1.4） 0.4 0.8 

108 81 5510 KU CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.5 1.3 0.2 0.3 

109 81 11201 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.5 （1.0） 0.2 0.3 

110 81 10821 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 産地不明 1.6 （1.3） 0.3 0.5 

111 81 10207 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.3 0.3 0.7 

112 81 6539 KU CA-29 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.0 1.4 0.4 1.0 

113 81 3957 KU CA-28 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.4 1.5 0.4 1.1 

114 81 4625 KU CB-27 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.8 （1.5） 0.4 1.1 

115 81 4631 KU CB-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 （1.6） 1.7 0.4 1.0 

116 81 6541 KU CA-29 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 （1.7） 1.6 0.4 1.0 

117 81 4102 KU CB-28 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 1.8 0.4 1.3 

118 81 10668 KU CA-28 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.5 1.7 0.4 1.0 

119 81 8030 KU CA-26 石鏃 ガラス質黒色安山岩 2.0 1.2 0.5 1.2 

120 81 3432 KU CA-27 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.3 2.0 0.6 2.2 

121 81 9908 KU CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 3.3 2.3 0.7 4.8 

122 81 4348 KU CA-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.5 1.5 0.5 1.7 

123 81 8763 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （2.4） （1.6） 0.6 1.4 

124 81 8789 KU CB-26 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （1.8） （1.0） 0.4 0.6 

125 81 5526 KU CB-26 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） （1.3） 0.3 0.4 

126 81 10817 ZN CA-26 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 1.7 2.0 0.7 2.5 

127 81 4637 KU CB-27 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.7 2.0 0.8 3.1 

128 81 8762 KU CB-26 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 （3.0） 0.9 4.7 

129 81 11648 ZN CA-28 掻器 黒曜石 天城柏峠 1.6 2.6 0.8 3.0 

130 81 9347 KU CA-27 掻器 ガラス質黒色安山岩 （2.7） 3.8 1.1 13.7 

131 81 9917 KU CB-26 削器 細粒安山岩 9.0 4.0 1.3 32.3 

132 81 6261 KU CB-25 削器 チャート （5.4） （3.8） 0.7 16.9 

133 81 7160 KU CA-27 削器 ガラス質黒色安山岩 9.6 3.6 2.3 82.7 

134 81 4355 KU CA-27 削器 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 1.4 0.8 4.0 

135 81 9135 KU CA-29 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.5 2.2 0.4 1.1 

136 82 3913 KU CA-28 抉入削器 細粒凝灰岩 （3.0） 4.1 1.5 16.5 

137 82 5519 KU CB-26 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 4.2 2.9 1.1 12.2 

138 82 8961 KU CB-25 楔形石器 黒曜石 天城柏峠 3.2 2.7 0.7 5.1 

139 82 11459 ZN CA-26 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.5 0.4 1.2 

140 82 3580 ZN CA-27 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.6 1.7 1.4 6.2 

141 82 11467 ZN CA-26 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 2.8 0.8 2.5 

142 82 6640 KU CB-28 石核 黒曜石 箱根畑宿 1.8 2.2 2.6 8.8 

143 82 9910 KU CB-26 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.3 3.9 2.0 8.2 

144 82 3955 KU CA-28 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.3 4.0 1.8 9.0 

145 82 4644 KU CB-27 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.6 3.1 1.0 4.3 

146 82 3399 KU CA-27 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 3.7 1.8 10.4 

147 82 4161 KU CA-27 石核 黒曜石 和田小深沢 2.8 3.3 1.3 11.2 

148 82 11292 ZN CA-27 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.6 3.5 1.4 14.8 

149 82 7194 KU CB-27 石核 ホルンフェルス 3.8 11.4 3.6 232.1 

150 82 3851 KU CA-28 石核 ホルンフェルス 4.3 9.0 3.4 194.3 

151 82 6315 KU CA-29 石核 細粒安山岩 5.3 9.8 4.3 263.8 

152 82 8772 KU CB-26 石核 ホルンフェルス 7.2 8.4 3.9 252.8 

153 83 3701 KU CA-29 打製石斧 粗粒砂岩 9.6 4.7 2.2 127.7 

154 83 11536 ZN CA-26 二次加工剝片 黒曜石 神津島恩馳島 2.6 2.7 0.8 4.6 

155 83 10552 ZN CB-27 礫器 輝石安山岩 10.9 9.0 4.1 410.0 

156 83 7573 KU CB-27 礫器 玄武岩 11.8 10.7 4.8 700.0 

157 83 11447 ZN CA-26 礫器 玄武岩 13.6 9.5 5.5 740.0 

158 83 6525 KU CA-29 礫器 輝石安山岩 8.2 6.9 2.6 200.0 

159 10178 KU CB-27 磨敲石 輝石安山岩 11.2 8.8 4.1 611.2 

160 5534 KU CB-26 磨敲石 輝石安山岩 10.0 9.9 4.1 627.6 

161 6526 KU CA-29 磨敲石 輝石安山岩 8.2 9.7 4.9 593.4 

162 8794 KU CB-26 磨敲石 輝石安山岩 10.5 9.9 4.5 740.5 

163 10440 KU CA-28 磨敲石 デイサイト 12.8 7.0 5.8 762.0 

164 10681 KU CA-28 磨敲石 デイサイト （9.5） 8.1 6.0 688.5 

165 11277 ZN CA-27 磨敲石 輝石安山岩 15.1 6.7 5.5 696.8 

166 6890 KU CB-27 磨敲石 輝石安山岩 16.5 7.2 6.7 1133.5 

167 10967 ZN CA-27 磨敲石 玄武岩 15.7 6.8 7.8 1165.9 

168 6538 KU CA-29 磨敲石 輝石安山岩 9.5 4.4 5.1 293.8 

169 8778 KU CB-26 磨敲石 輝石安山岩 15.1 7.3 5.4 956.2 

170 10288 KU CA-28 磨敲石 玄武岩 6.7 6.0 5.5 340.1 

171 11270 ZN CA-27 磨敲石 輝石安山岩 11.2 7.3 5.0 606.8 

172 3478 KU CA-27 磨敲石 輝石安山岩 9.7 7.2 4.4 402.3 

173 6265 KU CB-25 磨敲石 石英閃緑岩 10.0 8.4 3.7 516.4 

174 4257 KU CA-27 磨敲石 閃緑岩 9.3 8.9 5.0 615.3 

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）
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第58表　縄文時代遺構外出土石器計測表①

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合
番号

100 81 3714 KU CA-29 石鏃 チャート 1.8 1.4 0.3 0.6

101 81 11206 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.4 1.3 1.3 0.3

102 81 11278 ZN CA-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.3 1.6 0.5 1.1

103 81 8761 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （2.2） 1.7 0.5 1.3

104 81 8766 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 （1.3） 0.5 1.1

105 81 9918 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 2.2 （1.5） 0.4 1.3

106 81 12020 ZN CA-28 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.3 （1.6） 0.4 1.2

107 81 5527 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.6 （1.4） 0.4 0.8

108 81 5510 KU CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.5 1.3 0.2 0.3

109 81 11201 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 1.5 （1.0） 0.2 0.3

110 81 10821 ZN CB-26 石鏃 黒曜石 産地不明 1.6 （1.3） 0.3 0.5

111 81 10207 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.3 0.3 0.7

112 81 6539 KU CA-29 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.0 1.4 0.4 1.0

113 81 3957 KU CA-28 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.4 1.5 0.4 1.1

114 81 4625 KU CB-27 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.8 （1.5） 0.4 1.1

115 81 4631 KU CB-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 （1.6） 1.7 0.4 1.0

116 81 6541 KU CA-29 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 （1.7） 1.6 0.4 1.0

117 81 4102 KU CB-28 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （1.8） 1.8 0.4 1.3

118 81 10668 KU CA-28 石鏃 黒曜石 箱根畑宿 1.5 1.7 0.4 1.0

119 81 8030 KU CA-26 石鏃 ガラス質黒色安山岩 2.0 1.2 0.5 1.2

120 81 3432 KU CA-27 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.3 2.0 0.6 2.2

121 81 9908 KU CB-26 石鏃 黒曜石 天城柏峠 3.3 2.3 0.7 4.8

122 81 4348 KU CA-27 石鏃 黒曜石 天城柏峠 2.5 1.5 0.5 1.7

123 81 8763 KU CB-26 石鏃 黒曜石 神津島恩馳島 （2.4） （1.6） 0.6 1.4

124 81 8789 KU CB-26 石鏃 ガラス質黒色安山岩 （1.8） （1.0） 0.4 0.6

125 81 5526 KU CB-26 石鏃 黒曜石 諏訪星ヶ台 （1.4） （1.3） 0.3 0.4

126 81 10817 ZN CA-26 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 1.7 2.0 0.7 2.5

127 81 4637 KU CB-27 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.7 2.0 0.8 3.1

128 81 8762 KU CB-26 石鏃未製品 黒曜石 神津島恩馳島 2.3 （3.0） 0.9 4.7

129 81 11648 ZN CA-28 掻器 黒曜石 天城柏峠 1.6 2.6 0.8 3.0

130 81 9347 KU CA-27 掻器 ガラス質黒色安山岩 （2.7） 3.8 1.1 13.7

131 81 9917 KU CB-26 削器 細粒安山岩 9.0 4.0 1.3 32.3

132 81 6261 KU CB-25 削器 チャート （5.4） （3.8） 0.7 16.9

133 81 7160 KU CA-27 削器 ガラス質黒色安山岩 9.6 3.6 2.3 82.7

134 81 4355 KU CA-27 削器 黒曜石 神津島恩馳島 3.3 1.4 0.8 4.0

135 81 9135 KU CA-29 削器 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.5 2.2 0.4 1.1

136 82 3913 KU CA-28 抉入削器 細粒凝灰岩 （3.0） 4.1 1.5 16.5

137 82 5519 KU CB-26 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 4.2 2.9 1.1 12.2

138 82 8961 KU CB-25 楔形石器 黒曜石 天城柏峠 3.2 2.7 0.7 5.1

139 82 11459 ZN CA-26 楔形石器 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 1.5 0.4 1.2

140 82 3580 ZN CA-27 石核 黒曜石 神津島恩馳島 3.6 1.7 1.4 6.2

141 82 11467 ZN CA-26 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.4 2.8 0.8 2.5

142 82 6640 KU CB-28 石核 黒曜石 箱根畑宿 1.8 2.2 2.6 8.8

143 82 9910 KU CB-26 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.3 3.9 2.0 8.2

144 82 3955 KU CA-28 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.3 4.0 1.8 9.0

145 82 4644 KU CB-27 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 1.6 3.1 1.0 4.3

146 82 3399 KU CA-27 石核 黒曜石 神津島恩馳島 1.9 3.7 1.8 10.4

147 82 4161 KU CA-27 石核 黒曜石 和田小深沢 2.8 3.3 1.3 11.2

148 82 11292 ZN CA-27 石核 黒曜石 諏訪星ヶ台 2.6 3.5 1.4 14.8

149 82 7194 KU CB-27 石核 ホルンフェルス 3.8 11.4 3.6 232.1

150 82 3851 KU CA-28 石核 ホルンフェルス 4.3 9.0 3.4 194.3

151 82 6315 KU CA-29 石核 細粒安山岩 5.3 9.8 4.3 263.8

152 82 8772 KU CB-26 石核 ホルンフェルス 7.2 8.4 3.9 252.8
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打製石斧（第237・243図　第56・58表　写真図版83）
　₁₅₃は打製石斧で、粗粒砂岩を石材とする。基端部及び片側主面に自然面が残置する。またもう片側
主面の剥離面が摩耗している。両側縁部中位の刃部よりの位置に敲打を加え、柄との緊縛部を設けてい
るが、刃部に近すぎるので石斧製作当初はもっと長い石斧で、使用による折損に伴い刃部を再生させて
いるのかもしれない。

二次加工剝片（第234・237図　第56・58表　写真図版83）
　₁₅₄は二次加工剝片と考えられる。神津島恩馳島産の黒曜石を石材とする。

礫器（第237・243図　第56・58表　写真図版83）
　₁₅₅～₁₅₈は礫器である。輝石安山岩と玄武岩を石材とする。₁₅₇の刃部は擦られたような痕跡が残る。

磨敲石類（第233・238～240図　第56・58表）
　₁₅₉～₁₈₄は磨敲石類である。そのうち₁₅₉～₁₇₄は磨敲石である。扁平で平面が円形を呈し、磨り面が
主面、敲打痕が周縁部に認められるタイプは₁₅₉～₁₆₂で、棒状のタイプは₁₆₃～₁₆₉である。敲打痕は基
端部に主に見られるが、₁₆₈は側縁に集中する。₁₇₀は球状に近く、₁₇₁・₁₇₂は扁平で平面が楕円形であ
る。₁₇₃・₁₇₄は主面中央部に敲打痕集中が見られる。₁₇₅～₁₈₃は磨石である。平面は円形・楕円形・棒
状等のタイプがある。₁₈₄は敲石である。

台石・石皿類（第240～242図　第56・58表）
　₁₈₅～₁₉₀は台石・石皿類である。₁₈₈は栗色土層中から出土している。多孔質玄武岩を石材とし、重
量は₁₅．₄₈㎏を測る。敲打痕・磨り面が認められる。

石錘（第241・243図　第56・58表　写真図版83）
　₁₉₁は石錘である。扁平で平面が楕円形を呈する細粒砂岩礫を利用する。両端部を打ち欠いている。

石棒（第241・243図　第56・58表）
　₁₉₂は石棒と考えられる。多孔質安山岩を石材とし、面取りがなされている。

第58表　縄文時代遺構外出土石器計測表②

挿図
番号

写真
図版
番号

遺物番号 層位 グリッド 器種 石材 推定産地 長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）
接合
番号

175 9968 KU CB-26 磨石 輝石安山岩 9.7 8.5 4.0 435.6 

176 7207 KU CB-27 磨石 輝石安山岩 11.9 9.1 4.6 686.2 

177 4104 KU CB-28 磨石 輝石安山岩 12.2 8.8 5.0 668.4 

178 11540 ZN CA-26 磨石 デイサイト （6.7） 8.3 3.7 333.1 

179 3707 KU CA-29 磨石 輝石安山岩 16.6 9.9 5.0 1127.6 

180 4332 KU CA-27 磨石 輝石安山岩 14.0 8.5 5.8 920.9 

181 10159 KU CA-29 磨石 輝石安山岩 10.3 4.5 3.7 255.4 

182 6537 KU CA-29 磨石 輝石安山岩 19.4 4.8 4.1 632.7 

183 6527 KU CA-29 磨石 輝石安山岩 9.0 6.8 3.3 306.3 

184 3706 KU CA-29 敲石 輝石安山岩 9.5 8.3 6.8 709.1 

185 4392 KU CA-27 台石・石皿類 輝石安山岩 （29.0） 20.6 14.6 11840.0 

186 10107 KU CB-25 台石・石皿類 輝石安山岩 25.4 39.5 9.7 9560.0 

187 10099 KU CB-26 台石・石皿類 輝石安山岩 28.5 17.9 8.5 5050.0 

188 10550 KU CB-27 台石・石皿類 多孔質玄武岩 （32.4） 36.5 86.0 15480.0 

189 12019 ZN CA-28 台石・石皿類 輝石安山岩 31.9 20.8 8.3 7960.0 

190 5378 KU CB-26 台石・石皿類 輝石安山岩 （20.5） （22.6） 5.2 3183.0 109

190 8781 KU CB-26 台石・石皿類 輝石安山岩 - - - - 109

190 8782 KU CB-26 台石・石皿類 輝石安山岩 - - - - 109

191 83 5492 KU CB-26 石錘 細粒砂岩 6.2 4.9 1.4 65.7 

192 10002 KU CA-25 石棒 多孔質安山岩 （9.4） 7.2 6.7 660.9 
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第４節　弥生時代以降の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅴ遺跡及び周辺の確認調査では、弥生時代以降と思しき遺構が確認されている。遺構の種
類は集石、土坑、小穴、炉跡である。遺構はＣＡ・ＣＢ₂₅グリッドに集中する。

２　遺構
（１）　集石（第244・245図　第59表　写真図版73）
　当該遺跡において弥生時代以降の集石と推定されたのは５号集石である。ＣＡ₂₈グリッドに位置し、
新期スコリア層中で確認された。礫は₃₁点で構成され、分布範囲は₁．₄₃ｍ×₀．₈₀ｍである。時期は不明
である。

（２）　土坑（第244・246図　第59表　写真図版73）
　当該遺跡において弥生時代の土坑と考えられたのは２号土坑である。ＣＡ₂₅グリッド北辺に位置し、
周囲に小穴や炉跡が位置する。土坑の平面は歪な円形を呈し、長軸は₁．₆₇ｍ、短軸は₁．₆₁ｍ、深さは
₀．₃₁ｍを測り、平坦な底面をもつ。なお土坑内出土の炭化物について、放射性炭素年代測定を実施した
結果、₂，₁₄₀±₂₀yrBPという数値が得られた。詳細は附編を参照されたい。

（３）　小穴（第244・246図　第59・60表　写真図版73）
　小穴はＣＡ₂₅グリッドに位置する２号土坑を取り巻くように、６基確認された。平面は円形、楕円形
等様々で、３号小穴で長径₀．₆₈ｍ、短径₀．₄₉ｍを測り、小穴群中最大であるが、深さはどの小穴でも
₀．₁～₀．₂ｍ程度で浅い。覆土は何も炭化物粒と焼土粒を多く含む赤褐色土が主体である。２号小穴から
は小礫と共に土器₁₉₃が出土している。土器の時期から弥生時代末と考えたい。

（４）　炉跡（第244・246図　第59表　写真図版73）
　土坑や小穴が集中するＣＡ₂₅グリッド内に₁₆号炉跡が確認されている。新期スコリア層で確認されて
いる。平面は歪な円形を呈し、長径₀．₉₉ｍ、短径₀．₉₃ｍ、深さ₀．₃₃ｍを測る。覆土１層から被熱した土
器片が出土している。土器の時期から弥生時代と考えたい。

３　遺物
（１）　土器（第246・247図　第60・61表）
　₁₉₃は壺の底部である。底部外面に木葉痕が認められる。弥生時代末か。₁₉₄は台付甕である。口縁部
から台部まで残存している。胴部下位の作りが歪んでいる。胴部中位から上位はハケ調整が施されてい
る。口唇部には刻目が施されている。出土位置は炉跡から西へ約１ｍの位置で、新期スコリア層面上で
出土している。弥生時代末か。

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）

⊖ 280 ⊖

第４節　弥生時代以降の遺構と遺物

１　概要
　富沢内野山Ⅴ遺跡及び周辺の確認調査では、弥生時代以降と思しき遺構が確認されている。遺構の種
類は集石、土坑、小穴、炉跡である。遺構はＣＡ・ＣＢ₂₅グリッドに集中する。

２　遺構
（１）　集石（第244・245図　第59表　写真図版73）
　当該遺跡において弥生時代以降の集石と推定されたのは５号集石である。ＣＡ₂₈グリッドに位置し、
新期スコリア層中で確認された。礫は₃₁点で構成され、分布範囲は₁．₄₃ｍ×₀．₈₀ｍである。時期は不明
である。

（２）　土坑（第244・246図　第59表　写真図版73）
　当該遺跡において弥生時代の土坑と考えられたのは２号土坑である。ＣＡ₂₅グリッド北辺に位置し、
周囲に小穴や炉跡が位置する。土坑の平面は歪な円形を呈し、長軸は₁．₆₇ｍ、短軸は₁．₆₁ｍ、深さは
₀．₃₁ｍを測り、平坦な底面をもつ。なお土坑内出土の炭化物について、放射性炭素年代測定を実施した
結果、₂，₁₄₀±₂₀yrBPという数値が得られた。詳細は附編を参照されたい。

（３）　小穴（第244・246図　第59・60表　写真図版73）
　小穴はＣＡ₂₅グリッドに位置する２号土坑を取り巻くように、６基確認された。平面は円形、楕円形
等様々で、３号小穴で長径₀．₆₈ｍ、短径₀．₄₉ｍを測り、小穴群中最大であるが、深さはどの小穴でも
₀．₁～₀．₂ｍ程度で浅い。覆土は何も炭化物粒と焼土粒を多く含む赤褐色土が主体である。２号小穴から
は小礫と共に土器₁₉₃が出土している。土器の時期から弥生時代末と考えたい。

（４）　炉跡（第244・246図　第59表　写真図版73）
　土坑や小穴が集中するＣＡ₂₅グリッド内に₁₆号炉跡が確認されている。新期スコリア層で確認されて
いる。平面は歪な円形を呈し、長径₀．₉₉ｍ、短径₀．₉₃ｍ、深さ₀．₃₃ｍを測る。覆土１層から被熱した土
器片が出土している。土器の時期から弥生時代と考えたい。

３　遺物
（１）　土器（第246・247図　第60・61表）
　₁₉₃は壺の底部である。底部外面に木葉痕が認められる。弥生時代末か。₁₉₄は台付甕である。口縁部
から台部まで残存している。胴部下位の作りが歪んでいる。胴部中位から上位はハケ調整が施されてい
る。口唇部には刻目が施されている。出土位置は炉跡から西へ約１ｍの位置で、新期スコリア層面上で
出土している。弥生時代末か。

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）



187.6m

1
8
7
.
6
m

NSC

KGP

NSC

KGP

N
S
C

K
G
P

N
S
C

K
G
P

A A'

A A'

B
B
'

B
B
'

等高線はNSC上面
1/4000 10m

0 1m
1/20

５号集石

１号小穴

２号小穴

３号小穴

４号小穴

６号小穴

５号小穴

５号集石

２号土坑

16号炉跡

CA-28から北へ4m東へ8m

BZ

CA

CB

CC

25 26 27 28 29 30

188.0m

187.0m

第244図  弥生時代以降の遺構位置図

第245図  弥生時代以降の集石

⊖ 281 ⊖

第４節　弥生時代以降の遺構と遺物

187.6m

1
8
7
.
6
m

NSC

KGP

NSC

KGP

N
S
C

K
G
P

N
S
C

K
G
P

A A'

A A'

B
B
'

B
B
'

等高線はNSC上面
1/4000 10m

0 1m
1/20

５号集石

１号小穴

２号小穴２号小穴

３号小穴

４号小穴

６号小穴

５号小穴

５号集石

２号土坑

16号炉跡

CA-28から北へ4m東へ8m

BZ

CA

CB

CC

25 26 27 28 29 30

188.0m188.0m

187.0m

第244図  弥生時代以降の遺構位置図

第245図  弥生時代以降の集石

⊖ 281 ⊖

第４節　弥生時代以降の遺構と遺物



１号小穴～６号小穴
①赤褐色土 炭化物粒、焼土粒が多く混じる。

16号炉跡
①褐色土 灰褐色スコリアを少量含む。炭化物粒、焼土粒が少量混じる。
②赤褐色土 灰褐色スコリアを若干含む。焼土塊が多量混じる。
③褐色土 炭化物粒、焼土粒が少量混じる。
④赤褐色土 焼土塊が多量混じる。

２号土坑
①褐色土 白色パミスを少量含む。炭化物粒が少量混じる。
②褐色土  
③褐色土 炭化物粒が少量混じる。

CB-25

A

A'

A A' B B'

B

B'

C C'

C

C'

D'D

D

D'

E E'

E
E'

F'F

F

F'

G'G H'H

G'

G

H'

H

I'I J

I

I'

J

J'

J'

K

K'

K'K

188.0m 188.0m 188.0m
188.0m

188.0m 188.0m

187.9m 187.9m

188.0m188.0m

188.0m

１号小穴
２号小穴

３号小穴

４号小穴

２号土坑

５号小穴

６号小穴

16号炉跡

１号小穴 ２号小穴 ３号小穴 ４号小穴 ５号小穴 ６号小穴

16号炉跡

土器

２号土坑

調査区外

調査区外

NSC

KU

NSC

KU

①

①
①

① ①

①

①
②

③

①

②③

④

0 2m1/50

CB-26

CB-26

193

193

194

194

土器
炭化物

第246図  弥生時代後期～古墳時代前期遺構群

⊖ 282 ⊖

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）

１号小穴～６号小穴
①赤褐色土 炭化物粒、焼土粒が多く混じる。

16号炉跡
①褐色土 灰褐色スコリアを少量含む。炭化物粒、焼土粒が少量混じる。
②赤褐色土 灰褐色スコリアを若干含む。焼土塊が多量混じる。
③褐色土 炭化物粒、焼土粒が少量混じる。
④赤褐色土 焼土塊が多量混じる。

２号土坑
①褐色土 白色パミスを少量含む。炭化物粒が少量混じる。
②褐色土  
③褐色土 炭化物粒が少量混じる。

CB-25

A

A'

A A' B B'

B

B'

C C'

C

C'

D'D

D

D'

E E'

E
E'

F'F

F

F'

G'G H'H

G'

G

H'

H

I'I J

I

I'

J

J'

J'

K

K'

K'K

188.0m 188.0m 188.0m
188.0m

188.0m 188.0m

187.9m 187.9m

188.0m188.0m

188.0m

１号小穴
２号小穴

３号小穴

４号小穴

２号土坑

５号小穴

６号小穴

16号炉跡

１号小穴 ２号小穴 ３号小穴 ４号小穴 ５号小穴 ６号小穴

16号炉跡

土器

２号土坑

調査区外

調査区外

NSC

KU

NSC

KU

①

①
①

①① ①①

①

①
②

③

①

②③

④④④④④④

0 2m1/50

CB-26

CB-26

193

193

194

194

土器
炭化物

第246図  弥生時代後期～古墳時代前期遺構群

⊖ 282 ⊖

第５章　富沢内野山Ⅴ遺跡（ＣＲ36地点）



第247図　弥生時代以降土器

2号小穴　193

194

⊖ 283 ⊖

第59表　弥生時代以降の遺構計測表

報告書遺構名 調査遺構名 グリッド 層位 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 土器 石器 礫 炭化物 計 備考

５号集石 SY01 CA-28 ZN 1.43 0.80 - 31 31

２号土坑 SF38 CA-25 NSC 1.67 1.61 0.31 1 1

１号小穴 SP20 CA-25 NSC 0.58 0.53 0.21 

２号小穴 SP21 CA-25 NSC 0.44 0.37 0.20 5 5 10

３号小穴 SP22 CA-25 NSC 0.68 0.49 0.19 

４号小穴 SP23 CB-25 NSC 0.57 0.48 0.12 

５号小穴 SP24 CA-25 NSC 0.42 0.36 0.13 

６号小穴 SP25 CB-25 NSC 0.24 0.19 0.09 

16号炉跡 FP06 CA-25 NSC 0.99 0.93 0.33 11 3 14

第60表　弥生時代以降遺構内出土土器観察表

遺構名
挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 種別 器種 残存部位
器面調整

測量値 備考
外面 内面

２号小穴 193 接合244 NSC CA-25 弥生土器 壺 底部 ミガキ 底径　80mm 木葉痕

第61表　弥生時代以降遺構外出土土器観察表

挿図
番号

遺物番号 層位 グリッド 種別 器種 残存部位
器面調整

測量値 備考
外面 内面

194 接合249 NSC CB-27 弥生土器 甕 口縁～底部 ハケメ　ナデ　刻み ハケメ　ナデ 口径　166mm　 器高　223mm　 底径　（81mm） 台付き
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第６章　総括

　前章まで富沢内野山Ⅰ西遺跡を含む４遺跡の遺構及び遺物に係る報告を行った。頁数に限りがあるこ
とから、本章では縄文時代草創期土器を概観して、総括とする。
　草創期の遺物は４遺跡共に散見され、中でも該期の遺構・遺物は富沢内野山Ⅰ西遺跡で多く見出され
ている。縄文土器第Ⅰ群とした隆帯文土器は２区に限定される。第Ⅰ群は２区５号集石₈₂、遺構外₁₀₅
～₁₁₂のうち①₁₀₅・₁₀₆、②₁₀₇、③₁₀₈・₁₀₉、④₈₂・₁₁₀～₁₁₂が別個の個体と考えられ、文様は隆帯文
のみで構成される。個体①は立ち上がりがわずかに内傾し、部位が口縁部付近なのか、胴部中位付近か
判断に躊躇する。個体②は口唇部付近の隆帯文より下位は無文である。個体③は２条の隆帯文を横位に
巡らし、隆帯文の直下・直上には別の文様を配置した痕跡は無い。個体④は₁₀₇と同様、外面口唇部直
下に隆帯文を巡らす。また₁₁₁・₁₁₂の横位隆帯文が同一と捉えられ、口唇部から間隔をあけて巡らされ
たものと推定される。そして、これら２条の横位隆帯文による区画内に、₈₂・₁₁₀・₁₁₁に見る斜位の隆
帯文が配置された可能性を想起する。上記の個体①～④には豆粒文、ハの字爪形文や横位短隆帯文は見
られず、また縄文時代草創期における隆起線文系土器群でいう密接化された隆起線文とは文様構成上の
親縁性は少ない。個体①～④は沼津市葛原沢第Ⅳ遺跡で見出された葛原沢Ⅰ式の特徴の一つである「器
厚は厚く、繊維を多量に含有」していないものの、個体①～③は幅６㎜程度を測る隆帯を文様の主体と
成す葛原沢Ⅰ式に類似し、また個体④は葛原沢Ⅰ式Ｂ類でいう垂下する隆帯文と、隆帯に稜線が認めら
れる点が類似する。
　縄文土器第Ⅱ群は１～５類に分類している。押圧縄文土器と考えた第Ⅱ群１類は１区１号集石₇₉、１
区６号集石₈₅～₉₃、遺構外₁₁₃～₁₂₃である。胎土と施文、器厚及び出土位置から₁₁₄、₁₁₈、₁₂₃以外は
同一個体の可能性がある。横位と斜位に施された絡条体圧痕文を特徴とし、₉₁で理解できるように胴部
は直線的に立ち上げ、絡条体による施文は広範囲である。多縄文系土器でも古期に位置付けられる押圧
縄文土器段階において、まず想起されるのが葛原沢Ⅱ式である。葛原沢Ⅱ式は池谷氏により「施文は横
位密接を基調とするが、部分的に斜位施文を介在させて器面が分帯されるものがある」という特徴が示
されている。しかし当該遺跡第Ⅱ群１類は横位・斜位を基調とし、間隔をあけた絡条体の施文である。
また胎土も件の葛原沢Ⅱ式のように「薄手の胎土に金色の雲母を多量に含む」ものではない。一方、葛
原沢Ⅱ式新段階に比定される沼津市清水柳北遺跡第₁₄号集石遺構出土土器群には、第Ⅱ群１類に類似す
る間隔をあけた絡条体による施文が認められる。澁谷氏により「まばらな絡条体圧痕」とされた当該施
文について、伊豆市（旧大仁町）仲道Ａ遺跡でも出土例が認められると指摘されている。施文の状態から
当該第Ⅱ群１類は清水柳北遺跡から仲道Ａ遺跡にかけての段階かと推定する。
　回転縄文土器と考えた第Ⅱ群２類は１区６号集石₉₄・₉₇・₉₈、遺構外₁₂₄～₁₃₈である。胎土と施文、
器厚及び出土位置から①₉₄・₁₂₅～₁₃₈、②₉₇・₉₈が別個の個体と考えられる。個体①は口縁部を微かに
内傾させ、外面に絡条体圧痕文を横位・斜位に格子状に施す。₁₃₆はおそらく口唇部直下から胴部下半
部にかけての接合資料と考えられ、やや内湾気味の胴部である。口縁部付近の絡条体圧痕文が文様帯と
なり、下位には縄文が施されている。また₁₃₄で示されるように平坦な底部を持つ。また個体②の口唇
部直下押圧文は自縄自巻か。その下位には縄文が施文されている。多縄文系土器でも新期に位置付けら
れる回転縄文土器段階において、想起される類例では仲道Ａ遺跡の土器群である。個体①は仲道Ａ遺跡
Ⅱ群２類ｂ種に、個体②は仲道Ａ遺跡Ⅱ群１類ｂ種に類似する。これらは口縁部付近に押圧文を主体と
する文様帯を設える点で共通する。
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する文様帯を設える点で共通する。
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　第Ⅱ群３類は表裏縄文土器である。１区１号集石₈₀、遺構外₁₃₉～₁₄₁が該当する。４点とも同一個体
か。口縁部は微かに外反させ、口唇部に縄文側面圧痕が施文される個体である。撚糸が施文の中心で口
縁部外面付近の条の走行は縦位、内面は斜位～横位である。表裏縄文土器は葛原沢第Ⅳ遺跡、仲道Ａ遺
跡の他に沼津市丸尾北遺跡とイタドリＡ遺跡での出土が知られ、第Ⅱ群３類は草創期末と理解される。
　第Ⅱ群４類は無文土器である。６号集石₉₅、遺構外₁₄₂～₁₅₁が該当する。₁₄₂・₁₄₃は口縁部資料で共
に指頭により押圧したものと考えられるが別個体と思われる。また底部資料である₉₅は胎土等から
₁₄₆・₁₅₁と同一個体と考えられる。胴部外面には文様は見られず、内面に横位のナデが施されている。
４類は少なくとも４個体と考えられるが、それぞれ特徴的な文様が見られない。
　続いて₁₄Ｃ等の年代観について触れてみる。附編の土器付着炭化物の放射性炭素年代測定（ＡＭＳ）に
より、縄文時代草創期の土器に関する数値が得られた。第Ⅰ群₁₀₇と₁₀₈の₁₄Ｃ年代及び暦年較正年代（１
σ）は、前者が₁₂，₂₃₀±₄₀yrBP、₁₂，₂₀₆calBC～₁₂，₀₅₃calBC、後者が₁₂，₃₅₀yrBP±₄₀、₁₂，₅₇₂calBP～
₁₂，₁₈₀calBPと報告され、後者の暦年較正年代は２つの範囲で示されてい る。また第Ⅱ群１類₉₁が
₁₀，₄₈₀±₄₀yrBP、₁₀，₅₈₁calBC～₁₀，₄₅₀calBCで、暦年較正年代は２つの範囲で示されている。第Ⅱ群
２類₉₈が₁₀，₄₃₀±₃₀yrBP、₁₀，₄₇₂calBC～₁₀，₂₀₈calBCで、暦年較正年代は４つの範囲で示され、さら
に第Ⅱ群４類₁₄₇は₁₁，₂₉₀±₃₀yrBP、₁₁，₂₉₀calBC～₁₁，₁₈₆calBCという数値が示された。この数値では
第Ⅰ群は第Ⅱ群に時期的に先行することになる。ただし第Ⅱ群４類₁₄₇について、第Ⅱ群１～２類より
も古い年代観が提示され、本来的に第Ⅰ群に該当する可能性を残した。近隣地での成果として長泉町八
分平Ｅ遺跡出土の隆起線文土器が₁₁，₉₂₀±₅₀yrBP、₁₁，₉₀₁calBC～₁₁，₇₇₁calBCの範囲を示された。当
該第Ⅰ群は八分平Ｅ遺跡の隆起線文土器より時期的にやや先行する可能性を想起させる。
　第₂₄₈図に第Ⅰ・Ⅱ群の出土分布を示したが、これにより該期の生活区域の２区から１区への移動が
想像される。加えて草創期の２区は第Ⅰ群にほぼ限定される点から、尖頭器類の所属は第Ⅰ群に伴うも
のと理解できる。一方の１区の草創期は、第Ⅱ群４類₁₄₇の₁₄Ｃ等の年代観を仮に評価対象とするならば、
やや時間幅を見込むことになる。これら富沢内野山Ⅰ西遺跡１・２区共に草創期以降も生活区域として
機能し、漸移層から富士黒土層中に早期以降の遺物が混在している。結果、石器について尖頭器類以外
の草創期石器の抽出が困難である。特に６号集石での上ノ坊式₉₆が見出された点から、人為的もしくは
植物性撹拌の影響を草創期包含層に与えていると想像される。富沢内野山Ⅲ北～Ⅴ遺跡で尖頭器が計７
点出土している点から、生活区域たる富沢内野山Ⅰ西遺跡１・２区付近を核として、狩猟エリアが環状
に拡がる様を想像するに足る。既に葛原沢第Ⅳ遺跡における葛原沢Ⅰ式期第１号配石址から尖頭器、石
鏃、削器、磨石等が出土し、特に磨石が該期の植物質食糧への依存の可能性を示すものとして評価され
ているように、富沢内野山Ⅰ西遺跡においても、今後狩猟以外の生業の有様に詳細に検討が加えられる
ものと考える。

主要参考文献

漆畑　稔　他　₁₉₈₆『仲道Ａ遺跡』大仁町教育委員会

関野哲夫　　　₁₉₈₉『清水柳北遺跡発掘調査報告書その１』沼津市教育委員会

池谷信之　他　₂₀₀₁『葛原沢第Ⅳ遺跡（ａ・ｂ区）発掘調査報告書１』沼津市教育委員会

池谷信之　　　₂₀₀₆「東海東部の草創期編年」『東海地方縄文時代草創期の諸問題』東海縄文研究会

澁谷昌彦　　　₂₀₀₈「静岡県を中心とする東海地方の多縄文系土器群について」『縄文草創期後半の諸様相』縄文セミナーの会

佐藤雅一　　　₂₀₀₈「隆起線文系土器群」『総覧縄文土器』アム・プロモーション

谷口康浩　　　₂₀₀₈「多縄文系土器」『総覧縄文土器』アム・プロモーション

富樫孝志　　　₂₀₁₂「八分平Ｅ遺跡出土縄文土器の再報告」『研究紀要』創刊号　静岡県埋蔵文化財センター
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第二東名土３地点・ＣＲ36地点
第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

裾野市－10
（第１分冊）

裾野市富沢・桃園の遺跡群Ⅱ

静岡県埋蔵文化財センター調査報告　第31集

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

富沢内野山Ⅰ西遺跡

集落 旧石器時代 礫群・石器集中
ナイフ形石器・掻器・削器・楔形石器・
石刃・細石刃・石核・尖頭器・磨石・敲
石・台石

静岡県内でも稀有で
ある縄文時代草創期
の土器が出土。

散布地

縄文時代 集石・土坑・炉跡

縄文土器（草創期・早期・前期・中期・
後期）、尖頭器・石鏃・掻器・削器・石匙・
楔形石器・石核・打製石斧・磨敲石・台
石・石皿・礫器・異形部分磨製石器

弥生時代 弥生土器・有孔磨製石鏃

平安時代 土師器・灰柚陶器

中世～近世 土坑・溝跡 銅製品

富沢内野山Ⅲ北遺跡

散布地 旧石器時代 尖頭器

縄文時代中期の集落
遺跡。集落 縄文時代 住居跡・土坑・小穴

縄文土器（早期・中期・後期）、石鏃・掻
器・削器・石匙・楔形石器・打製石斧・
磨製石斧・磨敲石

散布地 中世～近世 土坑・溝跡

富沢内野山Ⅳ西遺跡 散布地

旧石器時代 土坑 尖頭器・ナイフ形石器・石刃・細石刃・
掻器

縄文時代早期の炉跡
群を確認。縄文時代 集石・土坑・炉跡・溝跡 縄文土器（早期・前期・後期）・尖頭器・

石鏃・掻器・削器・打製石斧・磨敲石

中世～近世 土坑・溝跡・道路状遺構

富沢内野山Ⅴ遺跡 散布地

旧石器時代 礫群 尖頭器・削器・楔形石器・石刃・細石刃・
磨敲石

旧石器時代から弥生
時代までの遺構・遺
物を確認。縄文時代 集石・土坑・炉跡

縄文土器（早期・前期・中期）・尖頭器・
石鏃・掻器・削器・楔形石器・石核・礫
器・磨敲石・台石・石皿

弥生時代 土坑・炉跡 弥生土器

要約

第二東名建設事業に伴う、土盛場及び建設用道路設置箇所における４遺跡の発掘調査。いずれも旧石器時代から縄文
時代の遺物・遺構が多く確認されている。
富沢内野山Ⅰ西遺跡では第Ⅳ黒色帯より上位にて、礫群等が確認される。また縄文時代草創期の土器が出土。静岡県
内でも稀有の資料例となった。富沢内野山Ⅰ西遺跡及び富沢内野山Ⅲ北遺跡では愛鷹山東麓では数少ない縄文時代後
期の土器群を確認している。
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